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序章　少年は奈落で息をする







　少年は小さな体たい躯くに余るほどの巨きよ大だいな槍やりを手にし、傷ついた身体からだを引ひき摺ずっていた。竜りゆう槍そうと呼ばれる薄うす緑みどりに光る槍は、その大きさとは対照的に少年には何な故ぜか軽く感じるほどだった。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる深い木々を抜ぬけ、ようやく森の外に出る。

　するとそこには盗とう賊ぞくたちが待ち構えていた。

　浅く呼吸を繰くり返かえし、少年は盗賊たちを睨にらみ付つける。

　自分の特とく殊しゆな身体は、この森に入る条件を満たしているらしい。逆に言えばこの場にいる少年以外の者は、誰だれ一ひと人りこの森に入ることは叶かなわないのだそうだ。

　少年は自分をこの森へとぶち込んだ大人たちに敵意の目を向ける。

　その中の一人がニヤニヤと笑いながら少年に近づいてきた。

「へえ、やるじゃないか」

　嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべる男の姿に少年は吐はき気けをもよおす。この世界に来た自分を拾った男だ。毎日身体の大きさに見合わない剣けんを振ふらせ、少年を痛めつけては楽しそうに笑っていた男。

「ずいぶんと男らしい顔になったじゃないか。霊れい樹じゆの森の中で何があったんだ？」

　嫌けん悪お感を抱いだかせる笑いを浮かべる男に、少年は腹の底から怒いかりが湧わき出だしてくる。

　いつかこの男を殺してやろうと思っていた。しかし今まではチャンスがなかった。だが、この森から帰ってきた今の自分にならそれが出来る。

　少年は竜槍を軽々と振り上あげ、男に向ける。すると男はおどけたようなポーズをしてみせた。

「おい、まさか俺おれに逆らおうなんて思ってないよな？」

「………逆らってやるさ」

「へえ、そりゃおもしろい。なら、遊んでやろうか」

　そう言うと男は呪じゆ文もんを唱え始めた。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、契けい約やくの楔くさびを胎たい動どうせしめ、反逆者を戒いましめる鎖さ鑰やくと成れ」

　呪文が唱え終わると同時に、少年は自分の喉のど元もとにはまる首輪を押おさえ痙けい攣れんし始める。そして苦しさにもがくようにして、その場に倒たおれ込んだ。

「どうだ？　苦しいか？　おまえは俺に逆らえないんだよ。一生俺の足元でそうやって這はいずりまわらなきゃなんないんだよ。ほら、その竜槍を俺に渡わたせ」

　その時、少年はピタリと動きを止め、男の顔を睨にらみ付ける。

「………なーんちゃって」

　言うと同時に、少年は竜槍を翻ひるがえし立ち上がった。突とつ然ぜんのことに盗賊は驚おどろきを露あらわにし距きよ離りを取った。

「な、なんでだ？」

　少年は悠ゆう々ゆうと竜槍を肩かたに乗せ、自らを縛しばる首輪を引き千切る。

「バカじゃねえのか？　霊樹の森は魔ま力りよくが強すぎて、てめえらが入れねえって言ってたじゃねえか。そんなところで、この魔ま法ほうだかが掛かかった首輪してたら、壊こわれるに決まってんだろ」

「…………」

　近づく少年を見た男は蒼そう白はくになった。

「散々やってくれたお礼だよ。じゃあな！」

　そう言って少年は盗賊を切り殺さんと竜槍を振り上げる。

「………!?」

　しかしどうしたことだろう。身体がそれ以上動かない。一歩も前に進むことが出来ない。

　あの魔法が掛かっているという首輪は壊れた。それなのに、どうして自分は一歩も動くことが出来ないのか……。

「………うそだろ」

　少年はすぐにその理由に思い当たった。

　怖こわかったのだ。数年の間、言葉も解わからぬ場所で、毎日のように理由のない暴力を加えられた身体は、その相手を前に臆おくしていたのだ。

　少年は自分の膝ひざが震ふるえていることで、ようやくそのことに気が付いた。

　そしてそのことを察したのはどうやら盗賊も一いつ緒しよだったようだ。

「おい、このガキ……まだ、お互たがいの立場が解ってねえみてえだな」

　山刀を抜き盗賊は少年に向かって構えた。

「腕うでの一本でも斬きりおとしてやった方が解りがいいか？」

　そして一気に山刀を振り下おろした。その時である。

　ガキッという金属音を立てて山刀が弾はじかれた。少年は一体何が起きたのか全く分からなかった。よく見ると、地面にいびつな鉄の塊かたまりが落ちていた。

　すぐさまそれが飛んできた方向に目を移す。

「こんなところで何してるんですか!?　ケンカはやめましょう！」

　ひどく異様な容姿をした男が走ってきた。人間離ばなれしたひょろ長い身長。世捨て人かのように身に纏まとったボロ布。なにより耳元までパックリと開いたその口が、現れた男の異質さを助長していた。

　その口裂さけ男が、へんてこな走りでこちらに駆けてくる。

「ほらほら、みなさん手を止めて！　ね！　ああ、子供がそんな物ぶつ騒そうな物振り回まわしちゃダメですよ」

　口裂け男は少年から竜槍を取り上げると、周りに目を移す。

「ほら、じゃあ解散！　ほら帰った帰った！」

　彼かれの言い分にその場にいた者たちが呆あつ気けにとられたのも一いつ瞬しゆん。すぐさま少年以外の全員が彼に向かって攻こう撃げきを加えようとした。

「わ、わ、危ないですよ！　近くに子供がいるんですよ！」

　しかしそんな彼の言い分を聞く者などだれ一人いない。剣を振り回し、魔法を練成し、闖ちん入にゆう者しやを叩たたき伏ふせんとする。

「あ、あぶないですよ！　ほ、ほら、君も逃にげましょう！」

　彼はそう言うと少年をひょいと持ち上げ、すぐさま走り出した。

　風のように走はしり抜ける口裂け男に、少年は眉まゆ根ねを顰ひそめ、ただ流されるままになっていた。







第一章　オルファン地区・禁呪法売買掃討任務







　王都セントウッド西部オルファン地区。

　有数の歓かん楽らく街がいが軒のきを連ね、人口密度がもっとも高いと言われている都市だ。

　メイン通りには祭りの日と勘かん違ちがいしそうなほどの人が犇ひしめきあい、国内外を問わずあらゆるものが店頭に並べられている。

　この人口密度が災わざわいしてか、または歓楽街を有することによる弊へい害がいか、オルファン地区はセントウッド内でも最も治安が悪いと言われている。

　治安悪化の大きな理由は、多くの民族や宗教、価値観が狭せまい場所に集中したことがあげられる。生活習慣も考え方も違ちがう者同士が肩を寄せ合っていれば衝しよう突とつは絶えない。

　そんな人口密集率のせいもあって、王立魔ま法ほう騎き士し団だんもオルファンで起こる全すべての事件や揉もめ事ごとに手が回らないといった状じよう況きようであった。

　そんなオルファン地区に於おいて、治安の安定に一役買っていたのがマフィアの存在だった。本来的には住民の中から自警団として発ほつ足そくしたものがマフィアの起源であったが、次第にそれは力をつけ、ある意味では街の顔ともなっていた。

　そういった理由もあってオルファンで商売をするのなら、マフィアとの癒ゆ着ちやくは回かい避ひできない。店を持つと、必ずどこかしらのマフィアの息がかかることになる。

　そんなマフィア同士の間にもルールが敷しかれている。喩たとえ血の気が多いマフィアであろうと、ルールの無い状態で抗こう争そうを繰り返していれば、すぐさま王立魔法騎士団によって鎮ちん圧あつされ全員捕ほ縛ばくである。そうならないためにも暗あん黙もくのルールが形成されており、どの組織もそれを守ることで均きん衡こうを保ってきた。

　そんな多くのマフィアが犇ひしめきあい均衡を保つ状態で形成されたオルファンに於おける、王立魔法騎士団の役目は、殊こと、政治色が強い。うっかりどこかの組織を潰つぶしてしまったが為ためにパワーバランスが崩くずれ、大きな抗争が勃ぼつ発ぱつしてしまうことだってあり得るのだ。

　騎士団が出来ることと言えば、小こ競ぜり合あいを仲ちゆう裁さいしたり、各マフィアがいったい何をしているのか的確に情報を収集、そして目に余る場合にのみ捕縛を実行するということだ。

　さてそんな暗黒街と呼ばれるオルファン地区のメイン通りを、小隊クラスの騎き士したちが馬にまたがり駆け抜けていた。

「道を開けろ！」

　先頭のオルファン駐ちゆう屯とん所じよの騎士の怒ど声せいに、歩行者の波が真っ二つに割れる。その40人からなる小隊の中に、シェッセ・リハエルの姿があった。

　本来、別の任務に就ついていた筈はずのシェッセであったが、急きゆう遽きよ騎士団からの出頭要よう請せいが掛かり、オルファン地区で行われている禁呪法密売の現場を取とり押さえる要員に組み込まれてしまったのである。

　シェッセにこの命令を発布したカティナ・イシュルダールは、登庁したシェッセに申し訳なさそうにこう言った。

「すまない。今回の捕とり物ものは、全員生いけ捕どりにしなければならないらしい。だからシェッセのような剣の腕の立つ者が必要らしいのだ。下手な者では勢い余って、相手を殺してしまいかねないからな……」

　シェッセはその辞令に、すぐさま馬にまたがり、オルファン地区の駐屯所へ急行し、隊の面々と合流した。オルファンの騎士は面つら構がまえが恐おそろしい。制服を着ていなかったらどちらがマフィアか間ま違ちがえるような者ばかりである。

　しかしそんな怖い面構えに反して、オルファンの騎士たちは皆みな一様にやさしかった。理由としては、女性の騎士がいないから、というのが大きいだろう。この地区の騎士たちは、シェッセの知る騎士とはちょっと勝手が違っていると言えるかもしれない。

　そんなことを考えながらシェッセは、これから踏ふみ込むマフィアの情報をオルファンの騎士たちと確かく認にんし合った。

「ラデル・ジンというのが、この組のボスだ」

　そう言って一人の騎士が差し出した写真には、口に大きな傷をおった男の顔があった。こういった方面では顔に傷があるなどよくある話らしい。このラデルという男の特とく徴ちようは、切きり裂かれた口を縫ほう合ごうした痕あとだった。

「奴やつらは法律で禁止されている禁呪法を固形化し、売買している模も様よう。具体的な禁呪方式に関しては不明だが、人体に影えい響きようを与あたえる種類の魔法だという情報が入っている」

　人体に影響のある魔法は、医い療りようなどの場以外では法律で禁止されている。それを個人の間で売買するということは、れっきとした犯罪である。

「今回は芋いも蔓づる式しきに、他のマフィアへの関かん与よも含ふくめ追つい及きゆうするチャンスだ。そこで、ラデル一味は全員生け捕りにしろ、と達しが来ている」

　その声にオルファンの騎士たちは舌打ちをしたりする。

　シェッセは小さく震えながら、どうにか話を聞くことに集中した。

「突とつ入にゆうだが、前ぜん衛えいを本庁からのシェッセ・リハエル予備隊士にやってもらう」

「え、ボクですか？」

　驚きの声を上げるシェッセに、オルファンの騎士は平然と報告書を読むように言った。

「ああ、リハエル隊士は剣のスピードが竜りゆう伐ばつ騎き士しと拮きつ抗こうするほどだと聞きき及およんでいる。前衛の切り込みには最適であると、本庁から達しが来ている」

　書類を読み上げる隊士の横で、凶きよう悪あくな面構えをした騎士が注ちゆう釈しやくを入れるように付け加えた。

「まあ、俺たちは血の気が多いのばかりだから、うっかり全員まっぷたつにぶったぎっちまうかもしれねえ。あんたみたいに、技術のある人間が前衛を預かるべきだろう」

「は、はい！　がんばります！」

　足りない人員を補うくらいに思っていたシェッセは、まさか自分が前衛をやらせてもらえるなどと思ってもいなかったので、緊きん張ちようしながら返事をした。

　そして現在シェッセは、オルファン地区の歓楽街を抜けた場所にあるラデルの事務所の前に到とう着ちやくしたのだった。

　小隊長の号令で、シェッセを先頭にラデルの事務所のドアを蹴け破やぶる。

「王立魔法騎士団だ！　おとなしくしろ！」

　シェッセが大声で叫さけぶも、どうやら密談、取引の最中の事務所内のマフィアは、既すでに闖ちん入にゆう者しやに警けい戒かいしていたらしく、間かん髪はつ容いれず剣を抜きシェッセに襲おそい掛かってきた。

　前三方向から大ぶりに剣を振るうチンピラを、シェッセは瞬またたく間まに切り伏せる。チンピラは腹から、腕から、脚あしから噴ふき出でる血に一気に狼ろう狽ばいした。どれも浅く斬りつけただけに過ぎない。それでも相手を怯ひるませるには充じゆう分ぶんであった。すぐさま後から入ってくる騎士たちに取り押さえられ、チンピラたちはわめき散らす。

「リハエル、先に行け！」

「はい！」

　シェッセは次々に切りかかってくる組員を同様に斬り付け、奥おくへと突入していく。

　鍛きたえ上げられたシェッセの剣速についてこられるようなマフィアなど、そういるものではない。目にも止まらぬ速さで、気が付けば倒れ伏ふすか、大量の出血に狼狽するかである。

　シェッセはエントランスを抜け、大きな階段を駆け上がり、取引が行われているという部屋のドアを蹴破った。

「王立魔法騎士団だ！　抵てい抗こうせずに投降しろ！」

　部屋の中には数人の男たちと、組織の中心人物ラデルが立っていた。

　そして男たちはシェッセを認めると同時に、呪文を唱え出す。

「遍あまねく世界を統すべる源みなもとよ………」

　こんなところで魔法を練成されれば大だい惨さん事じになりかねない。シェッセは床ゆかを蹴けり、呪文を詠えい唱しようする男を斬り付ける。返す刃やいばで近くの男たちも一いつ閃せん。

　そしてラデルに向かって剣を向けた。

「さあ、ラデル・ジン！　おとなしくしてもらおう」

「ああ……おまえが………そうか」

　どういう訳かラデルは縫ほう合ごうされた口くちの端はを上げ爬は虫ちゆう類るいのように笑うと、手にした球体を掲かかげる。

「手間が省けた」

　そう言うと同時にその手の中にある球体をシェッセ目がけて投げつけた。

　――なんだ!?

　そう思うよりも早く反射的にシェッセはその球体を斬り付けていた。

　その瞬しゆん間かん、球体は閃せん光こうを放ち、爆ばく発はつ音おんを巻き上げる。

　シェッセは自分の短たん慮りよを嘆なげく暇ひまもなく、ダメージを最小値に抑おさえんと床に伏ふし、顔だけを上げた。しかしそこには既すでにラデルの姿はなく、後から駆けつけてきた隊士たちが驚きよう愕がくに目を剥むいているだけだった。

　シェッセは急いで床に転がる帯たい剣けんを拾おうとする。そして柄つかを握にぎろうとするが、どうも大きく感じる。どうしたことかと自分の掌てのひらを見ると、剣を握るにはあまりに小さな掌てのひらになっていた。

　一瞬混乱するも、シェッセはすぐに正気に戻もどり立ち上がらんとする。その時、身体に何か違い和わ感かんを覚えた。どうにも服がぶかぶかとする。視線の高さが低い。

　ふと部屋にある鏡に目を移すと、そこには10歳さい前後の少女の姿があった。

「………あれ、これって……」

　なんとシェッセの身体は、どうしたことか小さく縮んでしまっていたのだった。




　王立魔法騎士団庁舎、内務部調査室でシェッセは縮んでしまった身体に溜息を吐つく。

　カティナ・イシュルダールも困こん惑わく気に咳せき払ばらいをした。

「まさか売買されていた禁呪法が、若返りの返へん年ねん絡らく寿じゆ法ほう練れん成せいとはな……」

「……うん」

「とはいえ、医師の話では一時的なものらしい。大体一週間くらいで元に戻るそうだ」

「……うん」

「まあシェッセの中には鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきの呪のろいもあるから、魔法が自然崩ほう壊かいするのを待った方がいいそうだ。その方が後こう遺い症しようなどの心配もないそうだからね。……ただ気になるのは、若返りの魔法と一緒に別の魔法が練成されていることだな。珍めずらしいことに複合魔法の形になっているらしい。まあそうは言っても、発動しなかったのだから、練成は失敗していたのだろう」

「……うん」

「それに今回のシェッセの働きにはオルファン駐屯所だけでなく、本庁からも大変高い評価がされている。来月の王立魔法騎士団の士し奨しよう祭さいで表ひよう彰しようされるかもしれない」

「……ねえカティナ」

「なんだ？」

「どうしてボク、抱っこされて頭を撫なでまわされてるの？」

「……う、うん」

　現在、シェッセはカティナの膝ひざの上に抱っこされて、延々と頭を撫でまわされていた。

　困惑気にシェッセが見上げると、カティナはごまかすように咳払いをする。

「ま、まあ、いいじゃないか」

　すると脇わきで見ていたリタ・シュルツが頬ほお杖づえを突つきながら気楽そうな口調で、

「でもよかったねえ。そのサイズの制服あって。10歳児用なんて中々ないよ」

　と笑いながら言った。リタの言う通り、今シェッセは身体のサイズこそ10歳児だが、服はれっきとした王立魔法騎士団の正規の制服である。

　実はこの制服はカティナが用意してくれたのだった。そんなカティナが口に手を当て、にやける顔を抑えながら返答する。

「以前、騎士団のセレモニーに王家の方々が挨あい拶さつにいらっしゃいまして、その時、姫ひめ君ぎみが着るためにこしらえたのがこれです。本当にとってあってよかった」

「嬉うれしそうだなあ、カティナ」

　すると今度は壁かべに寄りかかっていたガラン・ストラヴィンスキーが口を開いた。

「でもどうするんだ？　本来の任務の方は？」

　そう、シェッセの本来の任務であるところの、肉屋ミキハラタクトと彼が持つ竜槍という古代の負の遺産の調査。それが最重要の懸けん案あんであった。

　シェッセは小さくなってしまった身体からだですっくと立ち上がり。

「大だい丈じよう夫ぶです。若返ったのは表面的な事だけで、中身は元のままなので。任務に支障はありません！」

　断言してみるものの、童女の姿ではやはり説得力に欠ける。するとカティナは咳払いをしながら、まじめな顔になった。

「うん、シェッセが任務に支障はないというのなら、そうなのだと私も思う。ただ……」

「え、なあに？」

　シェッセが問うと、カティナは幾いく分ぶん言いづらそうに顔を歪ゆがめた。
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「その……シェッセの任務は王立魔法騎士団内に於おいて、かなり重要なウェイトを占しめる任務だ。だから上の者は、慎しん重ちようになっているらしい」

　言わんとすることはよくわかった。この任務でタクトの持つ竜槍が本物であった場合、その扱あつかいはかなり慎重になる。一日も早い解明が必要とされているのだが、それが本物であるかどうかの見分け方が解らない以上、事態は膠こう着ちやく状態。とにかく監かん視しを続けること、というのが当面の任務だった。

　さてそれに際して問題があるとすれば……。

「なによりこのシェッセに掛けられた返へん年ねん絡らく寿じゆ法ほうは、かなり練成が難しいらしい。その上、別の練成魔法が中に入っているとなると、普ふ通つうの人間などでは到とう底ていできない高等技術だ。だから上の者は今の小さくなってしまったシェッセでは、いざという時に問題があるんじゃないかと思っている」

　そう思われるのも仕方がない。これでシェッセが魔法を使えていたら、それほど心配はされなかったろうが、元の状態でも皆からは一歩遅おくれているという認にん識しきなのである。

「だから我々がしばらく遠くから監視することになった」

「我々って……」

　驚きながらシェッセが問うと、椅い子すに座すわったリタが手を振った。

「私たちだよ～」

　まさか竜伐騎士であるリタとガランが、自分のフォローのために監かん視し役やくをするなんてシェッセは思ってもみなかった。

「え、でも……」

　言いよどむシェッセにリタは気楽そうに手を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。竜伐騎士って、ドラゴンが出なけりゃただの暇ひま人じんだから」

「おい、こら。暇人っておまえなあ……」

　横で聞いていたガランがあきれ顔をしながら首を振った。

「だって暇じゃん。竜りゆう神じん信しん仰こうの動きが活発になってきたら、すぐに誰だれかにバトンタッチすればいいわけだしさ。それに……」

　と言ってリタは急に意味ありげな笑みを浮かべる。

「シェッセくんの様子を監視ってことは……つまり、そのミキハラくんとの、イチャコラをずっと見ていていいわけでしょ」

「なななな、何を言ってるんですか！　ボ、ボクは別に、タ、タクトといいいイチャ……イチャなんて………」

「ムフフフ……ああ、そう。イチャコラじゃないんだ。いや、本人の認識はこの際、どうでもいいんだけどね。あたしはそれで十分満足できるので」

　ニヤニヤするリタに、シェッセは何も言い返せず、口元をフルフルさせて顔を真っ赤にした。これでは、カティナに相談しようと思っていたことを、相談できる状況ではない。

　先日、自分が気づいてしまったタクトへの思い。

　それをリタに聞かれたら、大変なことになるのは火を見るより明らかだった。

　そんな中、カティナが間に入って話を纏まとめる。

「まあ、そういった事情で監視が付くことになるが、シェッセは気にせず、いつも通りミキハラと接してくれればいい」

　――い、いつも通りか……。

「うん、わかった」

　シェッセはどうにか赤くなった顔をごまかしながら、了りよう承しようの意を伝えたのだった。




　その後、シェッセは徒歩で家のある高級住宅街リンドまで帰った。しかしこれが思わぬほど時間を要してしまった。子供の身体では歩ほ幅はばが圧あつ倒とう的てきに足りていないのだ。

「ただいま帰りました」

　いつもと同じように家族に挨拶をすると、その場で父マルコと母メイア、そして教育係のジゼルが一様に固まった。

　一応、通信機で身体が小さくなってしまったことなどは予あらかじめ伝えておいたはずなのだが、やはり目まの当あたりにして改めて驚いているのだろう。

　しばらくしてから、父マルコが目め頭がしらを押さえ天を仰あおいだ。

「な、なんという事だ……天使が見える」

　教育係のジゼルはやや頬ほおを赤らめながら平静な口調で、

「シェッセ様、本当に小さくなられて……なんと言葉にしていいのやら……」

「ジゼル、鼻血が出てるよ」

「おっとこれはすいません。しかしなんともお可愛らし……いえ、お労いたわしい」

　こちらも何だか妙みような様子。母メイアだけが何か困ったような顔をしていた。

「こんな身体になってしまっては、あれよね、すぐに孫の顔は見られないわよね」

「ど、どういう事ですか」

「ううん、なんでもないの。う～ん、でもミキハラさん、こういうのが好みかもしれないし、いえそれはそれで大問題よね……」

　最後の方はブツブツと独ひとり言ごとのように言っていたので、はっきりとは聞き取れなかったが、やはり母も困惑している様子である。

　シェッセはこうなってしまった経けい緯いを、詳くわしく家族に話していった。

「ふむ、そうか、一週間で元に戻るのか………」

　と、どこか残念そうな父。

「一週間で見納め……いえ、元に戻れるのなら、それはそれでとても残ね……よかったですね」

　ジゼルは本音と建前が入り混じって隠かくしきれていない。

「まあ、すぐに戻るんならね、お母さん頑がん張ばって待つわ」

　そして、グッと握りこぶしをするメイア。

　いったい何を待つのかわからないが、どうにか家族は割と落ち着いた対応をしてくれた。

　さて家族は思ったほど問題はなく受け入れてくれたのだが、シェッセにはもう一つ懸け念ねんがあった。他でもない、肉屋でのバイトである。

　――……どうしよう。

　任務に支障はない、と大おお見み得えを切ったものの、実際にはこの身体ではかなり問題がある。先ほど剣を振るってみたが、動き自体はいつも通りに出すことが出来た。スピードも申し分ない。しかし問題はこの小さな掌てのひらと、低い身長だった。

　届くべきところに届かないし、通常の帯剣を握ることが出来ない。なにより帯剣を腰こしに差していると、手が短くて抜くことが出来ない。

　結局いつも腰に携たずさえている帯剣は、カティナに預けてきてしまった。

　――これは、どうするべきかな……。

　悶もん々もんと悩なやみながら、更さらにもう一つの懸念が頭を掠かすめる。

　――タクトはどう思うかな。

　そう、先日城呑竜グライ・オンカの狩かりを行った後、シェッセは自分の中に芽生え始めた気持ちに気が付いてしまった。それは人として生きていくのなら極ごく当たり前の気持ちとも言えるもの。それでも、こんな気持ちになってしまったことが初めてだったシェッセにとっては、どう対処していいのかわからなかった。

　何よりシェッセが気付いていなかったとはいえ、迂う闊かつにもその恋れん愛あい相談を本人であるミキハラタクトにしてしまったのだ。鋭するどい彼の事だ、きっと的確にシェッセの気持ちが伝わってしまっているに違いない。そう考えると、もう居ても立ってもいられなかった。

　そうして、「どうしよう！」と混乱する矢先に、今回のマフィア捕縛の任務が降ふって湧いたのである。渡りに船、とまでは思わなかったが、この数日間はシェッセに少なからず頭を整理する余よ裕ゆうを与えてくれた。

　シェッセがたどり着いた結論。それは変な隠しだてはしない、というものだった。

　もうバレてしまっているのだ。それを気に咎とがめても仕方ない。だから敢あえてそのことを隠そうとしたり、嘘うそを吐いたりするようなマネはしない、と決めたのだった。

　とはいえ実際に彼を前にして、自分の思った通りに行動ができるのか、とシェッセの胸の裡うちには不安が残るのだった。




　明けて次の日のこと。シェッセは肉屋へ出勤しようとリンド中央駅から機関車に乗りサウスクインティアの手前で降りる。

　昨日の反省を生かして、いつもより早く出たのだが、やはり想像以上に時間がかかってしまった。時間的にはギリギリのようだ。

　急ぎ駆け足あしでサウスクインティアの商店街を通り、肉屋フランシーヌのドアを開ける。

「おはよう、セーフかな？」

　するとここでも一様に全員が目を丸くして、一瞬固まった。

　やっぱり、という思いが胸を過よぎった。そんな中、最初に反応をしたのはこの店の店主であり、先日まで入院をしていたクーミェ・フランシーヌであった。

「ひょおおおおおおおおおおおおおおお！　シェッセさん、どうしたんですか!?　そ、それは、それは、どうしたんですか!!」

　かなりのハイテンションで跳とびついてくるクーミェ。

「はぁ、はぁ、こんなクーミェ好みの身体になってしまって、なにが欲ほしいんですか？　褒ほう美びは何がいいんですか？」

　かなりの喜びようで頬ほおをすりすりしてくる。

「あ、あのね、いろいろあってね……」

「いろいろってなんですか？　いいですよ、どんなことがあってもクーミェ驚きません！　喜ぶ以外の選せん択たく肢しがありません。いやあ、犯罪的ですねええ！」

　するとリュカがちょこちょこ走り寄り、シェッセと背を比べて、コクリと頷うなずく。

「しぇっせ」

「な、なに？」

「おねえちゃん、ってよんでいいよ」

「えええっ！」

「なにか、こまったら、りゅかにいいなさい」

　いつも無表情なリュカの顔に、自信とやる気がうかがえる。

　すると今度はクーミェの祖父オルバ・フランシーヌが目を丸くしながら首を傾かしげた。

「はて、こりゃ珍ちん妙みようなことになったな」

　隣となりで見ていたリュカの祖父ラザ・シシルクロエ・テル・ヘデルカディオシリオスも言葉少なに、

「うむ」

　とだけ言った。

　そしてその騒さわぎを聞きつけたのか、店の奥から、

「ん？　どうした、みんな騒ぎすぎだぞ………」

　とタクトが姿を現した。

　――いつも通り、いつも通り……。

　シェッセは自分にそう言い聞かせながら、タクトに挨拶をする。

「お、おはようタクト」

　すると一瞬ポカンとしたタクトは、小さくなってしまったシェッセを見て、

「お、おまえ！」

　次の瞬間にはひゃっひゃっといいながら腹を抱かかえた。

「おまえなんだそれは！　くくっ、どうしてそうなった？」

　勢いシェッセも言い返してしまう。

「こ、これは任務の過か程ていでいろいろあって……その……名めい誉よの負傷だよ！」

「名誉の負傷って！　おまえ、傷負でなんで小さくなるんだよ」

「だ、だから、その……」

　と、これで何度目かになる説明をする。

　――まったく、なんでタクトはこう無神経なのかな。こっちは魔ま法ほう掛かけられて、大変なのに、あんなゲラゲラ笑ってさ………。

　と思いながらもシェッセはちょっと安心していた。彼を前にしてガチガチに緊張するのでは、不自然に彼を避さけてしまうのでは、勢い余ってみなの見ている前で公開告白をしてしまうのでは……と様々な不安があった。

　だが驚いたことに、いつも通りに接することが出来たからだ。

　――まさかタクトは、今のボクの気持ちをわかっていて……。

　そんな思いが頭を掠かすめたが、そう思ってしまうとまた緊張してしまうので、心の隅すみへ追いやった。

　説明を終えると、クーミェが少し残念そうな表情を浮かべた。

「一週間で戻っちゃうんですか、そうですか。じゃあ一週間で堪たん能のうしないといけないですね」

　ジゼルに通ずるような反応だ。

　リュカはいつもと立場が逆転したようにシェッセを膝ひざの上に乗せ満足げな様子。

「おねえちゃんに、なんでもいいなさい」

「………うん」

「おかしたべる？」

「ううん、今はいいよ」

「……ぐぅ」

　ちょっと残念そうなリュカ。貰もらっておいた方がよかったのだろうか。

　そんな中、話を聞いていたタクトだけが、一瞬だけ険しい表情をした。

「どうしたの、タクト？」

「ん？　……ああ」

　彼は少し含んだように視線を逸そらし、徐おもむろにシェッセに向き直った。

「シェッセにその魔法をぶつけたって相手……ラデルって言ったな」

「うん。ラデル・ジンっていう最近力をつけてきたマフィアらしいよ。ただ、お金さえ貰もらえればなんでもやるっていう人間らしくて、あのあたりのマフィアからはかなり評判が悪かったんだって。今回の密売も、他のマフィアからの密告で露ろ呈ていしたらしいから」

「そいつ、どんな奴だった？」

「え？　……ええっとね、とりあえず顔の傷が特とく徴ちよう的てきかな。耳まで裂けた口を縫ほう合ごうした痕あとがあったよ。あの辺りだと口裂けラデルって呼ばれてるらしい」

「…………………」

　それを聞いたタクトはしばらく黙だまって、何か考えている様子だった。心配になったシェッセはタクトの顔を覗のぞき込む。

「どうしたの？」

「ん？　………いや、なんでもねえ」

　彼はそう言ったが、シェッセには何かが引っかかった。まさかあのラデルという男をタクトは知っているのだろうか？

　そんな思いが過ぎったが、タクトが話を切り上げて立ち上がってしまったため、それ以上は聞くことが出来なかった。

　そのままタクトはエプロンを巻きなおし、シェッセに言った。

「そうだ。シェッセ、ちょっと俺おれんち来い」

「え!?」

　いったい何があるのかドキドキしながら、シェッセはタクトの後をついていく。

　そうしてタクトの家の中に入り、リビングの椅子に座った。今、この家にいるのは自分たち二人っきり。シェッセは、先ほど緩ゆるんだはずの緊張がぶり返してきてしまう。対してタクトは全く気にするような素そ振ぶりもなく、

「ちょっと、そこで待ってろ。なんなら、そこにあるもん食ってていいから」

　と言ってシェッセをリビングに待たせて、奥へ行ってしまった。

　――ど、どうしよう……タクトと二人っきりになってしまった。

　シェッセは緊張しながら、机の上に置いてある花胡桃くるみを手に取った。花胡桃はカラセナ地区で採れる胡桃の一種だ。普通の胡桃より一回りほど大きく、味がまろやかで下町の子供などがよくおやつ代わりに食べている。

　シェッセは花胡桃の殻からでも割って緊張をほぐそうとした。だが硬かたい胡桃の殻がなかなか割れず、逆に緊張が高まっていく。テンパり始めてしまったシェッセは、気分転てん換かんにと窓を開けて大きく息を吸い込んだ。

　――大丈夫、いつも通りでいいんだから！

　そう自分に言い聞かせていると、奥に消えて行ったタクトが何かを手に戻ってきた。

「ほら、しばらくこれで我が慢まんしろ」

「え？」

　戻ってきたタクトがシェッセに手て渡わたしたのは、刃は渡わたり40センチほどの短たん剣けんだった。ただ珍しいことに、剣けんを収める鞘さやは反そり返かえっており、独特の形状をしている。ためしに鞘から剣を抜ぬいてみると、刀身は片かた刃はで波打つような綺き麗れいな模様が浮ういている。

「脇わき差ざしっていう帯剣の一種だ。これくらいの長さのは中脇差って言って、なにかと使い勝手がいい」

「借りていいの？」

「やるよ。俺には短すぎるから」

「え、でも……」

「今のお前にはそれが必要だろ」

「……うん、ありがと」

　シェッセは脇差を腰に当てたが、うまくベルトに鞘が収まってくれない。ベルトの取り付け具に形状が合っていなかったのだ。どうやって腰につけようか迷っていると、

「ほら、こうやるんだ」

　見かねたのかタクトがシェッセの前でしゃがんだ。そして脇差を手に取るとベルトの内側に差し込む。そして鞘から伸のびる紐ひもをベルトにクルクルと結ゆわえつけてくれた。

「……ありがと」

「普ふ段だんの帯剣とは違うかもしれねえが、まあシェッセならすぐ慣れるだろ」

「うん、がんばる」

「抜く時は鯉こい口くちを横にしろ。そうすると素す早ばやく抜けるから」

「え、え、コイクチ？」

　そうやってタクトはしばらく、シェッセに手取り足取り、普段とは違う武器の扱い方かたを教えてくれた。

「おし、俺のマネして構えてみろ」

「うん」

　と言ってタクトが別の刀を腰に差して構えて見せるのをシェッセは真ま似ねてみる。

　基本は普段使っている帯剣と一いつ緒しよだが、片刃の剣なので足のスタンスをいつもより大きくとる。

「もう少し腰を引け」

「こ、こうかな」

「んー……こう」

　タクトがやって来てシェッセの構えを修正してくれた。

　――ち、近い……。

　手取り足取り教えてくれるのだが、どうもシェッセが子供になっているせいか、距きよ離り感が近いと感じてしまう。身長差があるのだから当たり前と言えば、当たり前なのだが。

　シェッセはその距離に、顔が火ほ照てってしまう。

　と、その時、外から妙に強い気配を感じた。

　殺気などのような、負の気配ではない。

　――これは……。

　強しいて言うなら、『ニヤニヤニヤ』という擬ぎ音おんが付きそうな視線。

　十中八九、リタ・シュルツであろうことはシェッセにも察しがついた。

　しかしリタがすごいのは、シェッセが気配に気が付いたと同時に、すぐに気配を断ったことである。竜伐騎士の位を冠かんするだけのことはある。

　そんなシェッセの様子に気が付いたのか、タクトが不思議そうな顔をする。

「ん？　どうした、窓の外になんかいるのか？」

「い、いや、なんでもないよ！　猫ねこじゃないかな！」

「ふ～ん、そうか」

　興味なさそうにタクトはそう言うと片手で花胡桃を割り、実を口に放ほうり込んで殻を外に向かってポイッと投げ捨てた。

「……イテッ」

　外から小声が聞こえたがタクトは気に留める様子もなく、脇差の使い方の続きを教えてくれた。




　こうしてシェッセは一通りタクトから脇差の使い方を教えてもらった。もともと呑のみ込みもよく、剣の扱いに関しては飛びぬけていたこともあってか、思いのほかすんなりと扱いを覚えることが出来た。そうして一段落ついたところでシェッセが肉屋の方に戻ってくると、ちょうどリュカとその祖父ラザが何かを話していた。

「いいか、リュカ。長い間、見ていなかったが、クク族の秘伝をしっかり体得したか、じいちゃんに見せておくれ」

「はい」

　クク族の秘伝とは、つまりはあのドラゴンの肉を軟やわらかくする歌と踊おどりの事だろうか？

　そう思いながらシェッセが二人を見ていると、ラザはリュカを連れ立って半地下の倉庫の方へ行ってしまう。

　するとそれまで静かにしていたクーミェがガタッと席を立った。

「ど、どうしたの？」

「どうしたもこうしたもありませんよ！　これからリュカちゃんのアレが見れるんですよ！」

　ああ、やっぱりアレか。とシェッセは思いながら、頬ほおを赤らめるクーミェを見ていた。

「ウフフ、シェッセさんも見たいんですか？」

「………いやぁ、その………」

　正直なところ、ものすごく見たかった。

　基本的にはクク族の秘伝とされているため、普段からリュカはいつの間にかコソコソと隠れて実行に移す。以前のような緊きん急きゆうの事態でない限りは、人の前でしようとはしない。

　ただクーミェが言う通り、リュカのあの歌と踊りは、目に焼き付けておきたいくらいに可愛かわいらしい、とシェッセは思っていた。

「一緒に、まいりますか？」

　グッと親指を立てたクーミェの目がキラリと光る。

　シェッセは思わずコクリと頷うなずいてしまった。

　そういったわけで、シェッセはクーミェと共に足音を忍しのばせ、半地下の倉庫の扉とびらをそっと開ける。すると、中からラザとリュカの話す声が聞こえた。

「うむ、リュカよ」

「ぐぅ」

「だいぶ良くなってきているが、ちゃんとリズムに合わせて合いの手を入れんといかんのじゃ。よいか、ワシが手本を見せるから、それに続きなさい」

「ぐぅ」

　どうやら秘伝をレクチャーしているらしい。

　シェッセとクーミェは物もの陰かげからそっと顔をだし、

「………!!」

　思わず驚愕が口から洩もれそうになった。

　そこには上半身裸はだかになったラザが、老いてなお余りある隆りゆう々りゆうたる筋肉に汗あせを滴したたらせながら、ドラゴンの肉を軟らかくする儀ぎ式しきを行っていた。

「ぐーぐのなーぬぁぁっっ！　ほいっ！　しゅしゅぬぁっのぉ、ぐーぐ！　らっそい！」

　ラザの後に模も倣ほうするようにリュカが続く。

「ぐーぐの、な～な♪　ほい。しゅしゅなの、ぐ～ぐ♪……そい」

　陰かげから見守るクーミェが複雑そうな半笑いを浮かべた。

「いやぁ、濃こいですね、相変わらずラザおじい様は……」

「う、うん」

　本当に濃かった。模倣するリュカの可愛らしい姿に対して、絶ぜつ叫きようする筋骨隆々の犬耳老人。

　あまりに対照的すぎて、むせ返るほどの濃さである。

「いりゅにぬぁっ！　いりゅぬぇぇぇぇい！　ふぉいっ！　しゅしゅなぬおぉおおおお！　に～～～にぃぃぃっ！　っつぁぁっ！」

「いりゅにな、いりゅね♪　ほい。しゅしゅなの、に～に♪　ぷあ」

「う―――りゅぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」

「ぐ～ぐ♪　ほい」

「しゅしゅぬぁぁぬぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！」

「ぐ～ぐ♪　ほい」

　しっぽをふりふりする犬耳の少女と一緒に視界に入ってくる犬耳の老人の壮そう絶ぜつさを、シェッセはとても正視できなかった。

　――うぅ……濃すぎる……。

　ちなみに隣のクーミェは目に涙なみだを浮かべ鼻をすするのを我慢している。

「くっ……何な故ぜかわかりませんが、涙が出てきますね。タマネギ切ってるような心境です。いろんな意味で心に沁しみ渡わたりすぎて、クーミェは涙を禁じ得ません」

　彼かの女じよの言うことが痛いほどよくわかった。

　これはあまりに壮絶。あまりに強きよう烈れつ。

　以前リュカが、お歌がヘタなので、というようなことを言っていたが、確かに別物にしか見えない。ただ、このあまりに激しい違ちがいは、下手とか上う手まいとか、そういう次元ではないような気もする。

「シェッセさん……クーミェは離り脱だつします……」

「……うん、ボクも」

　二人は逃にげるように店へと出たのだった。

　そのままクーミェはいつも通りの接客やら、お会計の確かく認にんやらと精を出していた。

　シェッセも手伝いがてら、ふと外の椅子に腰かけているオルバを発見した。

　どうもこの間の城呑竜グライ・オンカの一件から元気がないような気がする。気になったシェッセは、手の空いた時にオルバに話しかけてみた。

「どうかしましたか？」

「おう、実はな……この前ショックなことを聞いてしまっての」

「え、なんですか」

「ミキハラの奴やつ、クーミェのことを兄妹きようだいとしか思ってないんだそうだ」

　と言ってオルバは顔に手を当てた。そういえば、この前クーミェが「聞かせたい相手がいるからです」と言っていたが、それはもしかしてシェッセではなく、オルバだったのだろうか？

　――まさか両方に……いやいや！

　首をブンブン振ふるシェッセの横で、オルバが残念そうな溜ため息いきを吐ついた。

「まさかのう……長く一緒にいさせすぎたのかのう……兄妹とは……」

　消しよう沈ちんしているオルバにかける言葉もなく、シェッセは困ってしまった。

　そこで話題を変えるため、シェッセはふとした疑問をオルバに投げかけていた。

「そ、そういえば、タクトって六年くらいまえからここで働いてるんですよね」

「ん？　よく知っとるの。ミキハラから聞いたか」

「はい。でも、あんまりたくさんは教えてくれなくって………」

　そう言うとオルバは相好を崩くずして頷いた。

「ミキハラとは、六年ほど前にカラカス地区の北で会っての」

　カラカス地区と言えば王都セントウッドの北ほく端たんの地区だ。そこから北ということは都外なのだろう。

「ボロボロの服で、えらくでかい武器を引ひっ提さげて、フラフラしているところをワシとラザが拾ってしばらく面めん倒どうを見ていたんだ」

「その武器って……」

「なんと言ったかな……あー、忘れたな。う～ん、歳としかな」

　一番重要なことの気がする。竜りゆう槍そうであるとすれば、タクトはオルバたちに拾われる前からそれを手に入れていたということになる。

「まあ、あいつはどこで学んできたかは知らんが、武器の扱いは大したもんだったからな。気が付いたらうちで働くようになっていたんだ」

「そうだったんですか」

　シェッセは少し俯うつむき加減でその話を聞いていた。彼かれのことをたくさん知りたい気持ちと、知るほどに何か恐おそろしいことに近づいているのでは、という不安感が同時に押おし寄よせて来るのだ。そんなシェッセに気が付いたのかオルバの声こわ色いろが変わった。

「しかしあれじゃな、シェッセさん。あんたは、ミキハラとはどうなんじゃ？」

「え、え!?」

「好きなんか？」

　ド直球に聞いてくるオルバにシェッセはわたわたしてしまった。

「な、何を言ってるんですかっ!!　ボ、ボクはタクトの事なんて、そんな！」

　小さな手をフルフルさせてシェッセは慌あわててしまう。それを見ていたオルバは少し残念そうに溜息を吐いた。

「ふむ、そうか。好きならミキハラとの仲をセッティングできると思ったのにのう」

　もしかしたらオルバは、仲なこ人うど役やくが好きなだけなのかもしれない。シェッセはとりあえず、

「い、いえ、結構ですから」

　と丁てい重ちように断っておくことにした。この前みたいに、衆人監視の中、タクトとデートなんて考えただけでも顔から火がでそうだったからだ。

　そんなこんなで午前中の営業が終わると、いつものごとくタクトの家で昼食を作る。

　ただこれが大問題だった。

「………キッチンが……高い」

　想像以上に流しも調理台も高かったのだ。

「……ん……しょ……ん～」

　必死で身体を伸ばすが、調理台の上に顔が届くのが精いっぱい。シェッセがそんな小さな身体で必死にまな板を出したりしていると、そこへタクトがやってきた。

「届かねえのか？」

「え……いや、うん」

　こんな姿を見られてシェッセはしょぼんとしてしまう。するとタクトは、リュカの部屋へ行き、踏ふみ台だいを持ってきてくれた。

「ほら、これ使え」

「うん、ありがとう」

　どうにか踏台を使って昼食の用意に掛かかることが出来た。しかし収しゆう納のう棚だなの上の方にある調味料などには手が届かず、やはりジタバタしてしまう。

「ん～！」

　踏台に乗って必死にぴょこぴょこ手を伸ばすが、一番上の棚たなにはやはり手が届かないのだ。

　想像以上に当たり前に出来ていたことが容易に行かない。

「ほい、これか？」

　するとまたタクトがやって来て、棚の上の胡こ椒しようを取ってくれる。

「うん、ありがと」

　胡椒を取ってもらって、ようやく一息吐き料理の続きに掛かる。

「………………」

　短い手足をジタバタとさせながら料理をするシェッセ。その様子を後ろで見守るタクト。

　この構図はどこから見ても、料理を始めたばかりの子供とそれを見守る父親である。

　――うう、こんなはずでは……。

　とシェッセは思いながらも、こうして自然とタクトと一緒に居られることに、少し安心感を得たのだった。




　　　　◇◇◇◇




　カティナ・イシュルダールはオルファン地区の駐ちゆう屯とん所じよから上がってきた報告書に目を通すと、判はん子こを押し他の報告書に重ねた。それらの束を纏まとめると調査室を出て、上司であるウィリー・ウォーレンの元へ向かう。

「失礼します。報告書をお持ちしました」

「入れ」

　ウィリーの声に、カティナは執しつ務む室しつの中に入る。ウィリーと対たい峙じする時はいつも無む駄だに緊きん張ちようをする。彼が持ち合わせる独特の圧あつ迫ぱく感のせいか、息が詰つまるような感覚になるのだ。

「こちらが、この３日間に起きた王都内の事件の報告書になります」

　そう言って彼の机の上に報告書の束を置くと、早々に退室するつもりでいた。しかし踵きびすを返し扉に向かって踏ふみ出だそうとした時、ウィリーが声をかけてきた。

「カティナ、ちょっといいかな？」

　ウィリーに呼び止められ、カティナは振り返かえる。

「なにか？」

「聞きたいことがある。そこにかけてくれ」

　彼はいつも通り書類から目も上げず、ひたすらページを捲めくりながら話しかけてきた。

「以前、二度ほどシェッセ・リハエルに掛かる呪のろいが解呪された、と報告書にあったが、あれについて聞きたい」

　たしかに以前、シェッセの身体の中にある呪いが解呪されたことがあった。

　一度目は四複眼竜ノクカブイカが騎き士し団だん庁舎を襲おそった時。

　二度目は先日、城呑竜グライ・オンカがジューク湾わんに侵しん攻こうしてきた時だ。

「なにをお聞きになりたいのですか？」

「どういった状じよう況きよう下でリハエルの呪いが解けたのか、それが知りたい」

　そう問われたものの、正直なところカティナはどういった経緯で、シェッセの呪いが解けたのかわからない。以前シェッセに聞いた折には、本人もよくわからない、と言葉を濁にごしていた。また、一度呪のろいが解けたとしても、すぐにシェッセは元の魔ま法ほうの使えない身体に戻もどってしまうらしい。しかし完全な解呪法ではないにしろ、魔法の使えない彼女が、魔法を使えるという事。それには某なにがしか理由があるのだろう。

「すいません。私は近くにいたのですが、どのように解呪されているのかはわかりません」

　カティナがそう言うと、ウィリーは「ふん」と息を吐ついた。

「では、その時ミキハラタクトはどうしていた？」

　――ミキハラ？

　たしかにミキハラタクトはシェッセのすぐ近くにいた。

「ウィリー様は、ミキハラタクトがシェッセ・リハエルの呪いを解いたのだと？」

「そう考えている。君は二度とも近くにいたはずだが、リハエルの呪いがどのように解かれているか本当に見ていないのか？」

「……はい、申し訳ありません」

「そう畏かしこまる必要はない。どちらも上位種のドラゴンとの戦せん闘とうの最中だ。意識していなければ、気付くのも難しいだろう。わかった、ありがとう」

「……はい」

　そう答え、カティナが席を立とうとすると、

「それからもう一つ」

　再びウィリーがカティナを止めた。相変わらず書類を読みながら、会話をするという彼の頭の中をカティナはなかなか理解できない。

　ウィリーは別の書類を手に取り話を始めた。

「君は王室の行政部に対して、『スサ地区開発の嘆たん願がん書しよ』を提出しているそうだね」

　カティナは一いつ切さい動じることなくウィリーを見た。彼ならそれくらい調べ上げることは容易だろう。少なからずこの王都の中で起こっていることに目を光らせるウィリーが、王室行政部の動きを把は握あくしていないわけがない。

「それが何か？」

「王室の行政部は、騎士団行政部とは機関が全く違うからね」

　彼が言う通り王室行政部と騎士団行政部は、同じ行政部という名前を持ちながら機関としては全く違う動きをしている。騎士団の行政部が王都防衛を中心にした政務を行うのに対して、王室行政部は古来の王政を中心にした政務を行う。これは貿易都市として発達したセントウッドに於おける機能の分ぶん割かつが迫せまられたためだ。人口が増えるにつれ王族、貴族たちの政治では、７００万の民たみを統とう括かつすることが叶かなわなくなったことが大きな要因と言える。都市が拡大するにしたがって、これらの行政部は二つに分かれ、港こう市し国こつ家かとしての王室行政部と、治ち安あん維い持じの騎士団行政部という仕事の分業がなされた。

「せっかくカティナがいるんだ。どういった書類が提出されたのか、参考までに本人から聞けたら、と思ってね」

　カティナがその嘆たん願がん書しよを提出した経緯を、少なからず彼は察しているに違いない。それでも彼は自分の口から説明しろという。中々性格が悪い。

「スサ地区は王都内に於おいて、最も貧困に喘あえぐ地域です。内陸に位置し、年間の降水量は少なく、捕とれる作物は芋いもや豆といった物ばかり。また道は舗ほ装そうされておらず、入り組んだ高低差の大きな地形が災わざわいし、開発は遅おくれる一方です。また、北方からは多くのドラゴンの侵攻が有るにも拘かかわらず、スサ地区には城じよう壁へきが存在しない。同じ王都の地区として、これを放っておいてはなりません」

　ウィリーは頷うなずきもせず「なるほど」と言うとカティナに目を向ける。

「しかしあの地区には王都に於いて他の地区と大きな違いがある。それは王立魔法騎士団駐ちゆう屯とん所じよがないということだ。さあ、カティナ、何故だと思う」

　この男はわかっている問題を敢あえて人に口にさせるのを好む。それが言い辛づらければ言い辛いほど、責め立てるように言葉を重ねる。だからカティナもまた彼の問いに、言葉を濁にごした。

「……それは」

「現状スサ地区はノルフ王国の領内と言えるが、あの場所を王都と呼ぶべきかは判断が分かれる。君も知っているだろう。スサ地区は納税の義務を果たしている者が殆ほとんどいない」

　カティナは思わずそれに反論した。

「それは違います。納税の義務を果たしていないのではなく、果たすことが出来ないのです。それほどまでに皆みな貧困に喘ぎ、旱かん魃ばつや冷害の年には餓が死し者しやも出るんです。開発が進めば、それを回かい避ひし、納税もできるようになる。私はそう信じています」

　カティナの勢いにウィリーは僅わずかにニヤリと笑う。心の裡うちを見み透すかされているかのような猜さい疑ぎ心しんが芽生え、カティナは高ぶる感情を抑おさえ平静を装よそおった。

「カティナ、スサの民の宗教はなんだったな？」

「………アグロースト教です」

「そうだ。唯ゆい一いつ神アグローストの教えに沿そって生きる民だ。古くは北のダグジアが先祖とも言われている。さて、そのアグロースト教の宗しゆう旨しの最たるものは？」

「………『無欲』と『献けん身しん』です」

「そうだ、スサの民は皆、無欲で献けん身しん的てきだ。それ故ゆえに今まで、スサの民は一度たりとも開発や治水工事などの嘆たん願がんを王室に寄せるようなことはなかった。彼らは、ただあの地域に住みついているだけであって、王都民としての義務を一切果たしていない。またこれから先、喩たとえどのように生活環かん境きようが良くなろうと、スサの民は多くを望まず、ただ質素にその場に居続けるだけだ」

　カティナは何も言い返せなかった。スサ地区の人々の無欲さはよく知っている。王都に対して何も望まない。誰だれかに何かを求めない。ただ困った人がいれば手を差さし伸べる。

　そういった民族性ゆえに、王都セントウッド内でただ一地区だけ取り残されたように、ひっそりと暮らしている。

　するとウィリーは再び書面に目を落とした。

「カティナ、君はどうやら過去に囚とらわれすぎているようだ。騎士団にいる理由を考えすぎている。物事は君が考えているよりシンプルに出来ているものだ」

　どこかで聞いたことがあると思った。それは以前、シェッセが決けつ闘とうをした後に、あの肉屋が言っていたことによく似ていた。ただウィリーはこちらの何に対してその言葉を投げつけてくるのだろう、とカティナは訝いぶかしんだ。

　その時、後ろでドアがガチャリと開く音がした。

「あ、ごめん、取り込み中だった？」

　そこには痩そう身しんの騎き士しがぼんやり眼まなこで、口を半開きにしながら立っていた。緊張感のないその騎士にウィリーは一いち瞥べつくれることもなく語りかける。

「フューゴか……王都に帰ってきていたのか？」

「あらら、ひどいねこの人は。あんたに頼たのまれてたもん届けに来ただけなのにさ」

　別段怒おこったような口調でもなく、彼はウィリーに反論しながら部屋の中に入ってきた。

　カティナは彼の名前に思い至り、席を立って敬礼した。

　フューゴ・シェーンヴェルグ。

　上背のある痩身に、金色の髪かみ。背にした剣は美しい装そう飾しよくがなされ、その体たい躯くに対しても長大に見える。王家より下か賜しされた聖遺物『八や束つか蒼そう莱らい』だ。

　最も過か酷こくとされる北方の竜伐に長期遠えん征せいし、多くの戦果を上げ続ける生ける伝説。

　ノルフ王国内唯ゆい一いつにして最高位の白竜伐騎士だ。

「やあ、どうも。いやあ、内務部の女性はこう、見るからにお淑しとやかでいいよね。どうも北方の方にいると女性隊士もみんな気が強くなっちゃって、手におえないんだよね。特にリタくんとか、あれ気が強いとかの話じゃなかったからね」

「フューゴ……セクシャルハラスメントで降格されたいのか？」

　淡たん々たんとウィリーはフューゴに釘くぎを刺さす。

「ありゃあ、これってセクハラになる？　ならないよね、ね」

　とフューゴはカティナに同意を求めてくるが、またもウィリーは淡々と、

「ちなみにそれはパワーハラスメントだ」

　と２本目の釘を刺す。

「えー、ほんとに？　厳しい世の中だね」

　フューゴは頭を掻かきながら、懐ふところをガサガサと探さぐりだし紙包みを取り出すと、それをウィリーの机の上に置く。

「はい、これ頼まれてたもの」

「ご苦労」

　やはり顔も上げず無感動な返答を返すウィリーに、フューゴは動じることもなく踵きびすを返した。

「ほんじゃあ、また北方に戻りますか」

「まあまて、フューゴ。もう一つ頼まれごとをしてくれないか？」

「えー、おまえの頼み事ごとは面倒だから嫌いやなんですけど」

「そう嫌な顔をするな。それほど難しいものではない」

「ウィリーがそう言って簡単な任務だったことなんて一っこもないよ」

　ウィリーは珍めずらしく薄うすく笑うと顔を上げ、フューゴを見る。

「まあせっかく王都に帰ってきたんだ。一日二日は休んでいけ。後でゆっくり話そう」

　その奥おくに潜ひそむ鋭するどい目つきをフューゴは受け流すように逸そらし、溜息を吐く。

「へいへい」

　そのままフューゴは部屋を後にしていった。まさか白竜伐騎士を目にしようとは思ってもいなかったカティナは、目を丸くしながらその後ろ姿を見送った。

　扉が閉まり、再び室内に静せい寂じやくとウィリーがページを捲めくる音だけが残る。

　カティナは気を取り直しウィリーに視線を戻した。




　　　　※※※※




　シェッセの身体からだが小さくなってしまって幾いく日にちか過ぎた日のこと。

　ようやくこの女児の身体に慣なれ、最初の頃ころのような戸と惑まどいは消え始めていた。小さいなら小さいなりにできることを見つけて、ちょこちょこと仕事に精を出していた。

　午前の配達を終え、午後の牙翼竜ロルカの調理を終え、シェッセもようやく一息ついた頃のこと。肉屋フランシーヌに郵便配達がやってきた。

「すいません、郵便です」

　店先にいたシェッセが、「はい」と受け答えすると、配達員は朗ほがらかな顔で、

「お嬢じようちゃん、お店の手伝いか。えらいな」

　と飴あめをくれた。しかし残念ながらシェッセは成人なので、困こん惑わくしながら笑って、受け取りのサインをしたのだった。するとカウンターの向こうに座すわっていたクーミェが興味深々な顔でシェッセの元にやってくる。

「どちらからですか？」

　そう言われてシェッセは手紙の差出人の欄らんを見たのだが、そこで首を傾かしげてしまった。

「えっとね……あれ？　差出人が書いてない……」

　裏うら面めんに記き載さいされるべき送り主の欄は、なにも記されていなかったのだ。

「あら、本当ですね……しかもこれタクトさん宛あてですね」

「ほんとだ」

　たしかに表にはフランシーヌの住所と、タクトの名前が記されていた。それを見たクーミェが何やら驚おどろいたような表情をしている。

「どうしたのクーミェ？」

「いえ、タクトさんにお手紙なんて珍しいなあ、と思いまして」

「そうなの？」

「ええ、タクトさん友達が少ないですから」

「……ああ、なるほど」

「誰が友達少ないって？」

「「わわっ！」」

　いつの間にか背後に立っているタクトに、シェッセもクーミェも飛びあがった。

「あらあら、タクトさんったら、立ち聞きなんてお行ぎよう儀ぎが悪いですね。別に悪口じゃないんですよ。タクトさんは、普段お金でも払はらわないと話し相手になってくれる人がいない、なんて言ってませんから。だからキャバクラ通いがやめられない、とか言ってませんから。クリスさんって安酒しか飲まないタクトさんの話に付き合ってくれて本当にいい人ですね、なんて言ってませんから！　いつでもこのクーミェが、お話し相手になるんで、安心してくださいね！」

「………なんでこんなに胸が痛いてぇんだ」

　クーミェのフォローに少なからず精神的ダメージを受けているタクト。

　そんな様子を傍はた目めにしながら、シェッセは受け取った手紙が、どこから来たのか少々気になっていた。

　差出人が書かれていないケースは決して珍しい物ではない。ただ、あの手紙の中には、なにか手紙以外の物が入っている手ごたえがあった。何か固い物があったのだが、いったいあれはなんなのだろう、と思ったのだ。

「ねえねえ、タクト。それどこからの手紙？」

　するとタクトは首を捻ひねりながら、封ふう筒とうの口を切った。

「さて、誰だろうな。俺おれにもちょっと……」

　そう言いかけるタクトが、中から出てきたものを見て固まった。

　封筒からは一通の手紙と一緒に、大きなネジが転がり出てきたのだ。

　別段危険なものという訳ではなかったのだが、それを見たタクトの様子は明らかに変だった。

「……………」

　しばらく身を強こわ張ばらせるように、そのネジを凝ぎよう視ししているタクト。

　思わずシェッセが、

「どうしたの、タクト？」

　と声をかけると、ようやくタクトも我に返ったようにハッとした。

「いや、なんでもねえ」

　タクトはそう言って封筒をポケットに突っ込むと、仕事に戻ってしまった。

　そんなタクトの様子がシェッセはひどく気に掛かった。

　しかしその日はタクトにそのことを問うこともできず、終業を迎むかえてしまったのだった。




　　　　○○○○




　仕事が終わりタクトは自室に戻ると、ポケットに入れていた手紙を机の上に置いた。

　しばらく、それを見つめているうちに、時間だけが過ぎていった。

　ふと封筒の中にあった太いネジを手に取る。見覚えがあった。

　今時、こんなネジを使っているところは他にない。規格がセントウッドで公こう認にんされているものではない独特の形状とネジ溝みぞ。近くで改めてみて、間ま違ちがいようがないことを確認する。

　これは間違いなく師し匠しようのものだ。遠い記き憶おくが甦よみがえってくる。

　やさしく、強かった師匠。

「……どうして、こんなことになっちまったのかな」

　思いは呟つぶやきとなり、タクトの口を零こぼれた。







断章　孤独の果ての片隅で







　ボロ布を纏まとった口裂さけ男は、焚たき火びで川魚を焼きながら少年に話しかけた。

　少年は幼さの残る顔に不ふ機き嫌げんそうな色を浮うかべながら、口裂け男の顔を睨にらみ付つけた。

「………なんで邪じや魔ましたんだよ？」

　すると口裂け男はカタカタ笑うような仕草をして少年に目を向ける。

「なんで？　………何な故ぜでしょう……そうですね、君が泣いていたからかもしれません」

　彼の言葉に少年は憤ふん慨がいするように勢いよく立ち上がった。

「泣いてねえよ！　俺はあんな奴を前にしたって、一度も泣いたことなんてねえ！」

　しかし男は動じることもなく、ただ首を横に振った。

「いいえ、泣いていました。君は涙が流れることを泣くと認にん識しきしているようですが、涙など流さなくても、泣いているという時があるのです」

「どんな時だよ？」

「先ほどの君がそうです。辛つらくて、助けて欲ほしくて……君の心が声を上げて泣いていました。だから私は、君を助けたのです」

　そう言った口裂け男に、少年は舌打ちをした。

「バカじゃねえのか？　俺はもう誰にも助けなんて求めねえんだ。こんな滅め茶ちや苦く茶ちやな世界に飛ばされて、奴ど隷れいになって、こき使われて！　それでも誰も助けてくれねえ！　そんなクソみたいな奴らしかいねえ世界で、助けなんか求めらんねえだろ！」

　少年は自分を鼓こ舞ぶするように汚きたない言葉を男に投げつけた。

　誰も信しん頼らいしない。信頼できる者などいない。この世界の人間は皆敵なんだ。

　そう思うことだけが少年を支えていた。

　自分の中に敵を作らなければ、僅わずか８歳さいの幼い少年の心は壊こわれてしまう。それが解わかっていたから、少年はこの男に騙だまされまいと、必死で汚い言葉を投げつけたのだった。

　少年は男の耳まで裂けた大きな口を指さし罵ののしった。

「しかも、あんたのそれはなんだ？　化け物か!?　とても人間には見えねえよ！　じゃあ、なんだ？　俺をいたぶりまわした連中が人間で、助けたのは化け物のあんたか？　なんだよこの世界は！　滅茶苦茶じゃねえか！　ぜんぶ……ぜんぶ滅茶苦茶じゃねえか！」

　少年は口くち汚ぎたなくひたすら罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけた。今まで吐はき出すことが出来なかったものを、これでもかという勢いで吐き出していく。口裂け男は、まるでその全すべてを吐き出しきるのを待つようにジッと少年を見つめていた。
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　気が付けば少年は息を切らせながら、同じことを何度も言い、腹の底から叫さけび続けた。

　そして疲つかれ切きってその場に尻しり餅もちでもつくように座り込む。わめき散らした自分が情けなくて、惨みじめで、まるで道どう化けを演じているかのような気持ちになった。

　ただ、それでも心の澱おりは不思議と消えていた。

　口裂け男はふと、火に掛けられる川魚を手に取ると、少年に差し出した。

「たくさん叫ぶと、お腹なかが空きます。人間はそのように出来ているんです」

「…………」

「さあ、どうぞ。おあがりなさい」

　少年は引っ手た繰くるように男の手から川魚を取ると、それを口に運ぶ。

　白身魚の淡たん白ぱくな味と、軟らかな歯ごたえ。こんなものを食べたのは本当に久しぶりだった。あっという間に少年はそれを平らげてしまう。すると男はもう一匹ぴきを火から降ろし少年に差し出した。

「………あんたは？」

「私はいりません。どうぞ」

　再び引っ手繰るように手に取り頭から噛かぶり付く。

　そんな少年に男は落ち着いた様子で話しかけた。

「さて君の名前は何というんですか？」

「…………」

「困りましたね……君の名前を知らないと、なんと呼んでいいのか解りません。ではこうしましょう。なにかいいあだ名をつけましょう。そうですね、無愛想なので……」

「………タクト」

「ん？」

「……ミキハラタクト」

「ミキハラ、タクト……うん、いい名前だ。その名前の付け方をする民族と、だいぶ昔に会ったことがある」

　ボロ布の男は何度も頷うなずきながら腕うでを組んだ。

「たしか１００年ほど前にも、そういう名前の人に会ったことがありますよ」

「嘘うそ吐つけよ」

「嘘じゃありません」

「そんな長く生きていられるわけないだろ」

「そうですね。普ふ通つうの人間なら、そうだと思います。でも私はその辺は、特別なので」

「………信じられるかよ」

「嘘じゃない証しよう拠こに、その人から字も教わっています。きっとミキハラタクトはこんな風に書くんじゃないですか？」

　そう言ってボロ布の男は地面に木の枝で文字を書く。

『三み木き原はら拓たく人と』

　少年はハッとした。この文字を見たのは久しぶりだった。自分がまっとうに字を書けるようになる前に、幾いく度ども見たことがある自分の名前。しかしちょっと違う気もする。

「上の……苗みよう字じのところが違う字の気がする。下の方も別の字だったかな……」

「んー、ではこちらですかね？」

　そう言って男は何度も何度も文字を書き直していった。

　その中に少年が幾度も目にしたことのある文字があった。

『幹みき原はら巧たく人と』

　この文字だ。

　少年は目を見張った。自分の名前を見て、こんなにも懐なつかしくなるとは思ってもみなかった。その場に、口裂け男が書いた文字をマネして幾度も書いてみる。

「この字でしたか。よかった」

「………」

「巧人、君が生まれた生に貰もらった名前です。大切にしてあげてください。たぶんこの世界では通じないかもしれない。でも、その文字は、あなただけのものです」

　なにも言えなかった。ただそこにある名前をじっと見つめ、唇くちびるをかんだ。

　ボロ布はカタカタと静かに笑うような仕草をしながら少年に問う。

「巧人はこちらに来てどれくらいになるんですか？」

　少年は首を横に振って答えた。

「よくわかんねえ。でも三回くらい冬を越こした気がする……」

「そうですか……先ほどの、あの方たちと一いつ緒しよにいたんですか？」

　あの方たち……そう、盗とう賊ぞくたちだ。

「ああ……言葉もなんにもわかんねえ俺を奴隷みたいに扱あつかってくれたよ。しかも俺の身体からだは特別らしくてさ、入れねえっていう森にも、俺の身体なら入れるって気が付いて、その森にぶち込みやがったんだ」

「フムフム……あちらの世界から来たということは、きっと……魔ま力りよく伝でん達たつ体たいがないということですね」

　確か盗賊たちもそんなことを言っていた。魔力伝達体がいったいなんなのか知らない少年にとっては茫然とするばかりだったが、嫌な予感だけはしていた。

「あちらの世界から来た人たちは、大たい概がい魔力伝達体を持ち合わせません。昔会った人もそうでした。だから巧人は霊れい樹じゆの森からこれを持ち出せたのでしょうね」

　そう言って男は竜槍を見る。

「なあ、なんだよ、その魔力ナントカって」

「この世界に生きる者は、みな魔力伝達体を持っているんですよ。血の中に流れるそれを使い、魔力を練り上げ魔法を操あやつる。しかし高こう濃のう度どの魔力の中では、魔力伝達体は過か剰じように反応してしまい、自らの身体を焼いてしまう……だけど君にはその魔力伝達体がない。だから高濃度の魔力が渦うず巻まく霊樹の森の中に入ることが出来た。そういうことです」

　正直、少年にはいまいちピンとくる話ではなかった。しかし盗賊たちもあの森には入ろうとはしなかった。自分だけが入ることが出来た、そう考える方が自然である。

　すると男は、膝ひざに手を当て徐おもむろに立ち上がる。

「そうですか、あちらの世界から来たとなると……」

　男はきょろきょろし、それから顎あごに手を当て考え出す。

「う～ん、この辺りでは手に入りづらいですが、自生している物もあるかもしれないので探してみますか」

「なに？」

「種たね籾もみです」

　少年には彼が何を言っているのかさっぱりわからなかった。それがわかったのはずいぶん後になってからのことだ。

　こうして少年は、口裂け男と過ごすことになってしまった。

　この辺りは『竜りゆうの巣す』と呼ばれるらしく、名前の通りとにかくドラゴンが多く出る。男はドラゴンの特性をよく知っていた。でき得る限りドラゴンとの接せつ触しよくを避さけ、安全な場所を選んで隠かくれ家がを建てる。それでも『竜の巣』などという名前が付けられるだけあって、ドラゴンとの遭そう遇ぐうは避けられない。なので男は少年に武器の扱い方かたを教えてくれた。

　ひたすら毎日、身を守るためにあらゆる戦闘方法を彼から習った。

　男はあらゆる武器の特性を知っていた。少年に対して、命を守るために厳しくそれを教えてくれる毎日。

　少年にとっては、その日々を嫌だと思うようなことは一度もなかった。

　あの盗賊たちとの生活に比べたら、天と地ほどの差だ、とすら思っていた。

　盗賊たちの自分に対する扱いは、あまりにひどく地じ獄ごくのようだった。

　目つきが気に入らないと難なん癖くせをつけられては立ち上がることが出来なくなるまで殴なぐられた。剣けんの稽けい古こだと言って、体中を斬きられ出血のあまり生死の間を幾日も彷徨さまよった。全まつとうな食事は与あたえられず、ゴミをあさり、鍋なべ底ぞこの焦こげを口に入れ、木の根を齧かじって飢うえを凌しのいだ。冬は北風が入り込む部屋で凍こごえ、夏は水を与えられることもなく、一日の終わりには、どうにか今日も生きていられた、そう思う毎日。

　少年は口裂け男からあらゆることを教わった。

　男はなんでも知っていたし、なんでもできた。

　少年が聞くことは、なんでも教えてくれた。

「いいですか。食事のときに肘ひじをつかない」

「いいですか。自国の文化はしっかりと学びなさい」

「いいですか。重い武器は、身体の中心の軸じくの上に乗せてやるんです」

「いいですか。人にはそれぞれ文化があります。それを尊重しなければ仲良くできません」

「いいですか。二刀で戦う場合は、片方で相手を引きつけ、片方で討うつ、これが基本です」

「いいですか。たとえドラゴンと言っても、一つの命である事には変わりません。だから無む碍げに殺してはなりません」

「いいですか。どんなに強くなっても人を殺してはなりません。人の世で生きる、人のルールです」

「いいですか。巧人もいつかは人の元で生きなさい」

　少し口うるさいと感じるほどだった。何かというと、すぐにお説教が始まる。同じことを何度も言う。煩わずらわしいとさえ思う。なのに少年は、どこか嬉うれしい気持ちもあった。

　それは口裂け男が、自分を大切にしてくれていることが伝わってきたからである。

　武器の扱いを教わり、生活の為ための知識を教わり、この世界の言葉の読み書きを教わり、出自の国の読み書きも教わった。

　そんな日々が流れて行き、いつしか少年は口裂け男を師匠と呼ぶようになっていた。

「なあ、師匠、教えてくれ」

「なんですか？」

「俺も魔法が使いたい」

　少年がそう言った時だけ、師匠は困惑したように首を傾かしげ頭を抱かかえた。

「困りました、巧人は魔法が使えません。以前も話しましたが、魔力伝達体がないのです」

「え、じゃあ俺、一生魔法使えないのか？」

「はい、私と一緒です」

「師匠も使えないのか？」

「はい」

「……じゃあいいや。俺も魔法はいらねえ」

　少年がそう言うと、師匠はほんの少し笑うように顎あごを動かした。

　そんな生活が半年ほど続いた秋口の事。師匠は、見せたいものがある、と言って少年をある所へ連れて行った。

　岩場を抜ぬけ、洞どう窟くつを潜くぐり、開けた場所に出る。少年はそこで目を見張った。

　平らな土地には金こん色じきに輝かがやく稲いな穂ほがたわわに実っていた。

「そろそろ刈かり入れの時期です。その時は手伝ってください」

　暫しばらくして師匠と少年は稲いねを刈り、乾かん燥そうさせ、脱だつ穀こくし、精米した。

　出来上がった白米を師匠は鉄てつ鍋なべで炊たいてくれた。

　木の椀わんに盛り付け、少年に手て渡わたす。懐かしい炊き立たての白米の香かおりだった。

「ほら、冷めてしまっては勿もつ体たいない。よく噛かんで食べなさい」

　少年は炊き立ての白米を口する。噛みしめるたびに、懐かしい何かが心の裡うちに広がっていく。

「おいしいですか？」

　少年はコクリと頷うなずいた。

「それはよかった」

　白米を口にする。噛みしめる。ふっくらとした食感、噛むほどに甘あまく舌を転がり、鼻び腔こうを駆かける香りに、遠い記憶が甦った。

　どこかの家庭の、どこかの食しよく卓たくが目の裏側に映った。ごはんをよそる女性、何かを読んでいる男性、カバンを背せ負おって駆け込んでくる少女。

　その中に、自分の姿があった。幼く、何もかもが当たり前に感じていた、あの懐かしい光景がまぶたの裏に甦った。

　目からぽろぽろと涙なみだがこぼれた。気が付くとしゃくりあげるように泣いていた。師匠は無骨な掌てのひらで少年の頭をやさしく撫なでた。

「次の年には味み噌そや醤しよう油ゆも造りましょう。そうですね、大豆と塩が必要になりますか」

　この数年の間、ずっと我が慢まんし続けてきた少年の涙は、流しても流しても止まることがなかった。







第二章　進路は北西にとり







　日が明けて今日もいつも通りシェッセは肉屋フランシーヌへと出勤していた。

　身体からだが小さいので不便はあったが、体力も力も大人の頃と大きくは変わらないので、その点では足を引っ張るようなことにはならずに済んだ。

　ただ一つ気き掛がかりなことがあった。

　それはシェッセ自身の事ではなく、タクトの事だった。どうも昨日のあの手紙を受け取ってからタクトの様子がおかしい。いつも通り包丁を砥とぎ、肉を截さい断だんしているものの、時々ぼんやりとするのだ。

　さすがのシェッセも心配になり、そっと彼かれに声をかけた。

「ねえ、タクト」

「………ん、なんだ？」

　いつもより反応が遅おそい。やはりどこかボーッとしている。

「なんだか様子が変だけど、どうかしたの？」

「いや、なんでもねえ。気にすんな」

　タクトは平然とした顔でそう言うのだが、シェッセにだって彼がおかしなことくらいよくわかる。短い付き合いとはいえ、毎日のようにあの横顔を眺ながめつづけてきたのだ。

　そう思うとシェッセは放っておけない気持ちになった。

「だってなんか時々ぼんやりしてるし………ねえ、昨日の手紙、何かあったの？」

「…………」

　彼は少し視線を逸そらすと、口ごもってしまった。彼にとって重要な問題なのだろうことはわかる。

　だからシェッセは、その話題にズカズカと踏ふみ込んでいいのか迷った。

　と、そこへクーミェがズカズカっとやってきた。

「タクトさん、クーミェの目はごまかせませんよ」

「な、なんだよ」

「何か気になってることがあるのなら言ってください」

「別に……」

「そうやって一番大人のふりをして、タクトさんはいつまでも子供なんですから。いいですか、クーミェは従業員の健康管理が一番重要なお仕事なんです。もちろん心の健康も含めてですよ」

「………」

「それにシェッセさん、いえシェッセちゃんにまで心配をかけるとは、クーミェは放っておくことが出来ません！　すりすりするシェッセちゃんのお肌はだが荒あれちゃったらどうするんですか!?」

　どうやらシェッセだけの思い過ごしではなかったようだ。クーミェの目にもタクトの異常ははっきり映っていたようだった。

　タクトは観念したように首を振ふる。

「わーった。………じゃあクーミェ」

　タクトは居ずまいを正すとクーミェに向き直り、真しん剣けんな顔をした。

「はい、なんでしょう？」

「すまねえが何日か休きゆう暇かをくれねえかな」

　するとクーミェはにっこりと笑え顔がおになった。

「はい、いってらっしゃい。今はおじいさまたちもいますからね、お店の心配はありません。有給扱いにしておきますので、どこなりと行ってきてください」

「すまねえ」

「いいんですよ。だけど休みをいいことにエッチなお店に入いり浸びたるのはクーミェ許しませんので。あとその間、クーミェはとてもさみしい思いをすること請うけ合あいです。タクトさんの匂においのする物を何か置いて行ってください。タクトさんがいない間、その匂いを胸いっぱいに吸い込んで、クーミェは我慢しますので」

「……それは……さすがに引くわぁ……」

　とタクトは言葉の通り本当に引いていたが、その後ろでシェッセもしっかり引いていた。

　ところがクーミェの方は、まったく気にする様子もなく、グッと握にぎりこぶしを作って、力説を始めてしまう。

「引くことなんてありません！　さあ！　クーミェに何か置いて行ってください！　なんなら置いて行かなくても勝手に忍しのび込んで取ってきますので！　そんなに気を遣つかわなくてもいいですよ！」

「じゃなんか適当に持ってってくれ……正直自分で選別するのはものすごく嫌だ」

「わかりました！　ではパン……」

「やめろ、アホ！」

「最後まで言ってないのに！　パンって言っただけですよ！　パン……ですよ！」

「言わなくてもわかるわ！　この変態店長が！」

「ふふ……もっと罵ののしってくれていいんですよ！　罵られるクーミェは勝ち組なので」

　と言ってしっかり頬ほおを染めながら口に手を当てお淑しとやかに笑うクーミェ。

　傍はたから見ていたシェッセもしっかりドン引きしたわけだが、それでもふと思うところがある。クーミェはいつも元気のない相手に、ああやって力技でグイグイ入っていく。そして無理やりにでも明るい気持ちにさせてしまう。

　シェッセはそれを知っている。

　――だから本当はクーミェはきっとあんなことを本気で言っているわけでは……。

「はい、そこのセンチメンタルでエモーショナルな顔してるシェッセちゃん！」

　不意にクーミェの人差し指がビシッとシェッセに向けられた。

「は、はい！」

「心の中で、ちょっといい解かい釈しやくしてもダメですよ！」

「え、なんでボクの心の中を!?」

「思いやる気持ちと同等に、クーミェは変態なので！　その辺よろしく！」

　その辺同等で本当によいのだろうか、と疑問に思いながらシェッセは何も言い返せないでいた。

　そしてクーミェはタクトに向かう。

「さあ、タクトさん。そうと決まったら、すぐに出発の準備に掛かかって下さい」

「いや、そんな急じゃなくても」

「いいえ、ぼんやり仕事をされて、腕ごと切断されても困ります」

　なかなか恐おそろしいうっかりである。

「なので、すぐに準備して、明日にでも出発しましょう！　さあさあ、準備、準備」

「お、おう」

　珍しくタクトが押おされながら母おも屋やの方へ行ってしまった。

　シェッセは一連の流れを見ながら、どうしようかと思った。何しろ自分の任務はタクトの監かん視しと、竜りゆう槍そうの調査だ。しかし有給を使ってどこかに出かけるタクトは、人には言いづらい何かを抱えている様子。任務だけを考えれば、今こそ尾び行こうでもして調べ上げる必要がある。しかしタクトのあの横顔を思い出すと、そこに無む碍げに土足で上がるようなことをしてはならない気持ちもあった。

　そんなシェッセの元に、クーミェが戻もどってくると、ここ数日の行事のように頬ほおを摺すり寄せてくる。

「ああ、この感覚を毎日味わえないのは辛つらいですが、致いたし方ありませんね」

「え、どういうこと？」

　そう問うと、クーミェはシェッセに向き直り、こう言った。

「シェッセさんもタクトさんに付いて行ってあげてください」

　その言葉にシェッセは目を白黒させながら驚いた。

「で、でもボクは……」

「いいですかシェッセさん。あの様子のタクトさんは、たぶん今回ばかりはいろいろ無理しちゃうはずなんです。なんでかは知りませんが、あの感じはたぶんそうだと思います。シェッセさんだって、なんとなくそう思ったでしょ」

「………うん」

「だから付いて行ってあげて欲しいんです。クーミェでは役に立ちませんので」

　クーミェが役に立たないということは決してない。ただ、タクトが数日間休みを欲ほつしたということは、それだけ遠くに行くということなのだろう。おそらくは都外に出ることも考えられる。だとすれば、クーミェは付いて行くことは出来ない。彼かの女じよの心臓は練成臓器と呼ばれる安定しない心臓を持っているからだ。魔力の量が安定した王都内に居なければ、彼女の命は危険に晒さらされてしまう。

「ね、シェッセさん。お願いします」

「うん、わかった……じゃあ、クーミェ」

「はい」

　シェッセは大変言い辛いながらも、思い切って言ってみた。

「あのね、今日はボクも、もう上がってもいいかな？」

「はい、勿もち論ろんです」

　全て察さつしてかクーミェはニコリと笑って見せた。




　シェッセはこれから行くべき場所を頭に並べながら、タクトの家に向かった。何しろ明日には出発すると言っているのだ。あらかじめ外がい泊はく許可をカティナに認したためてもらい、両親に見せ、そしてすぐさま出立の準備をしなければならない。

　タクトの家に着き、ドアをノックする。

「おう」

　中からタクトの声が聞こえた。シェッセがドアを開けると、リビングでタクトが荷造りをしていた。

　シェッセは勇気を振り絞しぼって彼に向き合う。

「あ、あのね、ボク、タクトに付いて行くから」

　突とつ然ぜんそんなことを言いだしたシェッセにタクトはポカンとする。

「ずっと君に付いてくからね！　だから、その、明日も一緒に行くから……それだけ！」

　なにか勢いに任せてとんでもないことを言った気もするが、今のシェッセには判断が付かない。するとタクトが徐おもむろに立ち上がり、シェッセの元にやってきた。

「ああ、一緒に来てくれ。頼たのむ」

　まさか彼からそんな言葉が返って来るとは思っていなかったシェッセは動転した。

「え、あ、うん」

「今回ばっかは、おまえにいて欲しい」

「う、うん」

　コクコクと何度も頷うなずきながら彼を見上げた。こんな時ばかりは、この大きな身長差が恨うらめしかった。もっと彼の顔を近くで見ていたい、そう思ってしまったからだ。

「少し長めの旅になるかもしれねえから、親おや御ごさんが心配しねえように言っといてくれ」

「うん、わかった」

「明日、日の出にリンドの駅に行く」

「うん、待ってる」

　そう言ったシェッセの頭をタクトは笑いながら撫でた。

「………ねえ、子ども扱いしてるでしょ」

「もちろん」

　にやりと笑うタクトに、シェッセはぶーっと膨ふくれた。




　そういった訳で、シェッセは肉屋を早退し、機関車に揺ゆられテューレで途と中ちゆう下車。そこからひたすら北に歩いて、いつもの王立魔ま法ほう騎き士し団だん庁舎へとやってくる。

　と、そこで門番の男に苦笑いで注意をされた。

「こらこら、お嬢ちゃん。ここは子供の遊びに来るところじゃないよ。ほら、飴あめあげるから」

　なんでセントウッドの人は子供を見るとみんな飴をあげたがるのだろう、と思いながら同時にシェッセはしまったと感じた。

　先日はカティナと一緒だったので問題なく通ることが出来たが、今回は一人なのだ。正直なところ通してもらうのは、ちょっと難しい気がする。

　シェッセは懐ふところから、騎き士し団だんの証明書を取り出し門番に掲かかげて見せた。

「ボクは王立魔法騎士団の騎き士しです」

　しかし門番は愉ゆ快かいそうに笑って、

「おお、良くできてるなあ。お父さんに造ってもらったのかい？」

　と、まったく取り合ってくれようとしない。よく考えれば解りそうなことだが、騎士団の制服を着て、帯たい剣けんっぽい物を腰こしに下げたこの姿はどう見ても、騎士になりたい童女以外の何物でもない。

　シェッセは思わぬところで足止めを食くらい、どうしようかと困こん惑わくした。

　その時、門の向こう側に驚きよう愕がくの表情で震ふるえる人物の姿が目に映った。

　クローディアス・フォンブラウンである。

　彼は目を見開きながら、歩いている途中でピタリと動きを止めたような姿勢で、瞬まばたきもせずこちらを見ていた。

　その後ろには副隊長のターニャ・レインの姿も見えた。クローディアスほどではないが、やはり彼女も驚おどろきの表情でこちらを見ている。

「あ、クローディアスさん、ターニャさん！」

　助けを求めるように二人に声をかけると、クローディアスとターニャは全力でこちらに駆けよってきた。

「すいません、助かりました。ボク、ちょっと事情があってこんな姿になってしまって、それで中に入れなくて……」

　するとターニャが口に手を当て、シェッセを見下ろす。

「え、うそ、まさか……リハエルの……」

「え、あ、はい。そうです。リハエルです」

　クローディアスも驚愕の表情そのままに、膝ひざを折った。

「まさか、そんなことが在り得るか………しかしこの匂においは間違いない………君はやはり、リハエルの？」

「の、ってなんですか、二人とも？」

「こ、こんな大きいということは、つまり、それはいつの時の子だ……騎士学校の時か。くそっ、相手は……相手は誰だれなんだ！」

　すごい形相でシェッセに詰つめ寄よってくるクローディアス。

「え、あの、クローディアスさん、何を言っているんですか？」

　思わず後ずさってしまうシェッセに、クローディアスはさらに詰め寄って来るのかと思いきや、急にすっくと立ち上がり深呼吸をしだす。

　そしてブツブツと口の中で何か自分にでも言い聞かせるように独り言を言いだした。

「………大だい丈じよう夫ぶ、自分の子のように愛せる……誰の子であろうと、リハエルの子なら……」

　そして再びシェッセに向き直ると、

「心配しなくていい！　ちゃんと自分の子供のように思って育てるから、安心してくれ！」

　なにか決意を顔に漲みなぎらせるクローディアス。シェッセは訳が分からず、首を傾かしげる。

「なあに、心配する必要はない！　じゃあ、まず俺おれのことをお父さ……」

「この、バカ隊長がっ！」

「ターニャ！　またバカって言ったろ！　隊長に向かってこの前に引き続きバカって言ったろ！」

「言いました。うっかりでした。すいません。思わず本音がポロリと」

「本音なのか!?」

　するとターニャはしゃがんでシェッセの頭を撫でる。

「ごめんね、お嬢じようちゃん、ビックリしたね」

　そんなターニャにクローディアスが必死に食いつく。

「無視なのか!?　おい、ターニャ！　隊長の事、無視なのか!?」

「うちの隊長バカだから、一人で突つっ走ぱしっちゃって」

「おい、バカって言うな、ターニャ！」

　わいわい騒さわぐクローディアスに、すかさずターニャは鋭するどく突っ込んだ。

「なにを一人でとんでもない方向に全力疾しつ走そうしてるんですか！」

「な、何がだ！」

「どうしてリハエル一人で育てているって、設定になってるんですか？」

「…………………………ん？」

「これくらいの子供持ってて、独り身なんて王都では中々いないですよ」

　クローディアスはしばらくポカンとして、それから何かに気が付いたようにハッとした。

「だあああああぁぁぁぁぁ！　そうかあああぁぁぁっ！　俺バカだったぁぁぁッ！」

「知ってますから問題ありません」

　冷たくターニャはクローディアスにそう言い放ち、シェッセに向き直る。

「ねえ、お嬢ちゃんは、リハエルと誰の間の子なのかしら？　ううん、誰との間でもいいんだけど、さしあたりあの肉屋とかでも全然かまわないんだけど、リハエルと誰の子供なの？　リハエルは旦だん那なさんとうまくやってる？　ううん、言わなくても大丈夫。きっとうまく行ってるわよね。いいの、うまくやってるならそれで！　子は鎹かすがいだから、あなたがリハエルと旦那さんをしっかり繋つなぎ止とめててね！」

　勝手に話をグイグイ進めてしまうターニャ。しかしシェッセも、聞いている途中から二人が何を言っているのかわかった。

　要するに、自分をシェッセと誰かの間にできた子供と勘かん違ちがいしているのだ。

「ち、違ちがいます！　何言ってるんですか！　ボクですよ！　シェッセ・リハエルです！」

　シェッセが必死でそう言うと、二人は目を丸くした。

「この間の任務で禁呪法をかけられてこんな姿になってしまっているだけなんです」

　シェッセはここに至るまでの事情を手短に説明していった。すると、どうしたわけかクローディアスの顔がみるみる真っ青になっていき、終しまいにはブルブルと震えだす。

「お、お、お、俺は、ほ、本人に……うわああああああああああああ！」

　そのまま全力疾走でどこかへ走り去ってしまった。そんな後ろ姿を見送るターニャは、

「うわ、隊長！　……………あーあ、本当にあの人は………」

　と額ひたいに手を当てながらやれやれと首を振る。

　それからシェッセに向き直り、いつもの冷静な表情を向けてきた。

「で、本当にシェッセ・リハエルなの？」

「はい」

　そう答えるとターニャは再び溜息をついて、門番に交こう渉しようし、シェッセが中に入れるようにしてくれた。いつも冷たく当たるターニャではあるが、何な故ぜか今日はやさしい。

「それで？　あんたどこに行くつもりなの？」

「えっと調査室に……カティナに用事があって……」

　正直にそう言うとターニャは不ふ機き嫌げんそうにフンっと、鼻息を漏もらし、

「わかったわよ。どうせ、中に入れても、またおんなじことになりかねないから、調査室まで連れてってあげるわ」

　と言って先導し始めた。

「あ、ありがとうございます」

「別に、これは仕事の一いつ環かんなだけだからしょうがないでしょ」

　やはり彼女はいつもの様子である。いつも通り扱ってもらえる、というのはなんとなく安心する。なにぶんこの身体のせいでいろいろ不自由だからこそ余計だ。

　するとターニャは、こちらを振り返かえりもせず、掌てのひらをひらひらさせた。

「え？」

「……………ほ、ほら」

　こちらに掌を向けて尚なおもひらひら。

「…………だ、だから、その、はぐれちゃったらいけないでしょ！　だから、ほら！」

　シェッセは意図を理解し、ターニャの手を取った。

　彼女はこちらに顔を向けようともせず、ズンズン歩いていく。

　なんだかんだ言っても、ターニャは責任感があるんだな、とシェッセは頼もしい気持ちになった。

　ただ途中、ターニャはずっと小声で、

「……私が……リハエルに……くっ、この高鳴りは……くそ……」

　と何かブツブツ言っていたが、シェッセにはあまりよく聞こえなかった。

　こうして二人で内務部調査室までやってくると、

「私はこれまでだ。後はカティナ様にお任せする」

　とターニャは言って去って行ってしまった。何故か顔が真っ赤だったが、どうしたのか聞くこともできぬほど、足早に彼女は姿を消してしまった。

　気持ちを切きり替かえて、シェッセは内務部調査室のドアをノックして中に入る。

　すると中ではカティナが難しい顔で資料の整理をしているところだった。

「おお、シェッセ！」

　カティナは入ってきたシェッセの顔を見ると同時に、パッと明るい表情になった。

「やあ、カティナ」

「うん、よく来た。今、お茶を淹いれる。お菓か子しは何がいい？」

　カティナは相変わらず、この姿を見ると扱いが子供になってしまうらしい。

「ボクは中身は大人だよ」

「……う、うん。そうだったな。すまん」
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　咳せき払ばらいをしながら、カティナはうずうずとしている様子。なかなか嘘うそがつけない人である。

　シェッセは高い椅い子すに登りながら腰を掛けると、来意を告げた。

「あのね、実はまた何日か遠出をすることになって……」

　そこまで言ってカティナも、どういう事か察したようだ。

　しかしそのカティナの表情はいつになく硬かたい気がする。

「シェッセ、どこまで行く予定なんだ？」

「えっと、それはよくわかんなくて……でも都外になると思う。なんかタクト、結構時間がかかりそうなこと言ってたから」

「そうか………もしそれならその身体からだでは不自由かもしれないな」

「……うん、そうだね。都外に出るとなると、ドラゴンと戦うことになるかもしれないし」

「医者に解呪してもらえればいいのだがな……」

　そう言われてシェッセは少し考えたが、結局首を横に振った。

「ううん、用意もあるからもう帰るよ。それにこの身体にも少し慣れてきたから」

「そうか。ならいいんだが……その、シェッセ」

「なに？」

　カティナは少し迷うような素そ振ぶりをしながら再びシェッセに向き直る。

「……シェッセの身体に掛かってる呪のろいを少し調べさせてくれないか？」

「え？　この若返っちゃう魔ま法ほう？」

「それもだが、もう一つ、鍵げん型けい禁きん呪じゆ方ほう式しきの方も気になっている。この機に私に少し調べさせてくれないだろうか？」

「うん、いいよ」

　頷うなずいたシェッセに、カティナは歩み寄り、自らの眼めに魔法を掛ける。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、悟さとりの眼まなこに依よりて、身しん躯くの憂うれいをここに示せ、精せい網もう眼がん」

　カティナの片かた眼めが淡あわく光り出す。

　本来的に身体に魔法を掛ける行こう為いは禁止とされているが、この精網眼のような視覚系魔法のほとんどは、直接眼に魔法を掛けているわけではない。目の前に薄うすい魔力のレンズを作るようなものだ。

　医師も魔法系の疾しつ患かんの診しん察さつには、この精網眼を使う。カティナなどの一いつ般ぱんの人間がこの魔法を使う場合は、精せい網もう眼がんを練成しながら、相手の身体の中に魔ま力りよくを流し込んで、その流れで体内の呪いの種類を見分ける。

　なのでカティナはシェッセの手を取り、そのままシェッセの身体の中に魔力を流し込んだ。

　この流れで、魔力がどこを通り、どこに歪いびつができているのかを確かく認にんする。

　と、その時、パチッと音がして、カティナがその手を弾はじかれるように引いた。

「……っ！」

　シェッセに触ふれていたカティナが痛みでも感じたように手を押おさえる。同時に目の前に練成した精せい網もう眼がんも消え去ってしまった。

「どうしたの？」

「いや……中にある魔法に私の魔力が跳はね返されたらしい……やはり門外漢が手を出すものではないな」

　カティナは苦笑いをしながら立ち上がった。

「すまない。心配をかけてしまった」

「ううん、それよりカティナ大丈夫？」

「これくらい問題ない。それよりも問題は明日からのシェッセの監視だ」

「あ、そうか」

　たしかにそうだ。今までは竜りゆう伐ばつ騎き士しのリタとガランがシェッセの監視をしていた。しかし都外へ出るとなると、現在王都勤務を言いつかっている二人が都外へ出るわけにはいかない。

「どうするの？」

「なあに、私がシェッセの監視に着くさ」

　その発言にシェッセは驚いた。カティナは内務部を預かる重役である。現状でも仕事が山積しており、手を離はなすことが出来る状じよう況きようではないはずだ。

「ガランさんとリタさんにお願いするわけにはいかない。あの人たちの最優先事じ項こうは、竜りゆう神じん信しん仰こうの動きに合わせて、すぐに動けるように待機しておくことだから、都内にいてもらわないと。だとしたら私しかいない」

「でも、他の人でも……」

「他の人間にシェッセを任せたくはないんだ」

　そこまで心配してくれるカティナに、シェッセは心の底から感謝した。

「うん、じゃあ、おねがいします」

「ああ、任せてくれ」

　そう言ってシェッセはカティナと顔を見合わせて笑った。
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　カティナはシェッセを門の前まで送り出すと、一度ウィリーの元に報告を入れ、再び調査室に向かった。その途中、昨日見かけた顔とすれ違った。

「あー、内務部の」

　おっとりとしたしゃべり方の白竜伐騎士、フューゴ・シェーンヴェルグだった。

「これはこれは。先日のお嬢さん。えっと、お名前はなんでしたっけ？」

「カティナ・イシュルダールです」

「ふんふん、カティナちゃんね」

　ちょっと距きよ離り感が近い。カティナはこういった男性がちょっと苦手だった。

「先日はどうも。またすぐに北方へお戻りですか？」

「いやいや、ウィリーのやつがさ、しばらく王都に残ってろって。しかも理由も言わないんだよ。参っちゃうよね」

　――ウィリーのやつ……？

「フューゴ様は、ウィリー様とは……」

「ああ、学生時代の同期生。ウィリーって、ほら、昔っからあんな感じなんだよね。ほんと友達少なかったからねえ。しかも人を小バカにした態度とるでしょ。学生のときは本気でぶん殴なぐったことあったからねえ」

「ウィリー様を……？」

「うん、だってあいつムカつくじゃん」

　竜伐騎士とはいえ内務部の佐さ階かいを持つ者を、ムカつくと一いつ蹴しゆうする。

　喩たとえ同期と言えどもなかなか出来ないことだ。

「仲がよろしいのですね」

「よくないよ。あいつ気持ち悪いじゃん。あいつが上司の部署には死んでも行きたくないね。絶対まためんどうなこと押し付つけられるし……」

　フューゴはペラペラとよく話す騎士だった。とはいえいつまでも彼と世間話をしているわけにもいかない。相あい槌づちを打ちながら程ほどよいところで切り上げて、カティナは調査室へと戻ってきた。

　すると中ではリタが椅子に座すわってこちらを待っていた。

「やっほー、おかえりー」

「お戻りでしたか」

「うん、ガランはまだシェッセくんの跡あと付けてるけどね」

　そう言ってリタはカラカラ笑う。

「あのオッサン、尾行とか上う手まいよね。あたし、王都勤務って短かったからあんま尾行とかの経験がないんだけど、年の功だけあるわ」

　腕うでを組みながらリタはうんうんと頷うなずいた。

「あの、リタさん、実は……」

　カティナは先ほどのシェッセとの話をリタに聞かせた。

「そういった訳で、明日からは私がシェッセの監視に着きます」

「う～ん、そっかあ。でも大丈夫？　内務部の仕事って結構あるんでしょ？」

「それについては今、ウィリー様に報告して了りよう承しようを得てきました。問題はないそうです。不在の間の仕事は他の内務部に回すと言っていました」

「うへぇ、大変だね、回された方は。うん、でも、ちょうどよかったかも」

「ちょうどよかった、というと？」

「ああ、さっきね、竜伐騎士の出頭要よう請せいが下ってね、今夜中にガランと一いつ緒しよにイシュアー地区に行かないといけないの」

　カティナは初耳だった。行動を一緒にしている以上、自分にもその報告がなされる筈はずなのだが、どういう訳かまだ聞いていない。

「そうだったんですか」

「うん、そういうわけだからどちらにしてもカティナにバトンタッチだったね」

「そうですね………」

　ほんの少しカティナは目を伏ふせ口元を引ひき締しめる。

「ウィリー様がシェッセとミキハラを、どのようにしようとしているのか見み極きわめるのは、私たち三人の仕事ですからね」

　その言葉にリタも、うんと頷く。

「そうだね。あの頭でっかちのやつは、何考えてるかわかんないからね」

　どうやらリタはウィリーが苦手のようである。まあリタの性格を考えれば、そりが合わないのは明白だ。

　するとリタがふと何かに気が付いたようにカティナの指先に目を向けた。

「あれ、カティナ怪け我がしてる？」

「え？」

「手て袋ぶくろ、なんか血が滲にじんでるよ」

　彼女の言う通り、カティナの手袋の指先に血が滲にじみだしていた。

　先ほどシェッセの呪いに魔力が押し返されたときに負った傷だろう。

「大したことはありませんので」

「いやいや、小さい傷も放っとくとたいへんになるから、ほらこれ」

　と言ってリタはカティナの手袋を脱ぬがせると可愛かわいらしいハンカチを取り出して傷口を押さえた。

「すいません。洗ってお返ししますので」

「いやいや、お気になさらず」

　汚よごしてしまったハンカチを手に、カティナはリタに頭を下げた。
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　早朝のリンド中央駅に機関車が入ってくる。商人たちが乗り降りする中に、場に似つかわしくない女児の姿があった。シェッセ・リハエルである。

　シェッセは、機関車の連結部に乗るタクトの姿を確認すると、彼がいる車両に飛び乗った。

「おはよう」

「おう」

「ぐぅ」

　その後ろから聞こえた声に、シェッセはビックリした。

「あれ、リュカ」

「……おはよ」

「リュカも行くんだ」

「あのね……」

「うん」

「……りゅかは、おねえさんなので、しぇっせを、まもってあげるの」

　キラリと光るリュカの瞳ひとみ。どうやら元の姿に戻るまで、リュカはシェッセの事を年下として扱あつかってくれるようだ。

　するとタクトがその場に座りながら、補足するように言った。

「まあ、かなり店空けることになるし、ただ休ませてもらう訳にもいかねえからさ」

「え、もしかして」

「ドラゴンの一匹ぴきや二匹くらいは狩かって帰らねえとな」

　そう言って彼かれはにやりと笑った。

　いつもの彼の人を食ったような笑いに、シェッセも安あん堵どのような微ほほ笑えみを返した。

「でも、小さいドラゴンとかいるかな？」

「あー、まあ小さいのもいるかもしんねえけど、今回はでかいのを狩って帰ろうと思う」

「え、どうやって？」

　シェッセが問い返すと、リュカが手をビシッとあげた。

「じいちゃんに、まほう、かけてもらった」

　と言って冷蔵庫に手を置いた。

「えっ？　っていう事は、もしかして……」

「ああ、前みたいに、いくらでも入るようになってるらしい」

　以前壊こわされてしまった冷蔵庫は、一いつ般ぱん的てきな保冷魔法が掛かっただけの冷蔵庫ではなかった。異空間に常時連結されており、武器や荷物まで入れることが出来る、便利な冷蔵庫。

　必要なときには冷蔵庫を開け、その名を呼べば冷蔵庫より引き出すことが出来る優すぐれものだ。

　たしかによく見れば、タクトたちの荷物は少ない。

　全部冷蔵庫の中に入れてきたという事だろうか。

「じゃ、じゃあ、もしかして、竜槍もすぐ出せる？」

「おう、出せるぞ」

　シェッセの任務は竜槍の調査である。タクトが『竜槍』と呼ぶ、その武器を実際に見てみない事には、調査のしようもない。

　そんな心の裡うちが透すけて見えたのか、諌いさめるようにタクトは、

「おい、さすがにここでは出ださねえぞ」

「え？」

「人様が見てるとこで、あんなでかい武器出したらみんな驚くだろうが」

「そ、そうだよね。うん、わかってた」

　慌あわててはやる気持ちを隠かくしながら、平静な顔をしたが、ジト目で見るタクトにはバレているような気がしてならなかった。

　機関車はゴトゴトと揺れながら、リンドの街を通過していく。

　ずっと座っているので疲つかれることはないが、鈍どん行こうであるためとにかく遅おそい。しかも、もともと人を乗せるためではなく物品の流通のために造られているので、各駅で機関車は一時停止し、荷積み荷下ろしがされる。特にリンド地区内は、西のイオ、北西のオルファン、北のリデュアと大きな地区からの品物が絶えず積まれたり下ろされたりしている。

　そんな様子を見ながら、サンドイッチなどを購こう入にゆうし、のんびりと列車の旅は進んでいく。

　ようやくリンドと王領の境に到とう達たつしたときには、昼を過ぎていた。

　機関車を降りてから歩みを北へと進めるとリデュア地区に入った。土地が東に向かってゆったりと傾けい斜しやした地形をしている。目を東に向けると、ひたすら家々が立ち並び、ぎっしりとした印象のある町だった。王都内でも比ひ較かく的に人口が多く、オルファン地区に続いて住民が多い地区だ。

　そんな街のメインストリートを、三人はひたすら北へ進む。

　人も多いせいか、タクトがシェッセとリュカの手を取って歩いた。

「気をつけろ、スリに遭あうなよ」

　タクトに注意を促うながされてコクリとシェッセは頷うなずき返す。

　これだけの人ごみだ。危険も多いにちがいない。

　ただ、実のところシェッセにはそれよりも気き掛がかりなことがあった。

　タクトが自分の歩調に合わせてくれていることである。

　近い背せ丈たけのリュカはクク族の特とく徴ちようか、実は歩みが速い。普ふ通つうの大人よりも速く、ちょこちょことその小さな足を動かしている。

　対してシェッセは、

「………………」

　付いて行くのが必死なくらいだった。それでもタクトは自分の歩調に合わせて、スピードを緩ゆるめてくれている。でも、そんなことで文字どおり彼の足を引っ張りたくはなかった。

　身体が小さかろうが、いつもの状態だろうが、タクトと同じように感じ、同じように共有したかった。

　しかし、この小さな身体ではやはり単純に彼と同じ状態にはなれない。だからせめて足は引っ張りたくない、と思って必死で付いて行く。

　彼に気を遣つかわせないように、と足を速めて逆に先導するような勢いで歩いていった。

「おい、シェッセ。少し休もう」

「え？」

　シェッセは彼が気を遣ってそう言っているのではないか、と思った。だとすると申し訳なくて、自分が情けなくなる。

「おまえ、なんて顔してんだ。なんで休きゆう憩けいって言って泣きそうになるんだよ」

「な、泣きそうじゃないよ！　………でも、ボク、もしかして足ひっぱってる？」

　するとタクトは急にケラケラと笑いだす。

「あのなあ、足引っ張るのどうのって、街歩いてるだけだろうが。おまえは何に気を遣つかってんだ？」

「え、でも……」

　気を遣っているのはタクトの方じゃないか、と言おうとしたが、その言葉が口をつく前にタクトが露ろ店てんを指さす。

「おまえ、せっかくの休日で旅行だぞ。ちゃんと楽しまなきゃ、もったいねえじゃねえか」

「…………」

「久しぶりにリデュアに来たのに、名物も食わないで通り過ぎんのか？」

　当たり前のように彼はそう言うと、シェッセをヒョイっとつまみあげ肩かた車ぐるまする。

「わっ、わっ、タクト、恥はずかしいよ」

「なに言ってんだ、こんなん、どこからどう見ても子連れの………」

「………ん？」

「…………………………歳としの離れた妹連れのお兄さん、にしか見えねえな！」

　言いなおしたのは、まだ若いのだというアピールだろう。

　それでもタクトは、やはりシェッセが気にしていることくらいはわかっているようだ。

　――すぐちゃかして……。

　そう思いながら、結局彼の好意に甘あまえてしまう。

「ほら、リデュア名物のリプチェンスパゲティを食いに行くぞ！」

「ぐぅ！」

　リュカがそれに大きく反応した。どうやらリュカはリプチェンスパゲティを知っているようである。シェッセは初めて聞いたので知る筈はずもない。

「なあに、リプチェンスパゲティって？」

「リデュアは豚ぶたの産地なんだよ。そこで飼育された豚のバラ肉を煮に込んで作ったトロ煮をふんだんに使ったスパゲティがあるらしい」

　リプチェンとは豚の品種のことである。リデュアは内陸に位置しているため養よう豚とん所が多く、王都内でも豚ぶた肉にくの生産量は最も多い地域なのだ。

　すると珍めずらしくリュカがそれに補足を入れる。

「すごいんだって！」

「すごい？」

　するとタクトも、にやりと笑い続く。

「ああ、食の批評家の間では『あれは食事の範はん疇ちゆうを超こえている』とか『初めて口にしたときはボディーブローを食らったような衝しよう撃げきだった』とか、すげぇ評価がされているんだ。これは食わなきゃ勿もつ体たいないだろう」

「な、なんかすごい評価だね」

「おう、ちょいと街の人に聞いて、おすすめの店を教えてもらおう」

　タクトはそう言って雑貨や商店で、これから必要になるであろうものを買いながら、店のおばちゃんと雑談をし始めた。

「ああ、あれね。だったらこの通りをちょっと行った右にある店にするといいよ。この時間なら、すぐ入れるだろうしね」

「おう、そうか。わかった。ありがとな、おばちゃん」

「いえいえ、なに？　旅行かなんか？」

「おう、まあそんなとこだ」

「どっからきたの？」

「サウスクインティアだ」

「あらら、結構遠いじゃない。子供二人も連れてるなら大変ねえ。疲れてない？　飴あめいる？　お父さんと一緒に旅行よかったね」

「え、はい」

「ぐぅ」

「………お、おう」

　買い物と情報集めが終わり商店を出ると、タクトが何故か肩かたを落としていた。

　理由はまあ、解わからないでもない。

「まあ、気にしない方がいいよ、タクト。だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。若いお父さんだって思われてるよ！」

「……でもよ、リュカは11歳さいだぞ。11の子持ちって、俺……」

　だいぶ上に見られたようである。まあ成人男性と子供二人なら、だれがどう見ても親子になってしまうのは致いたし方かたないんじゃないかと思いながら、一行は勧すすめられた店に向かって歩みを進めた。

　夕食時にはまだ少し早いせいか、待つこともなく目的の店に入ることが出来た。

　それでも店内は賑にぎわっており、みな食事をしている様子。

　――例のリプチェンスパゲティはどれだろうか？

　しばらくするとウェイターがやって来て、オーダーを聞いてきた。

「じゃあ、リプチェンスパゲティを三つで」

「リプ３入ります」

　威い勢せいのいい掛かけ声ごえに、厨ちゆう房ぼうが応こたえ、しばらくすると件くだんのスパゲティが三人の前に現れた。

　深皿に盛り付けられたスパゲティ。

　薄い琥こ珀はく色いろのスープは出だ汁しと塩の味付けなのだろう。キャベツなどの野菜と和あえられており、一見すれば普通のスパゲティともいえる。

　しかしその中で異様なまでに存在感を発揮しているのは、名前にもなっている豚のバラ肉の煮込みだった。

「……これは」

　多かった。とにかく豚の量が多かった。

　スパゲティを覆おおい尽つくさんばかりに盛られた豚、豚、豚。

　かなりのインパクトに、シェッセを始めとして、タクトもリュカも口をぽかんと開けて、しばし凝ぎよう視しする。しかし気を取り直したのか最初にタクトが、

「お、おし、食おうぜ。いただきます」

　と言うので、シェッセとリュカもそれに続いた。

「いただきます」

「……いただきます」

　と言ってみたものの、その迫はく力りよくにシェッセもリュカも物もの怖おじしてしまった。するとタクトが先せん陣じんを切って、豚肉の煮込みを麺めんに絡からませながら、それを口に運ぶ。

「!!」

　タクトは目を見開き、激しい衝撃を受けたような表情へと変容していく。

「……う、旨うまいんだが……すげえ旨いんだが、なんて言っていいかわかんねえ」

「ど、どういう事？」
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　タクトは考え込むように額に手を当て真しん剣けんな表情をして、再び口に運ぶ。

「[image: ]」

　またも殴られたかのような表情になり、沈しずみ込む。

「本当に味付けもいいし、肉の使い方も申し分ねえ。野菜だって程よく煮込まれてるし、麺も旨い……」

　更さらに一口。

「なのに、どうして三つが合わさると、こんなに暴力的な味になるんだ！　一口一口が、全力で違うベクトルに主張してくる！」

「意味が解らないんだけど!?」

「強しいて言うなら、蛇へびとマングースと蛙かえるを同居させてるようなもんだ。全員戦ってる、なのに誰だれ一ひと人り倒たおれようとしない！　三匹の力が拮きつ抗こうしてやがる！　三つの力が俺の口の中で大だい乱らん闘とうを繰くり広ひろげている」

　タクトの感想を聞くほどに、シェッセはいよいよ解らなくなってきた。

　ここは自分も食べてみるしかない。

　シェッセはフォークで肉と麺を手た繰ぐり口に入れる。

「!!」

　美味おいしい！

　美味しいのに、殴られた気分だった。こうばしい大蒜にんにくの香かおりが、蕩とろける豚肉の味と相あいまって爆ばく発はつ的てきに口の中に広がっていく。そして濃こいめに味付けられた野菜たちが、野菜ここにあり、と主張してくる。麺は決して主張をしないのか……と思いきや虎こ視し眈たん々たんと王座を狙ねらうがごとく、噛かみしめるほどに存在感が強くなっていく。

　素材の味をここまで引き出す調理法がこの世にあるだろうか、とも言えるほどの見事な出来。それなのに、全すべての要素が、拮抗した睨にらみ合あいをしている。

　味同士、香り同士が戦えば、素材の良さを殺しあってしまうのに、この皿の上ではまさに決戦前夜の膠こう着ちやく状態が造られていたのだった。

　取り合わせがミスマッチなのではない。むしろベストなカップリングと言っても過言ではない。しかしこんなにも食べる者にエネルギーを要求する食事が嘗かつてあっただろうか……。

　ただシェッセとしては、美味しい美味しくない以前に、一つはっきりしていることがあった。

　女の子として言わせてもらうのなら、この食事のカロリーは暴力的だ。バイオレンス過ぎると言っていい。

　たった一口で、もう十分と思えるほどのカロリーを感じたのだ。

　こんなにも美味しいのに、こんなにも辛つらいなんて……。

　それでも、食べずにはいられない美味しさ。

　美味しいのに、一口ごとにえぐり込まれるような衝撃。

　現出した神々の睨にらみ合いを前に、ただ平伏し嵐あらしが去ることを待つことしか出来ない無力な人間を思わせるスパゲティ。それは、口にした瞬しゆん間かんから負けることが約やく定じようされた戦い。

　――食事って……こんな、こんな負まけ戦いくさを強いられるようなものなの……。

　口に運ぶ度たびに、涙なみだがこぼれそうになった。




　食事を終えた三人は、真っ白に燃もえ尽つきていた。もう、歩くのも嫌いやなくらいに、疲れ切っていた。食事であんな大量のダメージを食くらうなんて思ったこともない。

　シェッセはタクトの腕に縋すがるようにしながら、リュカと並んで彼の後を付いて行った。

　一刻も早く休憩を取りたい三人は、近場で目に留とまった宿屋のカウンターに立った。

「頼たのむ、すぐ、二部屋！」

「大変申し訳ございません。ただいま満室となっておりまして」

「ぬっ」

　と言ったやり取りをすること、十数軒けん。

　さすがは人口比率が王都第二位と言われるリデュア地区だけの事はある。

　メインの通りの宿屋がことごとく、満室状態になっていた。

　どうにか、目立たない路地に入った一軒の宿屋を見つけると、

「あ、今、ツインの部屋でしたら一部屋ございますが」

　という受付の言葉に二の句を継つげずチェックインしたわけである。

　三人は部屋に入ると、無言のままベッドに腰こしを掛けた。

　しばし放心していたが、シェッセはようやく我に返りタクトに虚うつろな目を向ける。

「ねえ、食事ってこんなに過か酷こくなものなの？」

「わからん。ただ、俺おれが今まで抱いだいてきた食に対する価値観は叩たたき壊されたような気もする」

「ぐぅ」

　いつもだったら丸くなって昼ひる寝ねをするリュカも、仰あお向むけになって苦しそうにしている。

「うぅ、まだお腹なかの中で暴れまわっているような気がする」

「みんなあれを食ったら二度と食わねえ、ってその時は思うらしい。だが、半年くらいすると急に食べたくなるそうだ」

「なにそれ!?　怖こわい！　なんか薬とか入ってるんじゃないの？」

「二度目に来た客の顔は、何な故ぜかみな、戦場に赴おもむく兵士のような顔つきになっているそうだ」

「わかる気がするけど、わかりたくない！」

「想像以上だったぜ……」

　そう言って再び三人はしばらく休憩をしたのだった。

　数時間するとお腹が落ち着いてきたので、ようやくシェッセは立ち上がった。

　本当なら今日中にリデュアからカラカスまで行く予定であった。しかし思わぬ伏ふく兵へいにやられてしまい、まさかの逗とう留りゆうとなってしまった。明日は足を引っ張らないようにしなければならない。今日は早めに休んだ方がいいだろう。

　シェッセは早々に寝ねるための支し度たくを整えることにした。

「ねえ、タクト。お風ふ呂ろはどうする？」

「ん？　なんだ、一緒に入りたいのか？」

　しれっととんでもないことを言うタクトに、シェッセはテンパった。

「バ、バカじゃないの！　どっちが先に入るかって話だよ！」

　しかしタクトの方は全く気にする様子もなく、

「先に入っていいぞ。俺は後から入る」

「最初からそう言いなよ。あー、もう、ビックリした。リュカ、行こう」

「うん」

　シェッセはプンスカしながら、洗面用具を持ってリュカを連れて先に風呂を済ませてしまう。今日はとにかく疲れたのでサクサクと済ませて上がることにした。

「リュカはまだ入ってる」

「うん」

　思いのほかリュカの方は、長なが風ぶ呂ろのようである。

　風呂から上がって来ると、タクトが窓まど際ぎわの椅子でぼんやりとしていた。

　シェッセはしばらくそんな彼の背中を眺ながめていた。するとタクトが我に返ったのか、こちらに振ふり返かえり、

「おう、上がったか？」

　と声をかけてくる。

　シェッセは「うん」と頷うなずきながら、ベッドに腰を掛けた。するとタクトは真ま面じ目めな顔で眉み間けんに皺しわをよせた。気になったシェッセは恐おそる恐る彼に声をかけた。

「どうしたの？」

「ん？　ああ、俺たち尾び行こうされてるっぽいわ」

「……え？」

　一いつ瞬しゆんシェッセは驚おどろいたが、すぐに尾行が誰だれか思い当たった。カティナだ。彼かの女じよは今、騎き士し団だんからの任務で自分たちを尾行しているはずだった。

　シェッセがそのことを伝えようとすると、なおも深刻そうにタクトは目を眇すがめる。

「なんか複数いるんだわ。しかも気配を消すのが格段にうめえのも混じってる」

「え？　複数？」

　今度は本当に驚く番だった。カティナが自分を尾行していることはわかっていたが、複数とはどういう事だろうか。

　たしかカティナは、リタとガランはセントウッドに残ってもらわないといけないから自分一人で行くと言っていた。

　それとも上司からの命令で、複数人での行動を言いい渡わたされたのだろうか？

「あ、あのね、タクト、実はね……」

　シェッセは今カティナが自分を含ふくめた、この三人を尾行していることについて説明していった。するとタクトは、フンと鼻息を吐はき、

「それって、隣となりの部屋の姉ちゃんか？」

　と言った瞬間、隣の部屋からガタッという音が聞こえた。まさかとは思ったが、シェッセは壁かべに向かって呼びかけてみる。

「カティナ……そこにいる……？」

　しばらく沈ちん黙もくが続き、それから申し訳なさそうなか細い声で、

「………………うん」

　と返って来た。間ま違ちがいなくカティナの声であった。

　バレてしまっては仕方ない、という事でカティナをこちらの部屋に呼び寄せる。

　カティナはバレバレの尾行を恥じるように、俯うつむき加減で顔を赤くしながら現れた。

「面めん目ぼくない……以前のシェッセの尾行の時も気づかれていたが、私はこの手の事が苦手なのかもしれない……」

　やや自信喪そう失しつ気味なカティナをシェッセはなだめた。

「気にすることないよ。カティナの仕事はこういうことじゃないんだし。でもカティナ、この宿、満室だって聞いたけど、よく部屋とれたね」

「いや、先に入っていた人に、頼み込んで金を握にぎらせて譲ゆずってもらった」

「……ああ、なるほど」

　それにしても、気になるのはタクトの言っていたことだった。

「タクトが複数って言ってたけど、カティナの他にも誰かいるの？」

「いや、私以外はいないはずだが……」

「……え、じゃあ」

　そう言ってシェッセはタクトに顔を向ける。

「その姉ちゃんじゃねえな。別のやつらだ。さっき向こうの建物からこっちを見ていた。俺が窓辺に立ったら、すぐに隠れちまったけどな」

　それを聞いてカティナも不思議そうに首を捻ひねる。

「私は他の気配は感じていなかったが……」

「いや、かなり尾行がうまいやつらだよ。俺も気が付くのに時間がかかった」

「どこで気が付いたの？」

「さっきの飯屋出た時だな。俺たちがフラフラになって出てきたから、様子を見ようと近づいたんだろうけど、それでおかしいって思ったんだ」

「どういうこと？」

「そいつら、朝のリンド中央駅にもいたんだよ。商人の格好だったから別に目立たねえんだけどさ、この時間になっても、商売籠かごの中身が全く減ってねえのはおかしいだろ」

「なるほど」

「それに人ゴミに紛まぎれるならこの街は最も尾行がしやすいはずだからな」

　だとしても自分たちを尾行して得する人間などいるだろうか？

　なにか目的があって、タクトやリュカを……。

　そこまで考えて、シェッセはハッとなった。

　――まさか……ラデル・ジン……？

　先日の捕とり物ものの際に逃のがしてしまったマフィア組織の親玉。それが取引を御ご破は算さんにされ組織を潰つぶされたことを恨うらんで復ふく讐しゆうにやってきた、というのだろうか？

　そんな考えが脳のう裏りに駆かけ巡めぐったが、それも根こん拠きよとしては薄うすい気がした。

　復讐の為ために危険を冒おかしてまで自分を尾行する理由なんてないのだ。

　そう思い、シェッセが気を取り直すと、タクトは依い然ぜんとして神しん妙みような顔つきで何か考え事をしていた。




　今日は早々に寝て、明日は早く出立する打ち合わせをした後、シェッセたちは就しゆう寝しんを迎むかえることになった。だがどうしたわけか、カティナがシェッセとリュカを自分の部屋で寝かせる、と言いだした。

「別に肉屋を信用していないわけではない。ただ年とし頃ごろの男女を同じ部屋で一晩明かさせるのは忍しのびない」

　とのことだった。野宿などもしていたせいか、シェッセはそれまで気が付かなかったが、確かに同じ部屋だと床とこに就ついた後で緊きん張ちようして眠ねむれなかったかもしれない。

　そう考えるとありがたい申し出であった。

　そんなわけで早めの就寝となったわけだが、いつもと違ちがう時刻に寝たせいかシェッセは真夜中に目が覚めてしまった。

　時間でいうとまだ０時を回っていない。もう一度、目を瞑つぶって寝ようかと思ったが、なかなか寝ね付つくことが出来ず仕方なく床を出た。カティナとリュカを起こさないように気づかいながら、そっと部屋を出る。

　夜風にでも当たろうかと思ったが、隣のタクトの部屋の前で足が止まった。

　扉とびらの下の隙すき間まから光が漏もれている。まだ起きているようだ。

　トントンとノックをすると、鍵かぎの音がしてドアが開いた。

「どうした？」

「……ん、その寝付けなくて」

「そうか」

　チラッと覗のぞいた部屋の奥おくのテーブルに、半分ほど空いたワインの瓶びんが見えた。

「お酒飲んでたの？」

「ああ、入るか？」

「……うん」

　部屋の中に入ると、天てん井じように掛かった魔ま力りよく式ランプがちらちらと淡あわい光を放っていた。

「つまみ食うか？」

「うん」

　そう言われると少しお腹が空いたような気がする。夕方に食べたアレのせいで気持ち悪いほどだったのが、時間が経たって今はもう落ち着いている。

　ふと机の上を見ると切り分けたチーズが載のっていた。

「あ、これってミニロトラ？」

「おう、よく知ってんな」

　ミニロトラは、モッツァレラチーズを平たくして、そこに生ハムとバジルを敷しく、そしてそれをクルクルと巻き込んで輪切りにしたら出来上がりの簡単なつまみの一つだ。薄うす黄き色いろのモッツァレラチーズの中にハムのピンクとバジルの緑が綺き麗れいに映はえて、見た目も華はなやかである。

「前にシェッセと仕込んだ四複眼竜ノクカブイカのハムが出来たからな。普通は生ハムなんだが、ドラゴンは生ってわけにはいかないから、少し火を通した」

「あ、そっか。でも生ハムだったらおいしかっただろうなあ……」

「まあ、これはこれでしっかり旨い。それからこの前の牙翼竜ロルカのスモークも持ってきてあるぞ」

「おお」

　机の上に並べられているのは牙翼竜ロルカの胸肉を一口大に切って燻くん製せいにした物だった。タクトはナイフでミニロトラを切り分ける。

　味や癖くせが少ないモッツァレラチーズに、バジルの香りがふわりと載り、四複眼竜ノクカブイカのハムの程ほどよい塩分と旨うま味みが混ざり合う。弾だん力りよくのあるモッツァレラチーズの淡たん白ぱくな味わいに、バジルの香りがふんわりと鼻び腔こうをくすぐる。そしてハムの程よい塩分と旨味がモッツァレラチーズとまじりあい口の中で溶とけあう。噛みしめるごとに味わいは広がり、チーズの円まろやかさから、肉の旨味へ、そしてバジルの香りと一緒になると、溶け合った二つの味が口の中で別の旨味へと変化していく。

「これ、おいしいね！」

「だろ」

　次は牙翼竜ロルカのスモークである。これは長期保存用の燻製ではなく、旨味を添てん加かしたソミュール液に一日漬つけ、水みず抜ぬきをし、それから一口大に切ってスモークチップで熱ねつ燻くんした物だ。

　ほんの少し齧かじるとスモークチップで香りのつけられた燻製独特の豊かな風味が広がっていく。鶏とりのササミのようなホロッと崩くずれる淡い歯ごたえ。噛むごとに、やさしい味がふんわりと口の中でいっぱいになっていく。

「おいしい」

　思わず笑え顔がおになってしまう。やはり食べることはこうでなくては、とシェッセは思った。

「旨いだろ。これをつまみに一いつ杯ぱいやると、たまらねえな」

「うん」

　とはいえ以前大失態をした……らしいシェッセにとっては、お酒を飲むことは憚はばかられた。旨そうにワインとつまみに舌した鼓つづみを打つタクトがちょっとうらやましい。

　タクトと肩を並べ、ベッドに腰を下ろしミニロトラを口にする。

　以前の焚たき火びを前に過ごしたあの夜とは違う雰ふん囲い気き。それは密室に二人っきりであるという状じよう況きようのせいなのか、それとも少し薄うす暗ぐらいくらいの魔力式ランプの灯あかりのせいか。

　そんな雰囲気のせいもあってか、つまみを食べながらシェッセは、ずっと気になっていたことを思いきってタクトに聞いてみることにした。

「ねえタクト」

「ん、なんだ？」

「あのね、これからタクトが行こうとしているとこってさ……どこなの？」

　するとタクトはワインの入ったコップをテーブルに置き、真剣な顔になった。

「シェッセは『竜りゆうの巣す』って知ってるか？」

　王都セントウッドから北西にあるという『竜の巣』。多くのドラゴンがその地に棲すみついており、北方に於おける防衛の要かなめとされている土地だ。

「うん、知ってる」

「俺は昔そこに住んでいたんだ……」

「あんなところに？」

「ああ、ドラゴンがバカスカ出るんだぞ、あそこ」

　竜の巣なんて名前が付いているのだ。ドラゴンが出ないわけがない。踏ふみ入る事すら困難とされているあの土地に住みつくなんて、とても考えられない事だった。

「あそこで師し匠しようと、７年間暮らしたんだ………」

　以前何度かタクトの話にのぼった、師匠という人間。いったいどんな人なのか、どんな生活をしていたのか、今までタクトの口から多くを聞いたことはなかった。

　タクトはポケットから一本のネジを取り出すと、シェッセに見せた。

「これ、師匠のもんなんだ。この前来た手紙に、こいつと一いつ緒しよに、師匠がいるところを示した地図が付いていた。誰が俺に寄よ越こしたのかは解らねえ」

　タクトの顔は本当に真剣で、シェッセは言葉を挟はさむことが出来なかった。

「ただ……もう一度、俺は師匠に会わなきゃなんねえ。師匠に言ってやらなきゃなんねえことがあるんだ」

「言わなきゃならないこと？」

「ああ、それにはシェッセ、おまえもいてもらわないと困る」

「ボクが……？」

「まあ、そん時になったら言うよ」

「………うん」

　なんだろうか？　タクトが師匠に言わねばならないこと。タクトと師匠の関係。

　何もかもが見えなかった。

　ただ、深刻なタクトの様子に、シェッセは言葉を探していた。するとタクトがそれに気が付いたのか、

「ああわるい、そう難しい話をしようとした訳じゃねえんだが……」

「ううん、いいの。ボクはもっとタクトの話が聞きたいよ。あんまり聞き上手じゃないけど、でもたくさん君のことが知りたいんだ」

「………そうか」

「それにね」

　シェッセは少しモジモジとしながら、床ゆかを見つめた。これから話す内容と合わせて、そんな自分の顔をタクトには見られたくないと思ったのだ。それは内心を吐と露ろしているような表情になるに違いなかったからだ。

「ボク、小さくなっちゃってよかったな、って今は思うよ」

「どうした急に？」

「だって、みんな子ども扱あつかいするけど、それはそれで面おも白しろいし」

「………なに言ってんだ、俺は、おまえのこと、ちゃんと、大人として、扱ってるぜ！」

「棒読みだよ！」

　焦あせってつっこむシェッセにタクトはヘラヘラと笑った。

「だってこんなチンチクリンになっちまってよ、そのまま扱えって方が無理だぞ」

　そう言ってシェッセの頭をワシャワシャするタクト。シェッセは思わず笑ってしまった。

「えへへ、でもそれでよかったんだ」

「うん？」

　シェッセは言い方を考える。うまく伝えないと心の裡に芽生えた恋こい心ごころをしれっと口にしてしまいそうだったからだ。

「えっとね……いろいろあって、君と一緒にいるとドキドキしちゃって、うまく話せないんじゃないかって心配してたんだ」

「………お、おう」

　何故かタクトが少したじろぐ。でも今のならバレていない……とシェッセは自分に言い聞かせる。言い聞かせないと、いよいよ緊張して話せなくなってしまうからだ。

「でもね、こうなってくれたおかげで、今はこうして話すことが出来るし、それに割とこうしていられればボクは幸せだから」

「……そうか」

「ねえ…………ボクら、ずっとこうしてられたらいいね」

「ああ」

　そう言ってタクトはワインを口に含む。会話が途と切ぎれても、それはそれでよかった。ゆったりと時間が過ぎていく。シェッセはこうしてタクトといる時間の流れが好きだった。

　こうしてただ同じ時間の中を同じ場所でいられるだけで、本当に幸せな気持ちになった。

　拳こぶし一つ分のタクトとの距きよ離りをそっと半分縮めてみる。

　それだけで胸が高鳴ってしまう。

　羽が生えたようにトクトクと音を立てる小さな心臓の鼓こ動どう。

　彼かれの隣にいられるのなら、そう思うと心が弾はずむように高鳴るのだった。

「不思議だなぁ……」

「何がだ？」

「あのね、ボク一人っ子だから、こんな夜中に誰かとずっと話していることなんて、経験したことがなかったんだ。キャンプの時もそうだし、今みたいにこうしてランプの下で話をするなんて、ほとんどしたことなかったんだ」

「んー、まあそうか。夜中に酒飲みに行くとかもねえもんな、シェッセは」

「うん、ジゼルは教育係だから、早く寝なさいってすぐ言うし、夜よ更ふかしだってあんまりしたことないしね」

「まあ、夜更かしはそれはそれで面白いことがあるからな」

「えへへ、そうだね。なんか、素す直なおに話せるよね、夜って」

　こんな時ならまたタクトのことをいろいろ聞ける気がした。以前途と中ちゆうまでしか聞けなかったことも。

「ねえ、タクトには兄弟っていなかったの？」

「う～ん、たぶん姉ちゃんがいたと思うんだが、えらい昔のこと過ぎて覚えてねえな。たぶんいた」

「そっか、どんな感じかな、って聞こうかと思ったけど、覚えてないのか」

「ああ、実質俺も一人っ子みたいなもんだ」

「そっか、じゃあボクと一緒だね」

「そうだな」

「兄弟や姉妹がいたら、それはそれで楽しかったのかな？」

「どうかな、そういうやつの話聞いてると、食い物の取り合いになったり、ケンカばっかで大変だって聞くけど、そういうのも含ふくめて羨うらやましいとは思うけどな」

「そうだね。やっぱり、自分に子供ができるとしたら兄弟いっぱいがいいな」

「そのほうが楽しいだろうな」

　そう言って笑うタクトに、シェッセも笑い返す。

「じゃあさ、もしボクとタクトが……」

「ん？　シェッセと俺が？」

「…………」

　それに続く言葉が口元まで出かけてシェッセは急激に真っ赤になりながら固まった。

　本音をうっかり口に出ださないように気を付けていたのに、彼と話し出すとすぐに心の裡うちを暴ばく露ろしてしまいそうになってしまう。

「ち、ち、違うの……え、えっとね……」

　シェッセは口元をアワアワとさせながら、首をブンブン横に振る。

　何とか話を変えてごまかそうと、シェッセはふと窓の外に視線を逃がす。

　その時、窓の外で揺ゆれる影かげが目に飛び込んできた。

「………………!?」

　ベランダに佇たたずむ女の影がジッとこちらを見ている。

「「うああああああ!!」」

　こんな夜中にベランダの闇やみからこちらを覗のぞく女の姿に戦せん慄りつし、二人は絶ぜつ叫きようを上げてしまった。思わずシェッセはタクトの腕うでを取ってしまう。

　そんな中、女の影がゆっくりとベランダの窓に近づいてくる。

「わ、わ！　こ、こないで！」

　必死でジタバタするシェッセ。しかしランプの淡い光に映し出されたその顔はどこかで見たことがあるような気がする。

「………そ、そんなに驚かないでくれないか」

　カティナ・イシュルダールだった。

「な、な、どうしたの、カティナ!?」

　カティナは微び動どうだにせず、ベランダの戸を少しだけ開けると、

「私の仕事は二人の監かん視しなので、お構いなく。ささ、どうぞ続きを」

　と言って、またすぐに戸を閉めた。

「つ、続きなんてないよ、ね、タクト」

「お、おう、続きってなんだよ」

　するとカティナがぼんやりと、

「そりゃ、夜中にシェッセがこっそり起き出していくから何かと思えば、男と密会。その上、夜のせいか灯りを囲んで、普ふ段だんでは在り得ない近きん距きよ離りで密着。これを私はどう解かい釈しやくすべきか悩なやむわけだな」

　シェッセもタクトも、急いでバッと距離を置いて平静な様子を装よそおう。

「な、なにを言ってるんだよ、カティナ！　ボクは二人を起こしちゃいけないかな、って思ってそっと出てきただけで、別に密会なんかじゃないよ！　ね、タクト！」

「そ、そうだぞ、ねえちゃん。いいか、俺たちはただ、世間話をしていただけでだな……」

「世間話………ほほう、子供いっぱい欲ほしいね、っていう世間話だな……くっ、まさか二人の仲がそこまで進展していたとは……」

「「うああああああああああ」」

　なんとなく話の流れで出た会話にも拘かかわらず、人に聞かれるだけでここまで恥はずかしさ倍増とは、いったいどういう事だろう。

　それを更に人の口から説明されると、もう矢も楯たてもたまらない。

「ち、違うんだって！　べ、別にボクとタクトの子供って話じゃなくて！」

「そ、そうだ！　どっちも子供ができるんなら、多いほうがいいよな、って話なだけでだな！」

「いいじゃないか、どっちもいっぱい子供欲しいのなら、交こう渉しよう成立じゃないか」

「交渉ってなに!?」

　するとカティナは、シェッセとタクトを交こう互ごに見て溜息を吐いた。

「しかしまあ、こうして改めて見ると………凄すさまじい光景だな」

　カティナがちょっと引き気味で言うので、思わずタクトが聞き返した。

「な、なんだよ？」

「いや、まっとうな成人男性が真夜中に女児と、子供何人作るって会話をしている、というこのシチュエーションは、一いつ介かいの騎き士しとして逮たい捕ほすべきか悩むところだ」

「うがああああああ！」

　タクトの精神的ショックたるや凄まじかったらしく、頭を抱かかえてその場に卒そつ倒とうした。

　カティナの客観的意見は、聞こえが悪い、なんて範はん疇ちゆうを軽々飛とび越こしてしまう。その手の趣しゆ味みがないであろうタクトには、ある意味死罪より重い勘かん違ちがいかもしれない。

　咄とつ嗟さにシェッセは、タクトを庇かばうために必死で考えた。

「ち、ちがうよカティナ！　タクトはいつも通り大人として、ボクと話していただけで……ボクだって本当は大人なんだから、身体からださえ元に戻もどれば、なにも問題ないじゃないか！」

「ミキハラと子供を作るのが？」

「うああああああああ！」

　完全にアップアップになってしまったシェッセは目をグルグルさせながら、必死で言い訳をする。

「ボ、ボクはタクトと子供作るなんて言ってないじゃないか！」

「じゃあ、誰と作るんだ？」

「だから、それは!?」

　と言って思わずタクトと目が合う。そして真っ赤になる。

「ボボボボ、ボクと、タクトが、ボクと……あわわわ」

「おいこら、シェッセ、テンパんな！　なに真っ赤になってんだ！　おまえがちゃんと説明しねえと、このねえちゃん、絶対納なつ得とくしねえぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。しっかり納得の幸せ家族計画だった」

「「だから、ちがーう！」」

　綺麗にシェッセとタクトの声がハモる。

　シェッセはその恥ずかしさを打ち消すためにも、何とか話の矛ほこ先さきを変えようと必死になった。

「かかか、カティナもこっちに来て、一緒に話そうよ、ね！」

「…………ごめん、無理。さすがに、そこに入るのは、無理。かんべんしてください。お腹なか一いつ杯ぱいなんです！　甘あまくて胸やけです」

　カティナにここまで言わしめた人間もそういるわけではなかろうが、とにかくここは何とかしないとならない。

　それから一時間以上かけ、カティナの誤解を解くことに尽じん力りよくした。だが結局わかってもらえたとは思えないまま夜は更ふけていった。




　　　　◇◇◇◇




　北イシュアー駐ちゆう屯とん所じよの近くの酒しゆ保ほでリタは思いっきり溜ため息いきを吐ついていた。

「はぁ～～、なんで待機なのよ」

　すると隣にいたガランが苦笑いを返す。

「仕方ないだろう、どんなドラゴンがいつ来るのかもわからないってんだから」

「それってどうなのよ？　もっとはっきりしてから呼べってのよ」

　酒の入ったリタはいささかおかんむり気味にプーッと頬ほおを膨ふくらませる。

「そうだな、いくらなんでも少し作戦がぞんざいすぎる。それに詳くわしい情報が全くまわってこないってのも引っかかるな」

「そうよ！　いきなり呼びつけといてさ、なんなのよホントに。緊きん急きゆう事態だって言うから飛び出してきたのにさぁ」

「まあまあ」

　酒の入ったリタをあやしながら、ガランは顎あごに手を当て考え込むような仕草をした。

「どしたの？」

「ん？　ああ、いや。いまおまえが言ってたことを考えてたんだが……」

「……うん」

　リタがゴクリと息を呑のみ、ガランの続く言葉に聞き耳を立てた。

「……………いや、なにも思いついてないぞ」

「なによ！　明らかに何かあるって顔したじゃん！　含ふくみあったじゃん！　これは何かの陰いん謀ぼうですぞ、って顔してたじゃん！」

「そんな、なんでも陰謀に結び付けることもできないだろうに」

「あー、もうつまらない。マスター、グラッパお代わり！」

　そう言ってリタは空になったグラスを掲かかげる。

「あいよ」

　と奥から声がして、マスターがお代わりを作ってくれている間にリタはその場に突つっ伏ぷして眠りこけてしまった。







断章　三千幾年、寄る波の……







　少年が師匠と暮らしだして３年ほどの月日が過ぎた。11歳さいとなった少年は見るからに筋肉が発達し、背もずいぶん伸のびた。幼い身体からだから次し第だいに大人へと成長していく少年。

　対して師匠は会った頃ころとまったく容姿が変わらぬように少年の目には映った。

　以前師匠は１００年位前に、自分と同じ世界から来た人に会ったと言っていた。では師匠は一体何なん歳さいなのだろう？　少年はふとそんな疑問を師匠に投げかけた。すると彼は事もなげに、

「そうですね……３０００年ほどは生きているのではないでしょうか？」

　と言った。気の遠くなるほど長い時間。それは少年には想像もできないほどだった。

「師匠はなんでそんなに長く生きれるんだ？」

「難しい質問ですね」

「わかった、長生きする魔ま法ほうとか？」

「う～ん」

　師匠は困ったように腕を組んで首を傾かしげた。

「今の巧たく人とにそれを教えるのは難しいかもしれませんね」

「そうなのか？」

「ええ、すみません。うまい説明が見つかりません」

　その話はそれっきりになってしまった。少年もまたそれを気に留めることもなく、鍛たん練れんの日々へと埋まい没ぼつしていき、そんな質問をしたことも忘れてしまっていた。

　そんなある日の事だった。

　いつも通り師匠との剣けんの稽けい古こを終え、夕食の支度にとり掛かかろうとしていた時。

『………い』

　耳に届いた声に少年は振り返った。誰かが自分に何か呼びかけた気がした。師匠以外、誰もいないこの場所で聞いたことのない声。

　少年は耳を澄すました。

『……来い……タクト……我の元へ……来い』

　呼んでいる。自分の名を誰かが呼んでいる。

　少年は声のする方向へと歩を進めた。棲すみ家かのある場所から離はなれた竜りゆうの巣すの外れに、その声がする洞どう窟くつがあった。少年は内心の恐きよう怖ふと同時に、それを上回る探究心が疼うずいた。

　自分と師匠以外の誰か。それが誰なのか少年は知りたくて知りたくて、堪たまらなくなった。

　暗くら闇やみが立ち込める洞窟の中へと少年は足を踏み入いれる。

　中は漆しつ黒こくの闇が覆おおい、前後すらわからなくなるほどに暗い。

　しばらくどうしていいかわからず、少年がその場に立たち尽つくしていると、次第に目が慣れ、ぼんやりと洞どう内ないの様子がわかるようになった。

　それほど深くもない洞内は天井が高く、ぽっかりとドーム状になった広い空間だった。

　その奥からあの声が聞こえて来た。

『タクト、我の元へ来い』

　はっきりとその声が少年の耳に聞こえる。少年はその声に導かれるように洞窟の奥へと足を踏み入れた。そしてその最深部には声の主が立てかけられていた。

　嘗かつて自分が霊れい樹じゆの森から持ち出した竜りゆう槍そう。

　それが自分に向かって声を放っていたのである。

「おまえか？　俺おれを呼んでたのは？」

『そうだ』

　竜槍は少年の質問に応答した。間違いなくこの竜槍が自分に話しかけていたのだ。信じられないような気持ちの反面、この世界はまだ少年の知らぬことでいっぱいだった。だからこの巨きよ大だいな武器が自分に語りかけることも、少年はすぐに受け入れるようになっていた。

「なんか俺に用があんのか？」

『おまえは知りたくはないか？』

　いったいなにを、少年は一瞬そう思った。

『ミキハラタクトという異界に生を受けた者が、何なに故ゆえにこの世界に召しよう喚かんされたのか。凡ぼん庸ように一生を過ごさんとしていた者が、幼くして辛しん酸さんを嘗なめ、苦く役えきを強しいられたのか』

　タクトは自分の心臓がズキンと音を立てたような気がした。

　――俺がここにいる理由……。

『其貴そなたの運命は既すでに遠く昔から決められ、この世界に来るべくして来た。異界に生まれたのも運命。こちらに召喚されたのも運命。これから巻き込まれる災さい厄やくもまた運命。しかし、その理由を知り巻き込まれるか、それとも知らぬまま巻き込まれていくか、其それを決めるのは其貴そなた次第だ』

「……本当にどうして俺がこんな世界にいるのか、教えてくれるってのか？」

『然しかり。されど、其貴そなたに受け入れる覚かく悟ごは有るか否いなか？』

　少年の心が疼うずいた。幼い自分が家族から引ひき離され、言葉も解らぬ土地で奴ど隷れい以下の扱いを受けたその理由が知りたかった。喩たとえ今の師匠との生活が満ち足りていようとも、それでも少年の心の傷は、その痛みに伴ともなう回答を欲ほつしていた。
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「受け入れるよ……どうして俺がここにいるのか……本当に教えてくれるってんなら」

『善よかろう。我に触ふれよ。我と共に在れ。我に委ゆだねよ』

　少年はコクリと頷うなずき、竜槍に手を伸ばした。その時、力強い腕が少年の肩かたを掴つかんだ。

「やめなさいっ！」

　洞内に響ひびき渡わたる声。少年は思わず振ふり返かえった。自分を抱だき寄よせるように細く長い腕が、竜槍から少年を遠ざける。

「……師匠」

　少年は驚おどろきのあまりそれ以上言葉が出なかった。それは表情が解らない師匠から、怒いかりのような空気感が漂ただよっていたからだ。しかしそれが自分に向けられているのではないことに少年はすぐに気づいた。師匠の怒りの矛ほこ先さきは、竜槍に向かっていたのだ。

『何な故ぜ止めるのだ』

　竜槍は師匠を咎とがめるように言った。

「何故……ですか。それは巧人をあなた方の運命に巻き込みたくないからですよ」

『しかしそれはもう遅おそい。タクトは既すでに然しかるべき力をつけた。おまえがその力を与あたえた。既に契けい約やくはこの声が届いた事によって済んでいる』

「私はそんなことのためにタクトを強くしたのではない！　私は生きる為ために巧人を強くしただけです」

『生きる為に、と言うのならば、我との契約も、過去を知り給たもうことも、凡すべては生きる為。変わらぬではないか？』

「違います！」

『我は遂とげさせたいのだ。ルシーニアとニキッシュの思いを。時を超こえ、時空を超え、ニキッシュの御み霊たまはこうして帰って来たのだ。何な故ぜそれを拒こばむ！　知らぬとは言わせぬぞ！　 おまえもルシーニアとニキッシュに関かかわりながらその運命を拒むか!?』

「……………」

『さあ、申してみよ！』

　師匠は長く沈ちん黙もくし、徐おもむろにその顔を上げた。

「竜槍よ、巧人がその運命を受け入れ……それで幸せになれますか？」

『………』

「もし、そこに巧人が幸せになれる可能性があるのなら、そして巧人がその運命を受け入れるのなら、私はそれでも構わないと思っている」

『……でき得る限り、尽じん力りよくしよう』

　竜槍の答えに、師匠は小さく頷き返した。

「わかりました。ただもう少し待ってください。巧人がもう少し大人になってから、それから彼に選ばせてあげてください。まだ巧人は子供だ。あと数年後でもいい筈はずだ」

『……………相あい解わかった。その申し入れ、受け入れよう。しかし我が待とうとも、運命は待ってくれぬやもしれぬぞ』

「……運命が？」

『左さ様よう。天と地の間に時の力が満ちれば、自おのずとニキッシュの血は動かざるを得なくなる。おまえの望む望まんに拘かかわらずな。我は其その為ためにニキッシュより記き憶おくを預かった。其その為にニキッシュと血を分かち合った』

「何故この子がそんな運命を……」

『何故と言うならば、其その子がこの地に召喚されたからであろう。この地に、この時代に、ルシーニアの御み霊たまを持つ者が生を受けた。同じ時に、其その子が別の世界に存在した。二つの御霊が惹ひかれあったのだ。時空を超えて、其その子がこの地に来たのは、其それ故ゆえに他ほかならない』

「もし巧人がその運命を否定するのなら？」

『ニキッシュの御み霊たまも、ルシーニアの御霊も、また幾いく千せん年ねんもの時の間で擦すれ違い続け、惹ひかれあう。唯ただ其それだけだ。ならば、我もまたその時を待ち、眠りに就つこう』

「……………」

『努ゆめ々ゆめ忘れるでないぞ。既すでにタクトがこの地に召喚されたその時に、運命は動き出しているのだ』

　竜槍はそう言ったきり、沈黙し静せい謐ひつな武器へと戻った。

　タクトは何も言えず、ただ師匠の背を見つめた。

　ゆっくりと立ち上がった師匠のゴツゴツとした固い腕が、少年を抱き寄せる。

「巧人、よく聞いてください」

「なに？」

「私はあなたをもっと強くしなければならない。誰だれにも負けないような、強い人間にしなければならない。そうでなくては、同じ運命を繰くり返すことになってしまう。だから……」

「師匠も……俺がどうしてここに来たのか知っているのか」

「……知っているのかもしれません。少なからず、私は３０００年の昔、あなたと魂たましいを同じくする者と共にいた……でも、あんなことを、また繰り返したくはない……そんな運命に巧人を巻き込みたくない………」

「師匠、そんな悲しそうな言い方すんなよ。俺、強くなるよ。師匠が鍛きたえてくれてんだぜ。もっともっと強くなる！　そんで、これでもかってくらい強くなったら……そん時は、どうして俺がこの世界に来たのか、知ってもいいよな。俺、どうしても知りたいんだ」

「………ええ、勿もち論ろんです」

　師匠はただ肩を震ふるわせた。

「……師匠、泣くなよ」

「泣いていません。私は元々泣けない身体からだです」

「泣いてるよ。涙なみだが流れるのが泣いてるってことじゃねえって、師匠が言ってたじゃねえか」

　師匠は不思議そうに首を傾げ、

「………なるほど、そうですね………そうかもしれません」

　それから得心がいったように何度も頷うなずいた。

「巧人、これからは稽古が厳しくなりますよ」

「望むところだ」

　少年がそう師匠に笑いかけると、彼は再び何度も頷いた。







第三章　返へん年ねん絡らく寿じゆと痛つう覚かく盤はん枷か







　日が明けてシェッセたちは、リデュアの宿屋を出立した。カティナは監視が目的なので、見つかった以上はコソコソせずに一緒に同行する流れとなった。

　リュカはたっぷり寝ねたはずなのに、まだ欠伸あくびを漏もらしている。

　シェッセもその横をちょこちょこと歩きながら先を急いだ。

　リデュアからカラカスへと入り、そこから都外へと至いたる城門に着いた頃には昼をまわっていた。だが日が暮れるにはだいぶある。四人は更さらに歩みを進め、都外の平野を北上し続けた。

　セントウッド街かい道どうと呼ばれる道は北へ延び、国境を経へてダグジア王国へと続いている。北側は特にドラゴンの出現率も高いため、商人たちもキャラバン隊を組んだりして、この街道を通るのだそうだ。多くの人間が利用するためなのか、道みち幅はばは広く、荒あれた様子はない。そうは言っても、ここは既すでに都外。ドラゴン発生の危険性もあれば、盗とう賊ぞくなどが隠かくれ住すんでいるとも言われている。気を付けるに越したことはない。歩みを進めていくと次第に道は傾けい斜しやし始める。この緩ゆるい坂道を上り続けると大きな谷に突つき当あたった。

　谷を越える橋を渡りひたすら北に進めば、ノルフ王国とダグジア王国の国境へと至る。

　しかし目的地の『竜りゆうの巣す』はこの谷を渡らずに、谷沿いを北西へ進んだ場所にある。

　ここに至るまでドラゴンとの遭そう遇ぐうもなく、順調に来ることが出来た。

　このまま何事もなく目的地に行けたら、と思うがタクトの言う『竜の巣』は名前の通り、ドラゴンの数が限りなく多い。

　北方に対して警けい戒かいが強く、多くの竜りゆう伐ばつ騎き士しや騎き士し団だんの隊員を出しゆつ征せいさせているのも、この『竜の巣』が王都から北西の方角にあるからに他ならない。

　ちょうど日暮れに差さし掛かったこともあってかタクトが、

「ここいらでキャンプ張るか」

　と言いだし、冷蔵庫からキャンプ道具が取り出された。ちょうど谷を前方に、後方は崖がけがそり立っている。実質的に二方向の守りが固められるこの地形が、最もキャンプを張るのに安全と判断したのだ。サクサクと手て慣なれた様子であっという間に焚たき火びを熾おこしたり、夕食の準備に掛かったりと仕事をしていく。

　そんな作業をしながらシェッセはタクトにそっと声をかけた。

「ねえ、タクト」

「なんだ？」

「まだボクらを尾び行こうしている奴やつらって付いてきてるかな？」

　するとタクトは意に介かいしていないような顔つきで言った。

「いや、昨日のあの後から、ずっと気配はねえな。っていうか、あの平野の中で尾行をしてたら、隠れるとこなんてねえから、すぐに見つかっちまうしな」

「そうだよね」

　例の尾行者たちは、セントウッドから出ることを諦あきらめたのだろうか。

　もし仮に尾行者がマフィアのラデルだとすれば、都外に出ることは出来ないだろう。彼は現在都内全域に指名手配されているのだから。

　どちらにしても尾行されるのはあまり気持ちのいいものではない。

　いなくなったのなら、それに越したことはない、とシェッセは思いながら夕食の支し度たくの続きをしていた。

　とその時である。

「っ!?」

　急にシェッセの胸に激痛が走った。

　ズキリと何かを打ち込まれたような痛みが体中を駆かけ抜ぬける。

　その急な変化に目の前のカティナが気づき、シェッセの背に手を置いた。

「どうした、シェッセ」

「……わかんない、でも……身体が……」

　胸を押おさえ苦しそうに息を吐はくと、すぐさまタクトもやってくる。

「どっか痛むのか？」

「……はぁ……はぁ……」

　浅く呼吸を繰り返す。我が慢まんできないほどではないが、この痛みは一体どうしたことなのだろうか。痛みに身体を丸くするシェッセ。それを取り囲むようにタクトとカティナが、シェッセを抱き起おこし、その後ろでリュカがオロオロとしていた。

「おまえ持病とかあったのか」

　タクトの問いにシェッセは首を横に振る。そういったものは持っていなかった。医者からも何も聞いていない。だとするとこれは一体何か？

　するとカティナが、ポツリとつぶやくように言った。

「……おそらく練成魔法だ」

「なんだって？」

「僅わずかだが練成振しん動どうを感じる。シェッセの身体の中には、若返りの返へん年ねん絡らく寿じゆ法ほうと一緒に別の練成魔法が施ほどこされていた。………この症しよう状じようは、おそらくは痛つう覚かく盤はん枷かという練成魔法だ」
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　痛つう覚かく盤はん枷かという練成魔法は、体内で疑ぎ似じ的てきに痛みを発生させる幻げん覚かく魔ま法ほうの一種である。じっさいに傷などを受けたわけでもないのに、身体が痛みを知覚するという錯さつ覚かくを起こさせる。

　カティナは顎に手を当てたまま目を眇すがめた。

「痛つう覚かく盤はん枷か単式なら私でも解呪できるが、これは返へん年ねん絡らく寿じゆと複合魔法になっている。二つの魔法を一いつ対ついの中に閉じ込め複雑化してしまっている状態では解除は難しい」

　するとタクトが立ち上がった。

「ならいっぺんに両方解呪しちまえばいいんだろ」

　事もなげに彼はそう言った。

　それがいったいどういうことかシェッセにもすぐに見当がついた。

　彼の血だ。タクトの血をもってすれば、シェッセの中にある呪のろいすら打うち砕くだくことが出来る。この痛つう覚かく盤はん枷か、そして返へん年ねん絡らく寿じゆもすぐに解呪することが出来るに違ちがいない。

　するとカティナが焦あせったように口を挟はさんだ。

「どうやって解呪するというんだ？」

「そりゃ、だから俺の血で……」

「血？」

「ああ……うまい説明の仕方がわかんねえけど、とにかく解呪ならできる」

「待てっ！　簡単に言うな。痛つう覚かく盤はん枷かは解呪の際に痛みが数倍に膨ふくれ上あがる。今の状態のシェッセを解呪すれば、痛みでショック死をしてしまう可能性だってあるんだぞ」

「じゃあ、どうすりゃいいんだ？」

「普ふ通つうの人間なら痛みはあっても下手に解呪しなければ命に別状はない。それにこの魔法は痛みの周期がある。痛みが一番ひいた時を狙ねらって解呪すれば大丈夫だ。今、精せい網もう眼がんでシェッセの身体の中の痛つう覚かく盤はん枷かの周期を見る。ちょっとまってろ……」

　と、カティナが魔ま力りよくを練ろうとした時だった。

　更に追い打ちをかける事態が四人を襲おそった。

　なんと崖の上から、落石があったのだ。

　タクトは手を止めシェッセを抱え後方へ飛ぶ。カティナもまたリュカを抱えて反対側へと飛んだ。

　ズウゥゥゥゥンと人の何倍もある巨大な落石が焚たき火びの上に落ち、火の粉が舞まった。

　巨きよ岩がんを回かい避ひしたのも束つかの間ま。シェッセを抱えたタクトが、あたりに目を移す。

「おい、なんか足音が聞こえねえか？」

　身体の痛みをこらえながら、シェッセも耳を澄すませる。

　何か聞こえる。巨大な生き物が走る足音。それも一つではない。

「……タクト……これって」

「ああ、ドラゴンだ……しかもかなりでかいぞ」

　シェッセも心臓の痛みを堪こらえながら薄うつすら目を開いて、周りに目を走らせる。その時、北西の方角から、２匹ひきの巨大なドラゴンがこちらに向かってくるのが見えた。

　落ちてきた巨岩の向こう側からカティナの声がした。

「シェッセ、肉屋！　無事か!?」

　それにタクトが答える。

「こっちは問題ねえ！　それよりいったん引け、ドラゴンがこっちに来ている！」

「なに!?」

「俺とシェッセは、谷の下に逃にげるから、ねえちゃんはリュカ連れて他の方角へ逃げろ！」

「わ、わかった！」

　タクトはそう言うと、シェッセを腕に抱え全力で谷を駆け降おり始めた。




　　　　◇◇◇◇




　カティナとリュカは、タクトの指示に従したがいすぐさまその足を南に向けた。

　身体に痛みを覚えたシェッセのことが気がかりであったが、落石による分断とドラゴンが来らい襲しゆうしたのでは、どうしようもなかった。幸いにも痛つう覚かく盤はん枷かという練成魔法は痛みこそ激しいものの、解呪を間ま違ちがえなければ健康な一いつ般ぱん女性の命を奪うばうほどのものではない。

　そう考えながらカティナは、リュカと共に緩ゆるい勾こう配ばいを駆け降りていく。

　一いつ瞬しゆん、カティナは後ろを振り返った。いったいどんなドラゴンが侵しん攻こうしているのだろうと、確かく認にんしたかったのだ。

　振り返った先には２匹の巨大なドラゴンがいた。先ほど落ちてきた巨岩を飛び越え、谷沿いに南東へ向かっていくのが見て取れた。

　月明かりの下を侵攻するドラゴン。その背にある特とく徴ちようにカティナは驚きよう愕がくした。

　氷雀竜ラズリオンカ――上位二等種のドラゴン。細く短い二本の足で立ち、強きよう靭じんな筋肉を持つ。その特徴は、孔く雀じやくのように背を覆おおう飾かざりかと見み紛まがう羽である。一見すれば絢けん爛らん豪ごう華かなシャンデリアを背せ負おっているかのようにも見える。しかしその羽は、実際には飛ぶための翼つばさではない。全すべてが氷雀竜ラズリオンカの武器である氷の礫つぶてなのだ。年間を通して出現するドラゴンではなく、活発に活動するのは冬の間が主である。にも拘かかわらず初夏のこの時期に移動しているのは珍めずらしい。

　そこまで思考を巡めぐらせていたカティナは、とあることに目を見張った。

　氷雀竜ラズリオンカの目の色がどうもおかしい。

　――もしかしたら……。

　その時、リュカがポツリとそのドラゴンを見ながら言った。

「おこってるね」

「怒おこってる？」

　彼かの女じよは事もなげに無表情な顔のまま、氷雀竜ラズリオンカに目を向けつぶやく。

「ねてるところ、おこされて、おこってる」

　リュカが眠ねむりを邪じや魔まされて不ふ機き嫌げんなのか、とカティナは一瞬思ったが、そうではない。彼女が言っているのは氷雀竜ラズリオンカのことだ。

「眠ってるって、氷雀竜ラズリオンカは夏の間眠っているのか？」

「うん、つちのそことか、おおきなどうくつでねてるよ」

　動物が冬とう眠みんするように、氷雀竜ラズリオンカも夏の間は夏眠している、ということなのだろうか？　 王立魔ま法ほう騎き士し団だんのドラゴン研究の先せん端たんの者たちも知らない事実だった。しかし確かに氷雀竜ラズリオンカの活動が活発になるのは冬季にかけての寒い時期だ。

　古い時代からドラゴンと戦い続けてきたクク族の少女が言うのだ。間違いはないのだろう。

　カティナは身を潜ひそめながら、氷雀竜ラズリオンカの侵攻方向を確認した。氷雀竜ラズリオンカは谷や山やま裾すそに沿そって移動する特性がある。現に今も近くの谷沿いに移動をしていた。

　カティナは方位磁針を取り出し、地図と照らし合わせる。

　南北を隔へだてるこの谷は、南東へ曲線を描えがき、最後はスサの谷へと向かい、ダグジア連れん峰ぽうへとつながっている。

「…………」

　氷雀竜ラズリオンカの向かう先は王都セントウッド北部スサ地区であった。すぐさま、カティナは氷雀竜ラズリオンカの侵攻速度を目算で叩たたきだし、角度と距きよ離りからスサ地区への到とう達たつ時刻を算出する。

「………くそ、１日もかからずに侵攻されてしまう」

　このことに王都の王立魔法騎士団は気づいているのか？　報告は行っているのか？

　――行っているわけがない。

　もし報告が行っているのなら竜伐騎士が、既すでに決着をつけているはずだ。また少なからず北方には竜伐騎士だけでなく、竜伐編成軍も多く駐ちゆう屯とんしている。その報告が、王都に行っていない。

　――ならば自分が行かなければ……しかしシェッセたちは……。

　カティナは二人が消えていった谷の方角を見た。

「………どうする」

　そう言って振り返ると、リュカが心配気にこちらを見ていた。

「ああ……リュカも一いつ緒しよに一度戻もどるかい？」

「……うん」

　コクリと頷うなずいたリュカは、ちょこちょこっとカティナの元に駆け寄ってきた。子供にとってはいつもの二人がいなくなってしまったことが心細いに違いない。

　とにかく今はいち早く王都にこのことを知らせに行かねばならない。

　カティナはリュカと共に王都に向かって走り出した。




　シェッセはタクトに抱っこされながら、振り落おとされないように彼かれのシャツをしっかりと掴つかんだ。シェッセを抱えたタクトは谷の底へと風を切るように駆けおりていく。

　唯ゆい一いつの救いは、今のシェッセが軽いことくらいだ。

　ようやく谷底に着いたところで、彼は足を止め呼吸を整えた。

「………ごめんね、タクト」

「何謝あやまってんだ。おまえが謝る事なんかねえだろうが」

　そう言われてもシェッセは申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　少なからず敵前逃とう亡ぼうをするという選せん択たく肢しをタクトがとったのは、シェッセの身体の事があったからに他ならない。

「身体の痛みはどうだ？」

「………うん。少し収まってきた」

　突とつ発ぱつ的てきに身体の中に発生した痛みは、今はだいぶ引いてきた。

　そうじゃなくてもこの小さい身体のせいで足を引っ張っているんじゃないか、という懸け念ねんがある。その上、こんな症状が身体をおそうなんて。

　そう思うとシェッセはいたたまれない気持ちになった。

「さっき、騎士団のねえちゃんは、その身体の痛みは魔法だって言ってたな？」

「うん、この若返りの魔法と一緒に掛けられてた呪いらしいよ」

「…………」

　タクトはしばらく考え込むようにしていたが、やがて顔を上げシェッセに語りかけた。

「でも解呪する時、痛みが倍増するんだろ」

「そうみたい」

「………くそ、俺にゃ魔法のことがさっぱりだから、どうしていいのかわかんねえな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、タクト。今は少し痛むだけだし、さっきほどきつくない」

「……そうか」

「それにさ、痛つう覚かく盤はん枷かは解呪のタイミングさえ間違わなきゃ、命に別状はないっていうし」

「でもよ」

「大丈夫だよ。これくらい、ボク我慢できるよ」

　タクトは困ったように頭をポリポリと掻かく。自分は大丈夫、という意思表示をするシェッセに、タクトはやれやれ……とばかりに溜息を吐いた。

「わーったよ、じゃあちょっと我慢してろ」

「うん」

　タクトはシェッセをヒョイと摘つまみ上げて肩に乗せた。

「ちょ、ちょっとタクト！」

「少し飛ばしてくぞ」

「え、ど、どこへ？」

　シェッセが聞き終おわるよりも前に彼は走り出していた。

　思わずシェッセは彼のシャツをしっかりと掴つかんだ。

　どんどん速度を上げていくタクトに、シェッセはもう一度、小さな声で呟つぶやいた。

「ごめんね……ボク、足引っ張っちゃって……」

　そんなシェッセにタクトは走りながら笑い声をあげた。

「心配すんな、小さくなっても、シェッセはシェッセだ。足りない分くらい、俺に預けろ」

「……でも」

「それとも俺じゃ頼たよりねえか？」

「そんなことないよ！　ボクはタクトにだったら……」

　全部任せてもいい、という言葉が喉のど元もとまで出かかって咄とつ嗟さに呑み込んだ。

　呑み込みながら、そのことが言えないもどかしさと恥はずかしさで、シェッセは身をよじりながら彼の背に顔を埋うめた。




　　　　◇◇◇◇




　カティナとリュカは息を整える間もなく、ひたすら王都に向かって走り続けた。カティナ自身、リュカが走れなかったら背負って走ろうと思っていたが、それは杞き憂ゆうだった。何しろ四よつん這ばいになって走るリュカは、冷蔵庫を背負っているにも拘かかわらずカティナよりよっぽど速い。むしろカティナが彼女に付いて行く方が大変なくらいだった。

　そうしてようやく二人が夜のカラカス地区へと到とう着ちやくした時、街は騒そう然ぜんとしていた。

　いったい何があったのだろうかと、カティナが目を走らせていると、王立魔法騎士団の中隊が北カラカス駐ちゆう屯とん所じよへと入って行くのが見えた。

　中隊が出てくる事態と言えば、やはりドラゴンの接近に対する対応と考えていい。

　もしかしたら、騎士団が先に情報を掴つかみ、氷雀竜ラズリオンカに対して先手を打ってくれたのか、そんな期待がカティナの中に芽生えた。

「リュカ、すまないが私はこれから駐屯所に行かねばならない。だからここで少し待っていてくれないか？」

　すると無表情な少女はコクリと頷うなずき、門の近くでちょこんと膝ひざを抱かかえた。カティナは軽くリュカの頭を撫なで駐屯所の中へと入っていく。

　北カラカス駐屯所の中庭は今入ってきた中隊で犇ひしめいていた。

　カティナはその人の波をかき分け、建物の中に入った。

「すまない、本庁の内務部、カティナ・イシュルダールだ。ここの代表はいるか？」

「はい！　今すぐ」

　内務部と聞いて、見張りの騎き士しは背筋をピンとさせると、急いで奥おくへと消えていった。

　待っているとすぐに、見張りの騎士が駆け足あしで戻もどってきた。

「どうぞ、こちらになります！」

　彼の後についてカティナは一室へと通された。

「やあカティナ」

　そう呟いた人物に思わずカティナは目を見張った。

　そこには、ウィリー・ウォーレンがいたのだ。普ふ段だん決して外に出てくることのない彼に、カティナは驚きを隠せない。

「ウィリー様、どうしてここに？」

「必要があれば出てくることもあるさ」

「それは……」

　しかしウィリーはその質問に答えようとはしない。

「さてカティナ。君は任務を放ほうり出だしてこんなところで何をしている？」

「それは、氷雀竜ラズリオンカがスサに向かって侵攻しているからです！　急がないとスサの民たみが……」

　するとウィリーは呆あきれたように嘆たん息そくし、カティナに鋭するどい視線を向けた。

「以前にも君には言ったな？　スサは納税の義務を怠おこたっている。助ける必要のない地区だと。イシュアー地区、カラカス地区に対する配備は、滞とどこおりなく完かん了りようした」

「なっ……!?　それではスサ地区にだけ多くの犠ぎ牲せいが出てしまいます！」

　必死になるカティナに、ウィリーは動じる様子がない。

「君は何故そこまでスサに肩かた入いれをする？」

「それは……」

　口ごもるカティナをウィリーは観察するように見続ける。

「こんな話をしようか」

「……………」

「一人の少女が裕ゆう福ふくな家に買われていく話だ」

　彼の話にカティナはハッとした。

　ウィリーは薄うすく笑いながら続ける。

「その少女は生まれ持った賢かしこさに加え魔法の腕うで、剣の腕、すべてが有能であった。しかし無欲であれ、と教えるアグローストの教義に従したがい、少女は地位も名めい誉よも望まなかった。ただ、その少女の住む土地はひどく荒れ果はて、その年は旱かん魃ばつの被ひ害がいで死人が出るほどだった。ちょうどその頃ころ、別の街では子供が出来ず、また家から有能な者を排はい出しゆつできない没ぼつ落らくしかけた大家があった。渡りに船とばかりに、大家はその有能な少女を欲した。家名を再びとどろかす為ため、最高の人材を欲した。その貧困の地区の者は少女を売うり渡すことで、その年を生きながらえることが出来た」

「………………」

「少女は売られたことを恨うらみもせず、勉強に必死になった。その目的は、自分が生まれた土地を豊かにすること。いつしかその少女は特別待たい遇ぐうで、王立魔法騎士団の内務部へと入隊し、多くに実権を握にぎるようになった」

「……………」

「なあ、カティナ・イシュルダール………いや、カティナ・リズベル・ラ・スサ、と呼んだ方がいいかな？」

　遠い昔、捨てざるを得なかった名前。

　何故この男が、その名前を知っているのか。これは決して表には出るはずのない名前。

　イシュルダール家とリズベル家の間で取とり交かわされた約定。

　カティナはきつく奥おく歯ばを噛かみしめる。

　そんなカティナに目をやるウィリーは徐おもむろに腰こしを上げる。

「君の出生については、イシュルダール家の嫡ちやく子しであるとされている。養子縁えん組ぐみについての記録は一いつ切さいない。しかしそれは調べればすぐに詐さ称しようされた記録であることが証明できる」

「………………」

「カティナ、勿もち論ろん君は知っているだろうが、身分の詐さ称しようは騎士団に於おいては厳げん罰ばつの対象だ」

「……はい」

　カティナは小刻みに震える手を固く握りしめる。

「事が公表されれば、君は内務部から一般隊士へと降格、または騎士団からの永久追放ということになる。君が抱いだいていた、王立魔法騎士団行政部への昇しよう進しんの道が閉ざされることになる。もちろんそうなれば、スサ地区に対する対ドラゴン安全対策案も水すい泡ほうに帰きす。さて、ここで君に提案がある」

「…………なんでしょう？」

「君が今回の氷雀竜ラズリオンカの件を諦あきらめるのなら、私はこの事実を言げん及きゆうするつもりはない。しかしどうしてもスサを救いたいと行動に移すのなら、残念ながら君には騎士団を去ってもらうことになる」

「……何故、あなたはそんなことを言うのです？　スサの民に恨うらみでもあるのですか？」

「恨みなどない。ただ合法的に重要なデータが取れる機会でもある、という事を君は理解しなければならない」

「データ？」

「ドラゴンという生き物は捕ほ食しよくの為ではなく、ただ人間を殺さつ戮りくするという本能だけで我々に牙きばを向ける。その中で最近分かってきたことは、ドラゴンはある程度人間を殺すと、何かが満たされ、殺さつ戮りく行こう為いを止やめるそうだ。さて、今回のスサへの進行で、氷雀竜ラズリオンカは一体どれほどの人間を殺したところで満足するだろうか？　このデータは将来、竜伐の糧かてとなり、ドラゴンの特性解明の大きな手て掛がかりとなる。犠牲を払はらってなお有益なデータだ」

　その話にカティナは一瞬言葉を失い、そしてすべてを悟さとった。

　何故、氷雀竜ラズリオンカがここに至るまで北方の竜伐騎士が動かなかったのか。

　何故、氷雀竜ラズリオンカが侵攻している報告がなされていないのか。

　何故、王立魔法騎士団は動こうとしないのか。

　全てウィリー・ウォーレンという男が、そのデータを取るためだけに情報を規制したのだ。

　偶ぐう然ぜんカティナがシェッセを尾行する任務が重なったことで、その情報が公おおやけになることを避さけるために彼はここまで出張ってきたのだ。

　この男は騎士としての誇ほこりを持ち合わせる人間ではない。もっと冷れい徹てつにこの世界を見ている、そう思えた。

「カティナ、よく考えろ。この氷雀竜ラズリオンカの侵攻でスサの民すべてが死ぬわけではない。それに目を瞑つぶれば、おまえは将来、多くのスサの民を救う英えい雄ゆうになれるのだ。悪い取引でないことは明確だ」

　気が付くとカティナは、ウィリーの机を殴なぐっていた。

「あなたはっ！　あなたは、スサの民を生いけ贄にえにしろと言うのか！」

「一人でも多く救いたいのなら、少ない犠牲を覚かく悟ごしろ。その覚悟もない者に、人が救えるはずもない」

　怯ひるむことなくウィリーは淡たん々たんとカティナに言葉を向ける。

　怒りに滾たぎったカティナはその感情を噛み殺ころしウィリーに対たい峙じする。

「私は……私は騎士の御み名なに於おいてあなたを斬きり捨すててやりたい！」

　しかしウィリーは一切動じることなく、

「やれるのか？」

　とだけ言った。こちらの考えなど読み切っている。それが悔くやしくてならなかった。

「今あなたを斬り捨てれば、私はこの場で拘こう束そくされる。それではスサの為に戦う者が誰だれ一ひと人りいなくなってしまう………だから………」

「斬れない。そうだな」

　この男は全て解わかっていて、それでもこうして自分を煽あおるのだ。

「残念だよカティナ。君は大局を見ることのできる数少ない人間だと思っていた」

「私の見る対局とあなたが見る対局が違っただけです。失礼します」

「一人で行くのか？」

「――ええ。ドラゴンの脅きよう威いから人を守れぬ騎士団になど、居たいとは思いませんので！」

　そう言うとカティナは、彼に背を向けた。

　部屋を出て駐屯所の門を潜くぐったカティナは、そこで一度歩みを止め、大きく息を吐つき、乱れた心を整えようとする。

　するとそこへ門の前で膝ひざを抱えていたリュカが立ち上がり、ちょこちょこと歩み寄ってきた。そしてカティナの顔を仰あおぎ見みると、少しだけ首を傾かしげその手を伸のばした。その小さな手が力強くカティナの掌てのひらを握る。

「あのね……りゅかもいるよ」

　小さな少女の言葉にカティナは目め頭がしらが熱くなった。リュカを力いっぱい抱だきしめる。

「ありがとう。君はやさしいね」

「……ぐぅ」

　カティナはリュカを抱きしめながら考えた。

　もし頼れる者が居るとすらなら。

　この絶望的状じよう況きようを打破することが出来る者がいるとするなら。

　カティナは考えを纏まとめながら、駐屯所の通信機を借りる。通信先は北イシュアー駐屯所だ。

「夜分遅おそく申し訳ありません。内務部２０３号、カティナ・イシュルダールです。今すぐ、竜伐騎士リタ・シュルツ、ガラン・ストラヴィンスキーに伝言をお願いします」

　現在リタとガランは、北イシュアー駐屯所付近の隊宿舎にいるはずだ。ただ通信機のような個人回線は持ち合わせていないため、こうして伝令を頼たのむしかない。

　しかし通話口の隊士はオズオズと言いづらそうに返してきた。

「申し訳ありません、カティナ・イシュルダール様。あなたの持つ権限が現在、一時凍とう結けつされています。竜伐騎士への伝言もできかねます」

「まて、ドラゴンが攻せめてきているんだぞ！」

「できません。お許しください」

　通話口の騎士は心の底から申し訳なさそうにそう言うと、通信が切れた。

　カティナは憤いきどおりを必死で抑おさえた。自分の権限を凍結したの間違いなくウィリーだ。それにしてもあまりに早すぎる。おそらくこうなることがわかっていて、予あらかじめ凍結しておいたのかもしれない。反論せずウィリーの条件を呑のめば権限を戻す、そういうことだろう。

　こちらの行動パターンなど、お見通しで二重三重の策がとられていた。

　これで竜伐騎士に頼ることは出来なくなってしまった。そして騎士団は、ウィリーからの箴しん言げんにより誰一人動くことはない。

　――諦めるわけにはいかない。まだ何かあるはずだ……まだなにか……。

　カティナは必死で頭の中を捻ひねり、打開の道を模も索さくする。そして、ふとこちらを見るリュカのクリクリとした目と視線が合った。

「リュカ、お願いがある」

「なーに？」

　首を傾げるリュカにカティナは王都セントウッドの地図を出して見せる。

「北イシュアー駐屯所というところに行って欲ほしい」

　リュカはコクリと頷うなずく。

　そしてカティナは急いで懐ふところから紙を取り出すと、そこに文字を書きつけていった。

「そこにガランとリタという竜伐騎士がいる。その二人に、このメモを届けてほしいんだ」

　機関車に乗りリュカがガランとリタに会えたとして、それでも間に合うとは到とう底てい思えない。それでもガランたちが到着するまで、自分が命を盾たてに時間を稼かせがねばならない。

「うん、わかった」

　リュカはメモを受け取ると、すぐさま走り出そうとしてふと足を止めクルリと振ふり返かえる。

「あのね……」

「なんだ？」

「そのふたりの、においのするもの、ある？」

　そうか、とカティナはリュカの秘密に気が付いた。彼女はクク族だ。匂においを辿たどれば、すぐに二人に会うことが出来るに違いない。

　カティナはそこで、先日預かったリタのハンカチを差し出した。

「これでも大丈夫かな？」

　するとリュカはそのハンカチをクンクンと嗅かぎ、

「うん、だいじょぶ」

　と言って駆け出して行った。

　四よつん這ばいでまるで動物のように駆けていくリュカの後ろ姿を見送ったカティナは、騎士団の駐屯所を振り返った。

　――もうここに未練はない。私は騎士としてやるべきことをやるだけだ。

　念じるようにその言葉を胸に刻み付け、カティナはスサへと向かい走り出した。




　　　　○○○○




　タクトはシェッセを背に乗せ、ひたすら谷の底を南東へ向かって走り続けた。

　腕の中でシェッセは小さな身体からだを震ふるわせ、申し訳なさそうにしている。

　しかし小さな少女を抱えているくらいで音を上げるタクトではなかった。

　それよりもタクトの胸中には、先ほどから引っかかっていることがあった。

　氷雀竜ラズリオンカの出現。

　あれはどう考えてもおかしい。この時期にあのドラゴンが現れることなんてない。冬季にしか出現しないはずの氷雀竜ラズリオンカが初夏のこの時期に出現したということ。それは人じん為い的てきに誰だれかが氷雀竜ラズリオンカの眠りを覚ました、ということになる。

　あの興奮の仕方は間違いがなかった。

　では誰が？　何のために？

　タクトは頭の中で回答を探しながら、走り続ける。

　谷底へ降りたのはいいが、登れそうな道がない。このまま走り続ければ、いずれスサ地区の谷へと入っていく。

　そんなことを考えながら、タクトは一度足を止めた。

「………はあ……はあ」

　息を調ととのえながら辺りを見回す。するとシェッセが申し訳なさそうにタクトを見た。

「タクト。ボク、もう身体、大だい丈じよう夫ぶだから走れるよ」

　たしかに先ほどの発ほつ作さのようなものはだいぶ治まっているようだ。しかしいつまたシェッセをあの痛みの波が襲うかわからない。シェッセの上司は、周期的に痛みの波があると言っていた。魔ま法ほうのことがチンプンカンプンなタクトからしてみれば、その事実が不安の種だった。

「いいからおまえは自分の心配してろ」

　そう言ってタクトはその場に腰を下ろして呼吸を調えた。

「ねえ、タクト。今ボクらが向かってるのってさ……」

「スサだ」

「………やっぱり」

　どうやらシェッセも先ほどの氷雀竜ラズリオンカの侵攻方向から、タクトの行く先を察していたのだろう。あの興奮した状態の氷雀竜ラズリオンカを放っておけば、スサ地区へと入っていくに違いない。あの地区は確か城じよう壁へきなどが存在していなかったはずだ。

「このままじゃ、スサの人たちが……」

　眉まゆをハの字にして、心配そうにスサの方角を見るシェッセ。タクトは水すい筒とうの水を口に含ふくみながら溜息を一つ吐いた。

「なあ、シェッセ。そういうわけでさ、ちょっとスサまで寄り道していきてえんだが」

「……え？」

「クーミェにも土産みやげを持って帰んねえといけねえしな」

　その言葉を聞いたシェッセの顔がパッと明るくなり、力強く頷うなずく。

「うん！」

「よし決まりだな」

　タクトは再びシェッセを背負い直し立ち上がった。

「ちょ、ちょっと、タクト！　だからボク自分で走れるよ」

「しっかり掴つかまってろ」

「………………うん」

　シェッセが俯うつむきながら首に手を掛かけるのを確認して、タクトは再び全力で走りだした。




　　　　※※※※




　宵よい闇やみの中をリュカはひたすら全力で走り続けた。

　四よつん這ばいになり、獣けもののように全力で地を蹴けった。

　カラカスからリデュアを迂う回かいするように駆かけ抜ぬける。

　クク族の本能は渡わたり鳥どりのように東西南北の方向感覚に優すぐれている。

　どんなに遠くへ行こうと、自らの棲すみ家かへ帰ることが出来るように、その身体は出来ていた。その本能に従したがい、リュカはサウスクインティアの方角を認にん識しきし、そこから北北西に在る北イシュアー駐屯所へ行き先を定めて、ひたすらに駆け抜けた。

　頭の中ではカティナに見せてもらった地図と、自分の本能が指し示す方角を、幾いく度ども思おもい浮うかべていく。

　カラカスの石いし畳だたみを蹴り、リデュアの森を抜け、ひたすらに疾しつ走そうする。

　リュカは自分の脚あしが機関車よりも速いことを知っている。機関車はすぐに各駅で停車してしまう。それよりもクク族である自分の脚で走り続けた方が何倍も速い。

　次し第だいに空は白み始め、日が昇のぼりはじめた。

　早朝の道行く人が、ものすごいスピードで駆け抜けていくリュカに振り返った。

　しかし振り返った時には既すでに彼女はその場にはいない。

　それほどに速くリュカは駆け続けたのだ。途と中ちゆう、帽ぼう子しをどこかで落としたことにも気づかないほどリュカは必死で走った。

　日が昇り切り、ようやく行政機関などの高い建物が目につきだす。ここまでくれば、目的地まではあと少しだ。

　綺き麗れいに舗ほ装そうされたレンガ道を駆け上がり、北イシュアー駐屯所の前にたどり着く。

　そこで門番が通行止めをしてきた。

「こらこら、ここは子供が入っちゃダメだよ。ほら、飴あめあげるから」

「あ……う……えっと……」

　人見知りなリュカは息を切らせながら、どうしていいのかわからずその場でオロオロしてしまった。

「ん、なんだい？」

「…………」

　リュカは覚悟を固めると、再び四つん這いになり、

「あ、こらっ！」

　門番の兵士の間をすり抜けた。

　すぐさま追ってこようとするも、そのリュカの走りについて来られる者はいない。

　そのままリュカは中庭をつっきり、駐屯所の中に入っていく。

　駐屯所の中にも騎士たちがいたが、闖ちん入にゆう者しやが童女であることに一瞬行動が遅おくれる。これが筋骨隆りゆう々りゆうの武器を持った大男だったりすれば迷わずみな斬りつけていたであろうが、小さな子供が飛び込んでくるなど誰も考えていないだろう。その隙すきをついてリュカは駐屯所の中を走はしり抜ける。

　――においのひとは……こっち。

　リュカの鼻はリタの匂においのする方向に向かった。

　二階への階段を駆けあがり、一番奥の部屋に跳びこむ。

「ぐぅ！」

「わあっ、驚おどろいた！」

　リュカの目の前には、ハンカチと同じ匂いのする女性が驚き飛びのいた。その隣となりには大おお柄がらの男性が立っている。以前、山中で同じような匂いの人がいたような気がする。

　二人は今出勤してきたばかりなのか、袋ふくろからパンを取りだして食べようとしていた。

「え、え？　この娘こってさ、シェッセくんのとこの」

「ああ、そうみたいだな。しかしどうして………」

　リュカは息が上がってしまっていて、何も話すことが出来ず、その場で仰あお向むけになって荒あらく呼吸を続けた。

　するとその後から、リュカを追いかけてきた兵士たちが部屋の中になだれ込んでくる。
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「ガラン様！　リタ様！　御ご無ぶ事じで!?」

　あまりの事に、ガランとリタと呼ばれた二人は、しばしポカンとしていたが、やがて男の方が、

「ああ、なんというか……とりあえず、この娘こは知り合いの子だ。心配ない。騒さわがせてすまんな」

　と言った。するとリュカを追いかけてきた兵士たちは皆みな、困こん惑わく気な顔をしながらも、不ふ承しよう不ぶ承しよう引き上げていったのだった。

　まだゼーゼーと荒く息をするリュカの元にハンカチの匂いの女性がやってくる。

「うひょう、この娘こ、近くで見ると可愛かわいいねぇ。耳触さわってもいいかな……」

「ぐぅ！」

　咄嗟にリュカは跳び起おきて、距離を取る。

「ああ、ごめんごめん。触らないよ」

　宥なだめるように彼女は手をふりふりしながら、敵意がないことを示してきた。

「んで、君はここに何しにきたのかな？　なんか急ぎみたいだったけど」

　彼女にそう言われ、リュカはカティナのメモの事を思い出した。

「あのね、これ」

　カバンの中からメモを取り出し、彼女に手て渡わたした。彼女はそのメモを見ると、急に顔を険けわしくする。隣にいた大柄の男もそのメモ覗のぞき込み、同じように緊きん張ちようした面おも持もちになった。

「………おい、リタ。これって」

「氷雀竜ラズリオンカか……結構まずいのが侵攻してきたね」

「まったく、監かん視し隊は何やってんだ……」

「それにカティナもやばそうだね……。しかもスサか……」

「機関車は使えそうにないな………馬を出すか」

「うん。とにかく、すぐに出よう」

　二人はそう言うと、すぐさま出立の準備に取り掛かる。

　とそこへ、バタンっと勢い込んで扉とびらを開け兵士が飛び込んできた。

「ガラン様！　リタ様！　出動要よう請せいです！　上位二等種ドラゴンがスサの谷の方角からこちらに向かって……」

「ああ、知ってるよ」

「おっそいよー、君たち。この娘こからもう聞いてるよ」

「へ？　あ、し、失礼しました！」

　恐きよう縮しゆくする兵士を尻しり目めにガランと呼ばれた男が、息を切らせてその場にちょこんと座すわっていたリュカを冷蔵庫ごと摘つまみあげて背に乗せた。

「ずいぶんとがんばって来てくれたようだな。騎き士し団だんを代表して礼を言わせてもらう。ありがとう」

「ぐぅ」

「名はなんという？」

「えっと……りゅか」

「エットリュカか。珍しい名だ」

　と言ってガランは豪ごう快かいに笑った。リュカは首をブンブン振ふって訂正しようとしたが、二人は自分を連れて、颯さつ爽そうと騎士団庁舎を飛び出していった。




　　　　◇◇◇◇




　カティナはカラカスの馬ば場ば駅えき舎しやで馬を借り受けると、全力でスサへと向かった。

　スサは方々が岩山ばかりの、枯かれ果はてた土地だった。カティナが幼いころに見た光景と変わらず、僅わずかな水を共有しあい、谷の隙すき間まに多くの集落が犇ひしめきあっていた。吊つり家やと呼ばれる谷に掛けられた家々は、ドラゴンや害がい獣じゆうから身を守るための建築様式。昔と何一つ変わらない。

　カティナは急ぎ馬を降り、一番近くの集落へと入っていく。

　すると突とつ然ぜん現れた王立魔ま法ほう騎き士し団だんに、村の者たちが物珍しそうに集まってきた。

　集まってきた村民にカティナははやる気持ちを抑えて問う。

「ここの長おさは？　この集落の長はいませんか？」

　すると、しばらくして粗末な服に身を包んだ老人が現れ、水をカティナに差し出した。

「どうされました、そんなに急いで？　とにかく、気を落ち着けなされ」

「すみません」

　カティナは水の入った椀わんを受け取ると、一気に飲み干した。走り続け、夜通し馬で駆けてきたカティナにとって、喉のどの潤うるおいは少なからずその焦あせる気持ちを落ち着けてくれた。

「落ち着きましたかな？　さて、王立魔法騎士団の方とお見受けしますが、いかがされました？」

「この谷に、氷雀竜ラズリオンカが迫っている。すぐに退避を」

　カティナがそう言うと、老人はそのまま押おし黙だまってしまった。カティナは焦じれて再度口を開く。

「さあ、早く！　急いで下の集落へも知らせないと！」

「その必要はありますまい。伝令は我々で仰おおせつかりましょう。この村が一番北になります。襲われるとすれば、まずこの村から。次に下の村へ次々にやられていくことになりましょうな」

「そうです、ですから避難を早急にお願いします。ひとまず私が前ぜん衛えいで迎むかえ撃うちます。でき得る限り時間を稼ぎます。ですから……」

「騎士の方」

　まったくと言っていいほど動じぬ老人は、落ち着いた表情でカティナを見み据すえた。

「我々は逃げたりはしません」

「……なにを」

「我々が逃げれば下の村は、どうなりましょう？」

「……ドラゴンに襲われます」

「左さ様よう。ですから、我々は逃げません。下の村の者もまた同じように考えるでしょう。更さらに下の村の者も。我々が逃げ出せば、他のセントウッドの民がドラゴンに襲われることになる、そう考えます。ですから、逃げません」

　カティナはその場に膝ひざをつき、声を上げた。

「お願いします！　逃げてください！　この村はきっと守ってみます！　私が守ってみせます！　だから………」

　周りに人だかりができ始めていた。

　王立魔法騎士団の騎士が膝をついていることに、何事かと人々が集まってきたのだ。

「みなさん、聞いて下さい！　今こちらに向かって氷雀竜ラズリオンカが侵しん攻こうしてきています！　急いで下の村へ退避してください！　そして下の村にも非難を促してください！　みなで逃げれば、きっと助かります！」

　必死で声を上げるカティナに、人々は誰一人動こうとはしなかった。いくら『無欲』と『献けん身しん』を宗しゆう旨しとするスサの民とはいえ、これはおかしい。

　戦いを好まぬスサの民は、岩石砂漠に身を置き、遠い昔からひっそりと他の部族とは寄より添そわずに生きてきた。それでもこんなに無む碍げに命を捨てようとするスサの民はいない。幼い日々をこの谷で過ごしたカティナだからこそ、それがわかった。

　いったいどうして彼かれらは逃げようとしてくれないのだろう。

　カティナが困惑を露あらわにすると、それを見た老人は、ポツリと呟つぶやくように言った。

「騎士様。ひとつこんな話をしましょう」

　老人は遠い目をしてカティナを見た。カティナの後ろに横たわる遠い何かを見るように。

「我々の村を生かすために、売られていった少女のお話です」

　カティナはその言葉に目を見張った。

「旱かん魃ばつで村から幾人もの人ひと死じにが出そうな年がありましての……その時、一人のスサの少女が、自らの身を捧ささげました。イシュアーの大家に買われていくことを望んだのです。どんなに我々の宗旨が『無欲』と『献身』であったとしても、そうできることではありますまい。幼い少女は両親と二度と会うことを固く禁じられ、生涯をすごさねばならないのです。ならば、我々はその少女の守った街を、命がけで守らねばなりますまい」

　その時カティナは視界が急にぼんやりとし始めた。

　おそらく先ほどの水に薬が盛られていたのだ。

　薄うすれゆく意識の中、老人はやさしく微ほほ笑えみかける。

「………すまんかったの、カティナ」

　そのまま、カティナはゆっくりとその場に倒たおれ伏ふした。







第四章　氷雀竜ラズリオンカの南侵







　リタ・シュルツは自みずからが乗る馬にリュカを乗せ、ガランと共に北上していく。

　リタの腕の中で、馬に揺ゆられながらリュカがすーすーと寝ね息いきを立てている。夜通しカラカスから冷蔵庫を背せ負おって走ってきたのだそうだ。

　体力や腕力に優れたクク族とはいえ、容易にできることではない。

　今は到着まで眠らせてあげようと、リタは思いながら前方に目を移す。

　イシュアー地区の林道を抜けると、視界が一気に開ける。ここからは草原がひたすら広がり、北へ行くにつれ緑が減っていく。そして次第に岩石砂漠が散見しだした。

　もうイシュアーとスサの区境を越こしただろうか。

　高低差のある谷の間を抜け、谷に棲すむスサの民の集落をいくつも抜けていく。

　北へ、北へ、ひたすら北へ。

　おそらく翼よく竜りゆうではない氷雀竜ラズリオンカがスサへ入ろうとするのなら、最さい北ほく端たんの谷からに違ちがいない。

　そう考えて、いくつかの集落を通り過ぎたころ、突然目を覚ましたリュカが鼻をひくひくとさせた。

「どしたの？」

「におい」

「ん？」

「てがみのひとの、においがする」

「え、カティナってこと」

　驚きリタが聞き返すとリュカはコクリと頷うなずいた。急いでガランに呼びかけ、馬を止める。

　よく見るとその集落には人の気配がなかった。谷に掛けられた吊つり家やと呼ばれる独特の建築様式の家々が目に留まるものの、その中に人がいる気配はない。

　リュカがぴょんっと馬を飛び降りると、掛けられた梯はし子ごを上り、そのうちの一いつ軒けんに入って行った。急ぎリタとガランもその後を追う。

　家に施せ錠じようはされていなかった。そして中に入ると、カティナ・イシュルダールがベッドに寝かされていたのである。

「カティナ！」

　リタは声を上げ、駆け寄るとカティナを揺ゆり起おこす。

「……うぅ」

　小さく呻うめきカティナがうっすら目を開け、そのまま勢いよく起き上がる。

「リタさん!?　ここは!?」

「スサの集落だよ。この娘こがカティナがいるって言ったから、来てみたらベッドに寝かされてたってわけ」

　そう言ってリタはリュカを見た。リュカは頭を掻かきながら「ぐぅ」と小さくつぶやく。

　すると隣にいたガランが不思議そうに質問を投げかけた。

「しかしどうしてこんなところにいたんだ？」

　するとカティナはハッとして狼ろう狽ばいを露わにした。

「スサの民たみを……みんなが……みんなが、死んじゃう」

「どうしたの？　どういうこと？」

「みんな、私を守るために……」

　そこから端たん的てきにカティナが説明した内容によるとこういうことだった。

　この集落の者はカティナを眠らせ、おそらくは全滅覚悟で氷雀竜ラズリオンカとの決戦に行ったということだった。

　もしそうだとすれば、もう戦いの火ひ蓋ぶたは切られているに違いない。

　勿もち論ろん氷雀竜ラズリオンカは騎き士しでもない一いつ般ぱん住民が戦って勝てる相手ではなかった。

「急ごう！」

　リタはそう言って薬でふらつくカティナを起こすとスサの集落を出た。

　北へ進むと谷が開けてくる。その先から何かの雄たけびが聞こえて来た。

「おい、リタあれは……」

　ガランの呼びかけにリタは頷うなずき返す。間ま違ちがいなく氷雀竜ラズリオンカ。以前ガランと共に北方にいた時に、一度倒したことがあった。しかしあの時は１匹ぴきだけだったが、いまリタの耳に聞こえた雄たけびは複数。

　馬を走らせ視界で捉とらえた先に、各おの々おの粗そ末まつな武器を抱かかえ応戦しようとしているスサの民の姿が目に入ってきた。

　――よし、まだ始まったばかりだ……被害は少ない。

　目に入った村民たちの先には２匹のドラゴンの姿があった。

　雉きじや鶏にわとりのようなシルエットの氷雀竜ラズリオンカ。８メートルはある巨体の背にはシャンデリアのような羽が乗っている。翼竜の一種と間違われやすいが、その背にある物は羽ではない。すべてが氷の礫つぶて。攻こう撃げきのためにのみ存在する氷の塊かたまりなのだ。

　氷雀竜ラズリオンカを前に、馬から飛び降りたガランが大声を上げる。

「ドラゴン退治に素しろ人うとはいらねえ！」

　すぐさまそれにリタが続く。

「命を張るは、騎士の運命みち！」

「猛たけりの勇士は幾いく万まんと！」

「選ばれし我らは王都の先せん鋭えい！」

「聞きたいならば教えてやろう！」

「「我ら王立魔法騎士団、竜りゆう伐ばつ騎き士し隊たい!!」」

　ガランの背から六ろつ鹿か戦せん斧ぷが唸うなる。

「黒竜伐騎士！　ガラン・ストラヴィンスキー！」

　リタの腰から両もろ刃は銀ぎん零れいが舞う。

「青竜伐騎士！　リタ・シュルツ！」

　名乗りを上げ、武器を構える二人の姿に、今にも激突せんとしていたスサの民と氷雀竜ラズリオンカが同時に動きを止めた。

「下がれ！　ここからは竜伐騎士の仕事だ！　武器を持つ者はすぐにこの場から引け！」

　ガランの猛り狂った獣のような声に、その場にいる者たちが一斉に引いた。

　その中へとガランは六ろつ鹿か戦せん斧ぷを掲かかげて突っ込んでいく。

「カティナ！　住民の退たい避ひを急げ！」

「はい！」

　すぐさまガランの後に続いたリタは、ものすごいスピードで彼の脇わきを駆け抜ける。

「とりあえず、そこまでの時間位なら稼ぐからっさ！」

　目にも止まらぬ速さで、リタの剣けんが氷雀竜ラズリオンカの脚先を薙なぐ。

　突然の猛攻に氷雀竜ラズリオンカが咆ほえる。

　すぐさまカティナが避難誘導に掛かった。

「すみやかに退避してください！」

　しかしすぐには動こうとしない住民たち。

「あなた方がいては、竜伐騎士が戦えないんだ！　邪じや魔まをするなっ！　すぐに下がりなさいっ！」

　その厳きびしい言葉を耳にしながら、リタはほんの少し笑いを漏もらした。

　――カティナ、さすが。

　ここまで言わねばきっと村民たちは下がりはしないだろう。そうまでしてカティナを守ろうとしたのだから。

　すると六ろつ鹿か戦せん斧ぷを振りかぶったガランが、リタの後方から突進をしてくる。

「だりゃあああ！」

　巨きよ大だいな氷雀竜ラズリオンカの足目がけて六ろつ鹿か戦せん斧ぷを放つ。素早い氷雀竜ラズリオンカは、すぐさまそれを回かい避ひすると、嘴くちばしのように突つき出た口でガランを捕とらえようとする。

　その顔面目がけ、リタの両もろ刃は銀ぎん零れいが炸さく裂れつ。一撃で仕留められないことは承知していたが、氷雀竜ラズリオンカはその場でたたらを踏んだ。しかし相手は１匹ではない。すぐさまそれをフォローするかのように、もう１匹の氷雀竜ラズリオンカがガランとリタにその牙きばを向ける。

　――囲まれたら終わる！

　リタはすぐさま、氷雀竜ラズリオンカの足元をすり抜け攻撃を回避。ガランも相手の胴腹に六ろつ鹿か戦せん斧ぷを叩たたき込み、怯んだ間かん隙げきを縫ぬって群れる氷雀竜ラズリオンカから抜け出す。しかし氷雀竜ラズリオンカの動きも速い。

　すぐに連携した動きをみせ、取り囲まんとする。

　そこへ後方からカティナの練成法撃が放たれた。

　目くらましとしては申し分ない。次々に放たれるカティナの練成法撃。直撃はしないまでも、その音の派手さと放つ光に氷雀竜ラズリオンカの足並みは乱れる。

　――よっしゃ、いっちょ、やったるかね。

　とリタは、両もろ刃は銀ぎん零れいに語りかける。

「行くよ、両もろ刃は銀ぎん零れい」

『参りましょう』

　声が耳に響ひびき渡る。そこからリタの動きが一気に加速した。群がろうとする２匹の氷雀竜ラズリオンカの脚に、腹に、顔に次々に連撃を浴びせかける。

　しかし両もろ刃は銀ぎん零れいはスピードこそ特化しているものの、攻撃力としては心もとない。それを補おぎなうかのように、ガランの六ろつ鹿か戦せん斧ぷが唸うなりを上げ、怯ひるんだ氷雀竜ラズリオンカに叩きこまれる。

　その時だった。ガランが大声を上げた。

「リタ！　横だ！」

　その声に反応したリタがすぐに真横からくる氷雀竜ラズリオンカの脚を回避しようと転がる。が、それを先読みした別の氷雀竜ラズリオンカの脚が追撃を加えてきた。

　――避よけきれない！

　そう思った時、真上から迫せまる氷雀竜ラズリオンカの顔面目がけ、大岩がぶつかり砕くだけ散ちった。氷雀竜ラズリオンカは脳のう震しん盪とうでも起こしたかのように頭をフラフラと酩めい酊ていさせる。

　すぐさま距きよ離りを取り、岩が飛んできた方向を確かく認にんすると、

「ぐぅ！」

　なんと小こ柄がらなリュカが、身体からだに見合わない大きさの岩を持ち上げては、氷雀竜ラズリオンカ目がけてポイポイと投げていたのである。

　クク族の腕わん力りよくはすごいということは知っていたものの、あんな童女が、とリタは驚いた。

「ありがと、リュカ！」

　と言うとリュカも「ぐぅ」と返答しながら尚なおも後方から岩で氷雀竜ラズリオンカをかく乱してくれた。

　――こりゃ戦いやすい。

　集団戦せん闘とうを得意とする騎士にとって、後方からのかく乱が充実していれば、前衛はかなり戦いやすくなる。このまま押し切りたい、そう思いながら更に両もろ刃は銀ぎん零れいの刃やいばを浴びせかけていった。

　ガランとリタ、更さらに後方からのカティナとリュカ。双方の連携が着実に相手にダメージを蓄積していく。

　――急げ、急げ！

　リタは両もろ刃は銀ぎん零れいを確実に氷雀竜ラズリオンカの首に浴びせかけながら、僅わずかに焦あせりを感じた。

　急がないと氷雀竜ラズリオンカの攻撃は、脚と口の近接戦闘から、第二段階へと移行する。それは背にある氷の礫つぶてを全方向に照射するという性質たちの悪いものだ。

　その第二段階に移る前に、首を落とすなどして決着をつけるのが常勝の手段だった。

　しかし普ふ通つうなら１匹で行動する氷雀竜ラズリオンカが、今は２匹いる。

　そのために段取りが幾いく分ぶん狂い、時間を大きくロスしている。

「ガラン、そこ！」

　リタが開いた氷雀竜ラズリオンカの隙すきをついてガランの六ろつ鹿か戦せん斧ぷが唸うなりを上げる。

　しかし全力で狙いを定め六ろつ鹿か戦せん斧ぷを氷雀竜ラズリオンカの首へ叩き込まんとするガランに、別の氷雀竜ラズリオンカの頭突きが炸さく裂れつ。

「がああああ！」

　ガランの身体が吹き飛ばされ、岩にぶつかる。

「ガラン！」

「大丈夫だ！」

　咄とつ嗟さに受け身を取ってダメージは軽減させたのか、ガランはすぐさま起き上がると、再び武器を構えて突進をかける。リタもガランが止とどめを刺さすために、タイミングを計ってその隙すきを造りださんとする。

　が、急に氷雀竜ラズリオンカは動きを止め、２匹が交こう互ごに重なり陣形を作る。

　――まずい！

　リタがそう思った瞬しゆん間かんに、氷雀竜ラズリオンカの背から氷の礫つぶてが辺り一面へと放たれた。

　すぐさま距離を取り、両もろ刃は銀ぎん零れいでそれを受ける。

　ガランが六ろつ鹿か戦せん斧ぷの風圧で叩き落とす。

　それでも留とどまることを知らない氷雀竜ラズリオンカの氷ひよう礫れきの嵐あらし。

　後方のカティナがリュカを庇かばいながら、魔ま力りよく障しよう壁へきを張ってどうにかそれを防ぐ。

　次第に後退していくリタとガラン。

「ちょっと、ガラン。早くない？」

「なにがだ？」

「氷雀竜ラズリオンカってこんな早く第二段階に行くもんだっけ？」

「わからん！　わからんが、なっちまったもんは仕方あるまい」

「そっだけどさー！」

　でき得ることなら第二段階に移行する前に首を落としたかった。

　しかし想像以上に氷雀竜ラズリオンカの第二段階への移行が早かったのだ。しかも今目の前にいるのは２匹の氷雀竜ラズリオンカ。おのずと氷ひよう礫れきの数は２倍になる。そうなると、リタの剣速を以もつてしても防ぐのが精いっぱい。

　そしてこうなってしまった氷雀竜ラズリオンカは、相手が倒れるまでこの攻撃を止やめようとはしない。

　――どうすれば……。

　幾つもの思考が頭の中を駆け巡る。無理に突とつ貫かんすれば、氷ひよう礫れきの餌え食じき。このまま防ぎ続けても体力の差でいずれこちらが負ける。

　思考の隙すき間まを縫ぬうかのように、氷雀竜ラズリオンカの氷ひよう礫れきがリタの身体を襲おそう。ナイフのように鋭するどい氷礫が身体のあちこちを掠かすめる。その度たびに血が滲にじみ、遅れて痛みが湧わく。

　ガランがリタをフォローするように前に出てきて六ろつ鹿か戦せん斧ぷの風圧で礫つぶてを叩き落とすものの、彼も体中から血が噴き出していた。

「あんた、前に出てきたら……」

「うるさい！　お前ひとりに任せていられるか」

「……ったく！」

　二人で叩き落し続けるも、このまま行けば確実にやられる。

　その時だった。

　頭上から声が降り注いだ。

「なんだ。旨うまそうなのが２匹も揃そろってんじゃねえか」

　知っている声だった。まるでその状じよう況きようを喜んでいるかのような声の主、それは……。

「「肉屋!?」」

「おうおう、竜伐騎士が二人も揃ってなんてザマだ」

　すると今度は肉屋の背から、幼い少女が顔を出す。

「カティナ！　助けに来たよ！」

「シェッセ!?」

　その姿にカティナが喜びと驚きをない交ぜにしたような声を上げた。

「おい、リュカ！　狩かりの準備だ！」

「ぐぅ！」

　するとリュカは冷蔵庫を背から降ろしふたを開けた。

「うらああああああ！」

　掛け声ごえとともに肉屋とシェッセが一いつ斉せいに谷を駆けおりてきた。




　シェッセは腰こしにある脇わき差ざしを抜き放つと同時に、氷雀竜ラズリオンカの放つ氷ひよう礫れきを弾はじき返かえす。

　タクトが鉄パイプを引き抜き、

「リュカ！　雷らい火かの種たね！」

「ぐぅ！」

　リュカが冷蔵庫の中から、胡桃くるみのようなものを取り出すと同時に、氷雀竜ラズリオンカへと向かって投とう擲てきする。同時に爆発が起こり煙を上げる。

　ダメージは大したことはない。しかし、炸裂音と煙に氷雀竜ラズリオンカの連携が乱れた。

「今だ！」

　その隙すきをついて、一気にシェッセとタクトはドラゴンとの距離を縮ちぢめる。

　氷ひよう礫れきの死角となる腹の下目がけ二人は走り込んでいく。しかしそれを阻そ止しせんと氷雀竜ラズリオンカの氷礫はシェッセとタクト目がけ一いつ極きよく集中した。それを二人は絶ぜつ妙みようのコンビネーションでギリギリまで引き付けて器用に回避。

　――このまま距離を縮める！

　そう思った瞬間、シェッセの身体の中を、あの痛みが駆け抜けた。

「あがぁ！」

　突然の激痛が身体の中をのたうつ。シェッセはそのまま転倒した。

「シェッセ！」

　すぐさまタクトがシェッセを抱えおこし、後方へ跳とぶ。

　以前よりも大きな激痛に、シェッセは返事をすることもできなかった。

　そこに追い打ちをかけるように、氷雀竜ラズリオンカの氷礫がその場に降り注ぐ。シェッセを抱えたタクトは、咄とつ嗟さに背を向け、一身にその礫つぶてを受けた。

「っ!!」

「……タクト」

「これくらい何でもねえ！」

　タクトは歯を食いしばりながらそう言った。タクトは鉄パイプで、更に飛んでくる氷ひよう礫れきを叩き落としながらシェッセ抱えて距離を取る。

　シェッセは身体中を走る痛みを抑おさえこみ、うっすら目を開いた。

「タクト、ボクは大だい丈じよう夫ぶだから」

「おまえ、でも……」

「……痛いだけ……だから……これくらい耐たえられる。それより、氷雀竜ラズリオンカを……倒さなきゃ」

　そう言ってシェッセは歯を食いしばり、笑え顔がおを作った。

「行こう、タクト！　ボクはこんな痛みに負けるような、そんな生き方はしていない！」

　そう言い放ったシェッセに、タクトは苦笑いをしながら溜息を吐ついた。

「………わーったよ。それなら、一いつ瞬しゆんで片をつけてやろうぜ」

「うん！」

　返事をしたシェッセの身体が急にふわりと浮いた。タクトがシェッセを脇に抱え込んで走り出したのだ。

「わわわ、だ、だから、ひとりでも大丈夫だって！」

「いいから、黙って抱えられてろ。氷雀竜ラズリオンカを一撃で倒すにはこの方法しかねえ」

「………どうやって倒すの!?」

「氷雀竜ラズリオンカの背中にある氷の塊、見えるな？」

　そう言われシェッセが氷雀竜ラズリオンカの背に目を移す。確かに氷の塊の前方のあたりにうっすら緑色の丸い塊が見えた。

「うん」

「あの背の氷の塊の真ん中に、緑色のまるっこいのが見えるだろ。あれが氷雀竜ラズリオンカの核だ。あれを粉ふん砕さいすれば氷雀竜ラズリオンカは一撃で仕留められる」

「で、でも、かなり氷の壁が厚いよ」

　そう、巨大な背にある氷の塊に阻まれて、シェッセの脇わき差ざしはもちろん通りっこない。

「よく見ろ。氷雀竜ラズリオンカの核は前の方についてんだろ」

　タクトの言う通り頭に近い部分にある。あの部分なら、氷の壁も薄うすいはずだ。

「でも、首と氷の間なんて狭せまいとこ……」

「今のおまえなら潜もぐりこめるだろ」

「あっ!?」

　そう、小さい身体のシェッセならば、あの首と背の氷の隙すき間まに跳とびこめる。

「そこまでは俺おれが守ってやる」

「うん！」

　前方で叫さけび声を上げながら、氷ひよう礫れきを放ち続ける氷雀竜ラズリオンカ。

　リタとガランの元に到とう着ちやくするとタクトが二人に加勢を頼んだ。

「すまねえが、あいつらに近づかなきゃなんねえ。力を貸してもらえるか？」

　リタとガランは、なにを当たり前のことをと言わんばかりに笑う。

「よっしゃ、じゃあシェッセくんたちのフォローは任せといて」

「どれ、やってみるか」

　そう言ったと同時に二人はすぐさま走りだす。すると氷雀竜ラズリオンカの注意はそちらに向けられた。氷の礫はリタとガランに集中する。

「行くぞ、シェッセ！」

「うん！」

　同時にタクトとシェッセも二人とは逆の方向に走り出す。

　勿もち論ろん、氷雀竜ラズリオンカがそれを見逃すはずはない。しかし二手に分散された攻撃を弾はじくのはたやすい。更さらに遠方からカティナの練れん成せい法ほう撃げきが。そしてリュカの岩石が投とう擲てきされる。

　２匹の氷雀竜ラズリオンカの意識は、方々へと分散。

　その間隙を縫ぬって、タクトとシェッセは一気に距離を詰めた。

「シェッセ！　行くぞ！」

「うん！」

　タクトの声に、シェッセはすぐさまタクトの肩かたを強く掴つかむ。それを見計らって、タクトは屈くつ伸しんするようにかがみ込み、高く跳ちよう躍やくする。

　２匹の氷雀竜ラズリオンカのうち、１匹の巨大な眼めがこちらをギラリと睨にらむ。

　その眼に向かってタクトはナイフを投とう擲てき。

　思わず目を瞑つむる氷雀竜ラズリオンカの背に向かって、シェッセを投げる。クルリと一回転して、シェッセは氷雀竜ラズリオンカの背に乗り、巨大な氷のシャンデリア目がけ脇わき差ざしで全力の突きを放つ。

　刃やいばは氷の塊を砕くだき、中心にある核に到とう達たつ。

　と同時に氷雀竜ラズリオンカの背にある氷が弾け散り、雪の結晶のように辺りに降り注いだ。

「よっしゃ！　まずは一匹だ！」

「うん！」

　シェッセが氷雀竜ラズリオンカの背から跳とぶと、それをタクトがヒョイっとキャッチして、もう一匹の氷雀竜ラズリオンカの死角である腹の下に潜り込む。

　ここで氷雀竜ラズリオンカの腹に斬きり付つけるようなことをタクトはしない。シェッセにも、それはよくわかっていた。大切な食べるための肉を、簡単に傷つけるような真ま似ねはしないのだ。

　しかし氷雀竜ラズリオンカも、自分の真下に入ってきた獲え物ものを逃そうとはしなかった。

　すぐさま鋭い脚あし爪づめが二人を捕とらえんとする。

　クルッとそれを回避して、タクトの鉄パイプが唸うなり相手の足を強打する。

　しかしそんな攻撃で怯ひるむ氷雀竜ラズリオンカではない。威い嚇かくするように雄おたけびを上げながら、両脚が次々に攻撃を繰り出す。

　と、そんな氷雀竜ラズリオンカの頭に向かって、雷火の種の爆音と、練成法撃が降り注そそいだ。

　リュカとカティナが挟はさみ撃うちで援護をしてきたのだ。

　氷雀竜ラズリオンカが一瞬の怯ひるみを見せた。その隙すきをついてタクトが氷雀竜ラズリオンカの脇へと転がり出る。

「そりゃあ！　行け、シェッセ！」

　タクトの強きよう靭じんな腕うでがシェッセを氷雀竜ラズリオンカの背に向かって投げ飛ばす。シェッセはその力を受け、氷雀竜ラズリオンカの背に到達し、振ふりかぶる。

　脇わき差ざしを氷の塊に突き立てる。

　その瞬間、シェッセの身体の中を更さらに激しい痛みが襲った。

「ぅっく！」

　身体の痛みに気を取られたその一瞬、踏ふみ込みが甘あまくなった。

　脇差の刃が氷雀竜ラズリオンカの核に届く寸前で止まってしまったのだ。

「くっ！」

　押し込もうとするが、あと一歩力が足りない。

「このおおおおお！」

　込める力と、駆かけ抜ぬける痛みが拮きつ抗こうし、それ以上刃を押し込むことが出来ない。

　――後……少し……。

　そんなシェッセの手にタクトの手が添そえられた。

「……タクト」

　氷ひよう礫れきを受けながら、タクトが氷雀竜ラズリオンカの首に掴つかまって登ってきたのだ。

「足りない分は俺に預けろ」

「……うん！」

　シェッセとタクトの手は脇差に同時に力を込める。グッと押し込まれた刃は、氷雀竜ラズリオンカの核へと達し、背の氷の塊は粉々に砕け散った。




　氷雀竜ラズリオンカを討伐後、シェッセは自分の身体の痛みがだいぶ引いていることに気が付いた。

　タクトとリュカは２匹の氷雀竜ラズリオンカを早々に解体し、冷蔵庫に収め一息つく。

　ふとカティナに持って帰っていいのか尋たずねると、

「今、私は騎士としての権限を全すべて剥はく奪だつされている。彼に何か求める権利はないんだ」
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　と言った。事情は話せないらしいが、何かあったらしい。

　解体作業を終えたリュカが冷蔵庫を背負って、タクトとシェッセの元にやってきてモジモジとしながら話し出した。

「あのね……おにくを、もってかえらないと、いけないので………」

　話を聞くと氷雀竜ラズリオンカは鮮せん度どが落ちやすいのだそうだ。喩たとえ冷蔵庫の中に入れているとはいえ、早く加工をしなければどんどん悪くなっていくらしい。なのでリュカは、このまま一度サウスクインティアに戻もどるというのだ。

　それを聞いたタクトは少し困ったように頭を掻かいた。

「なら、仕方ねえな。一回戻るか……」

　するとリュカは首を横に振ふって、タクトを見る。

「たくとは、いってきて。いえには、りゅかひとりでも、かえれるから」

　すると助け船を出すように、カティナがやって来てリュカの頭を撫なでた。

「それなら私が送って行こう。この娘こには世話になったからね」

「ぐぅ」

　そういうことで、カティナたちがリュカをサウスクインティアへ送り届けてくれることになった。

　しかしその前にやるべきことがあった。

　他でもない、シェッセの身体の中にある呪のろい、返へん年ねん絡らく寿じゆと痛つう覚かく盤はん枷かの解呪である。

　カティナが精せい網もう眼がんを自みずからの眼に練成すると、丁てい寧ねいにシェッセの身体の中にある痛つう覚かく盤はん枷かの周期性を診みていく。

　痛つう覚かく盤はん枷かの周期を割り出したカティナは、時間を置いてシェッセの痛みが一番引いた時を見計らい解呪を執とり行うことになった。

　スサの集落で部屋を借り、タクトがナイフを取り出し親指に傷をつけた。ゆっくり血が滲にじみだし、それを手て拭ぬぐいに吸わせる。

　充じゆう分ぶんに吸わせたところでタクトは、それをシェッセに差し出した。

「おい、シェッセいきなり触んなよ。この場で元に戻って全ぜん裸らになっても知らねえぞ」

「そ、その時は……タクトが責任とってね」

「な……そ、それはどう責任を取れと……」

「い、いや、別に、そういうことじゃなくて！」

「そういうことってどういうことだ？」

「だから、その、およ……いや！　ち、違うよ！　何を言わせるんだよ！」

「な、何も言わせてねえだろ！」

　するとカティナがゴホンと咳せきをしながら横から入ってきた。

「そうならないように私が預かろう」

　そう言ってタクトの手から手拭いを取った。タクトは急いで付け足すように、

「おい、あんま一気につけるなよ。そしたら大変なことになるんだから」

「わかった、気を付けよう。さあ、シェッセ。隣となりの部屋へ行こう」

　とシェッセを連れ立って隣の部屋へと行き、鍵かぎをしっかりと閉める。

「よし、じゃあシェッセ。こっちの服に着替えて、解呪しよう」

「うん」

　その時、カティナは何かハッとしたような顔になった。どうしたのか気になったシェッセがよく見ると、カティナのペンダントに罅ひびが入っていたのだ。

「どうしたの？」

「ん？　いや、なんでもない。とにかく、はやくその呪いを解こう。またシェッセを痛みが襲ってもいけないからね」

「う、うん」

　シェッセは急いでブカブカの自分の制服に着替え、準備を整えた。

「よし、これで大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃあ、解くぞ」

　そう言ってカティナはほんの少しシェッセの手の甲に、タクトの血を触ふれさせた。

「………っ」

　僅わずかに痛みが走り、それからシェッセの身体の中を大量の熱が駆け巡めぐっていく。

　シェッセの裡うちにある蟠わだかまった呪いの欠片が、崩くずれ去っていく。そしてシェッセの身体を光が包み、女児の身体は、元の16歳さいの姿へと戻っていった。

　ようやく元の身体に戻ったシェッセは、衣服のずれを直しながら立ち上がった。

　なんだかこの視界から世界を見るのは久しぶりだ。

「ありがとうカティナ。やっと元に戻れた」

「うん、シェッセはやはりその方がいいようだな」

「うん」

　心底安心したような顔をするカティナ。

　しかしその顔が、ほんの少し寂さみしそうに見えたのは気のせいだろうか？




　　　　◇◇◇◇




　一連の作業や確認を終え、カティナはシェッセとタクトの背を見送った。もうシェッセに対する監かん視しはいらないだろう。そう思いながら、カティナは壊こわれてしまったペンダントを見た。魔力の練成精度を高める強化魔ま法ほう製品だった。ミキハラタクトの血に僅わずかに触れてしまったあの時、カティナの身に着けるそれが崩ほう壊かいした。

　そのことを考えていると、リタとガランがやってきた。

「ねえ、カティナ。今回の事ってさ………」

　カティナの表情に何かを察さつするところがあったのだろう。リタは言いづらそうに言葉を選んでいる。なのでカティナは焦じらさずその結論だけを端的に口にした。

「ええ、おそらくですが……私は騎士の称号を剥はく奪だつされるでしょう」

　するとガランが驚おどろいたように口を開いた。

「おい、どういうことだ」

　それでもカティナは落ち着いた心持ちで事実だけを口にしていく。

「ウィリー様の命令を無視しました」

「命令ってなに？」

「………スサを見捨てろと」

　その内容にリタもガランもただ言葉を失った。

「私にはそんなことは出来ません。だからでき得る限りのことをしようとしました。リタさんとガランさんは、事情を知らなかったので、お咎とがめを受けることはないでしょう」

　何より黒竜伐騎士ガランと青竜伐騎士リタという大きな戦力を、騎き士し団だんは決して手離したりはしない。するならカティナにすべての責任を押おし付ける。これが全てを丸く収める最良の策に他ほかならない、とカティナは思った。

　するとリタが首を横に振った。

「あたしたちのことは心配ないよ。こっちは騎士団からの出動要よう請せいが発はつ布ぷされてたし」

「え？　それはどこから？」

「あのククの娘こが来てすぐに飛び出してきちゃったから、その辺は確認してないけど、こっちにはどこかから情報が回って来てたみたいだね」

　カティナはその事実を訝いぶかしんだ。あの時、確かにウィリーの手て筈はずで情報が規制されていたはずだ。それにも拘かかわらず、ガランとリタに出動の要請が掛かかった。

「…………!?」

　――いや、もっと早く二人は動いていた。シェッセたちが出立するよりも前に……。

　カティナの持つ情報の中にささくれ立つような齟そ齬ごが生まれていく。しかしその正体が掴つかめず彼かの女じよはただ沈ちん黙もくした。

　と、そんなカティナの姿を見ていたリタが、先ほどの話に憤ふん慨がいしたような顔をする。

「でもカティナがそれで罰せられるのはおかしいよ！」

「ああそうだ。市民を守って罰せられるなんて、そんな法があってたまるか」

　リタもガランも憤いきどおりを隠かくそうとはしなかった。

「はい、私もそう思います。でも、もし騎士団を去ることになろうとも、確認すべきことをしなければなりません。事と次し第だいによっては……この事態はただ事では済まされない可能性がありますので……」

「どういうこと？」

　リタの問いに答えられず、カティナはただジッと血の付いた手拭いを見つめていた。

　するとそこへ、集落の長がやってきた。カティナに薬を盛ったあの老人だ。

　しかしカティナとて、その行こう為いを咎とがめようなどとは思っていなかった。お互たがい言葉もなく、ただ無言の間が続いた。その沈黙を破ったのはリュカだった。

「おなじ、においのひとがいるよ」

「え？」

　そう言ってリュカが指さした先に、カティナは思わず込み上げてくるものがあった。

「あのひとたち、おなじにおいだよ」

　遠く人々の陰かげから見守る男女の姿。

　――……父さん……母さん。

　二度と会うことを禁じられた両親の姿があった。二人は肩を寄せ合い、口を一文字に結び何かに耐たえるようにこちらをジッと見つめていた。

　何も言えなかった。近くに行くことなど許される筈はずがない。言葉を交わすことなどもっての外ほかだ。それがイシュルダール家とリズベル家の間で取とり交かわされた約やく定じようなのだ。

　カティナは唇くちびるを噛かみしめ、その男女に背を向けた。

　決して今の顔を見られたくなかった。命令を無視し、騎士である立場を追われるであろう、この惨みじめな姿を。もう二度と会うこともないであろう父と母の最後の記き憶おくに残る娘の姿が、こんなにも無様であることに、とても耐たえられなかった。

　その時だった。脇にいたリタが背筋を伸のばし高らかと声を上げた。

「ここにいる騎士は、王立魔ま法ほう騎き士し団だん内務部、特別監察官士カティナ・イシュルダールだ！」

　するとそれにガランが続く。

「王都始まって以来の秀才にして、ノルフ王国の命運を背負う、若き俊しゆん英えい！」

　まるでいつもの名乗りを上げるかの如ごとく、二人は高らかと歌い上げるように続ける。

「ドラゴンの跋ばつ扈こする暗雲たる時代にも屈くつせず！」

「天地開かい闢びやくよりの悲願を遂とげる為ため！」

「人の世の平穏を守り、安あん寧ねいを収める為！」

「日夜を問わず、昼夜を問わず、戦い続ける！」

「「王都の民たみはよく覚えておけ！　それが、王立魔法騎士団、特別監察官士カティナ・イシュルダールである！」」

　二人は恥ずかしげもなく、過大なほどにカティナを褒ほめ称たたえんと声を上げた。

　遠く人ひと影かげに佇たたずむ男女の眼から涙なみだが零こぼれた。それでも、二人は決してカティナからは目を離そうとはしなかった。ただ、その姿を目に焼き付けるように、零れる涙を拭おうともせずカティナを見つめていた。

　カティナはその場に背を向けながら、どうにか笑顔を作ろうとした。

「………ガランさん……リタさん……大げさです。恥はずかしいですよ、それ」

　そう言いながらカティナは次々に流れ落ちてくる涙を止めることが出来なかった。
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断章　終わりはいつも突然で







　少年の面立ちからは幼さが消え、声が変わり、15の齢よわいの青年へと成長していた。

　その日もいつもと変わらず、野山を駆けまわりウサギを一羽捕まえると、師し匠しようのいる棲すみ家かへと帰ってきた。

　師匠は獲とってきたウサギを見ると、膝ひざをつき祈るように黙もく祷とうしていた。

　彼かれは生き物の死を前にするといつも必ずそうしていた。

　それが喩たとえ生き延びるための食としてであっても、牙を向けただ人間を殺すことだけに生きるドラゴンであっても、寿命を全まつとうし息を引き取った動物であっても、それは変わらなかった。

　生ける者の消えていった命に対し、ただ彼は祈る。

　勿もち論ろん、青年は食べるために殺した命に対して敬意を払うことは忘れない。自分が生き残るために殺してしまったドラゴンに、黙もく祷とうを捧げることもあった。それでも師匠のするそれは、より深い何かを湛たたえているように青年には思えた。

「なあ、師匠」

「はい、なんですか？」

「師匠はどうしてそんなに生き物に対して、必死で祈るんだ？　なんか、こう……謝あやまってるみたいな感じだぞ」

　すると師匠は少し顔を俯うつむけた。

「そうですね。贖しよく罪ざい……かもしれませんね」

　いつものようにカラカラと笑い声のようなものを上げるのかと思っていた青年は意外な気持ちがした。表情が読み取れない師匠ではあったが、青年の目には彼の姿は悲しそうに映ったからだ。

「……ごめん、俺なんか悪いこと言ったかな」

「いえ、そんなことはありません。ただ巧たく人とが言う通り、もしかしたら私の祈りは贖罪の念なのかもしれない」

　そう言った師匠は、僅かに顔を俯かせ静かに語りだした。

「巧人、私はね……昔、多くの罪を犯したんです」

「師匠が？」

「ええ、遠い昔、大きな戦争があり、私は沢山の人間を殺しました。私はその為ためにこの世に送り出だされた。人を殺す為だけに」

　青年には師匠の言葉が信じられなかった。師匠は話を続けた。

「いつだったでしょうか……一人の男を殺せと私に命令が下ったのです。私はいつも通り、その相手を殺しに行きました。しかし私はその男に返り討ちに遭あってしまったのです。でも私は何も思いませんでした。だって私の役目は人を殺す事であり、それに失敗したらただ破壊される。そう思っていましたから、それ以上の事はなにも考えなかったのです。しかしその男は、暗殺に来た私にこう言ったのです。『もう人を殺すな。その代わり自分のところで働け』と。……驚きました。人を殺すためにだけ生まれてきた私に、もう殺しをするなと言ったのです。その男は一人の少女と暮らしていました。私と男と少女の生活が始まりました。それからの僅わずかな毎日は、私にとって掛け替えのない日々でした。驚きと発見の毎日でした。しかしそんな日々も、長くは続かなかったのです。何しろ、私もそうですが、彼の命を狙ねらっている人間が他にもたくさんいたからです。そして彼も少女も、その災わざわいから逃れることが出来ませんでした。私は……二人をその災いから守ることが出来なかった……」

　溜ため息いきを吐つくように言葉を区切り、師匠は青年に向き直る。

「巧人は以前、どうして私がこんなにも長い間生きていられるのか、と聞きましたね」

「ああ」

「実は私にも解わからないのです。元々、人の寿命より長く生きることが出来ることは知っていましたが、私と同じように生み出された者たちは、みな早々に潰ついえていきました。それなのに、どうしたことか、私は今もこのように動いています。あれから、３０００年。私はこの地に暮らし続けました。未いまだに寿命が潰えることがありません。それはもしかしたら巧人、君に会うためだったのかもしれません」

「俺に？」

「竜りゆう槍そうの言っていた通り……君は………」

　その時だった。その場に幾本もの矢が飛来した。弦げんを放つ音に反応した師匠も青年も、すぐさま身を翻ひるがえし二ふた手てに飛んで矢を回かい避ひする。

　そして青年は矢を放った相手を見て、身体からだが固まった。

「よお、タクト。久しぶりだな。ずいぶん探したぞ。こんなとこに隠れてたのか？」

　幼い日の青年を拾い、奴ど隷れいとして扱あつかった盗とう賊ぞくたちであった。

「大きくなったじゃねえか……一瞬わかんなかったぞ」

　青年は目を疑った。自分の目の前にいる人間の姿に思考が止まった。

　ニヤニヤと笑う男の顔には見覚えがあった。

「やめなさい！」

　師匠が静止に入ろうとする。が、それよりも速く、盗賊は腰の山刀を抜くと青年の首に突つきつけ、師匠に向かう。

「下手なことするんじゃねえ。こいつの首なんか簡単に跳はねられるんだからよ」

　――戦わなければ！

　そう思った青年の身体は、その意に反し、ピクリとも動かなかった。過去の恐きよう怖ふは未だに青年の身体を縛り付け、指一本動かすことが叶かなわない。

　竜りゆうの巣すで培つちかった戦闘術は、たとえどんなドラゴンであろうと、今の青年は物もの怖おじなどしない。身体と心はちゃんと成長をしてきた。それなのに、この男を前に指一本動かすことが出来ないという事実が青年を焦あせらせた。嘗かつての恐怖に青年は既すでに打ち勝ったと思っていた。なのに恐怖とはこんなにも、人を締しめ付つけるのか……。

　すると盗賊は青年に向かって笑いかけた。

「なあ、あれはどうした？」

「…………」

「竜槍だよ、竜槍。どこやったんだって聞いてんだ？」

　何も答えない青年に、男は鳩みぞ尾おち目がけ全力で蹴けりを入れた。頭では避よけようと思っているのに身体が動いてくれない。

　その場に倒たおれせき込む青年に、男は睥へい睨げいしながらにやにやと笑った。

「おい、タクトぉ。早く答えろよ。でなけりゃ殺しちまうぞ」

　固い靴の底が幾いく度ども幾度も青年の顔を、背を腹を蹴りまわす。

「やめなさい！　巧人から離はなれなさい！」

「おい、人の言葉がわからねえのかい？」

「どけと言っている！」

　怒気を孕はらんだ師匠の言葉に盗賊は動じることもなく、ニヤニヤと笑いながら近づいていく。

「おっかねえ顔してやがるなあ。どっからどう見ても化け物だ。そんな化け物が人間様のマネ事かい？　お父さんヅラして、息子でも助けたいのかい？」

「巧人を放しなさい」

「うるせえ！」

　盗賊は振りかぶった山刀を師匠に全力で叩たたきつける。ガギィッと受け止めた師匠の腕うでから火花が散った。

「おい、こいつを無事に返して欲ほしいんなら、竜槍を持ってこい！」

　師匠の怒気を前にして盗賊は引かなかった。

「ずっと狙ってたんだよ。あのお宝をさ。なあ、竜槍さえ持ってくりゃあ、こんなガキ、おまえにくれてやるよ。ほら、早く竜槍の在あり処かに連れていきな」

　盗賊は青年の腕を捻ひねりあげ、師匠に要求を突き付けた。師匠は静かに盗賊を見み据すえると、

「あれは、あなたたちの思っているような宝じゃない。持ち主を選ぶ遺物です」

「だーかーら、欲しいんだよ！　ほら、御ご託たくはいいから、隠し場所へ連れてけ」

　師匠はそれ以上は何も言わず、盗賊たちを先導し歩き始めた。

　そして以前、青年が入ったことのある洞どう窟くつの前まで来ると、

「この中です」

　と言って立ち止まった。盗賊は訝いぶかしみながら、下っ端に顎あごで行け、と指図する。下っ端の男はおっかなびっくりした顔で恐おそる恐る洞窟内へと入っていった。そして暫しばらくすると、その男は重そうに巨きよ大だいな武器を抱かかえて洞どう内ないから出てきた。

「よし、よくやった！　おう、化け物。ありがとよ、約束通りこのガキは返してやる」

　そう言って盗賊は青年の腹を蹴って、師匠に向かって転がす。

　すぐさま師匠は青年の下もとへと駆け寄よった。

　すると盗賊は嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた。

「ほんじゃあ、ありがとよ。後はドラゴンどもと、仲良くやってくれや」

　そう言った瞬しゆん間かん、盗賊たちは一斉に魔ま力りよくを練った練れん成せい法ほう撃げきを放った。

　衝しよう撃げきと爆風がその場に渦うず巻まく。青年はその瞬間、自分はここまでかと思った。

「……………」

　しかし痛みも熱も何も感じない。

　薄うつすら目を開ける。すると、目の前には燃え盛る炎に包まれた師匠が立っていた。

　青年を守る盾たてとなり、すべての練成法撃を受け止め、自らの身体を歪ゆがめた師匠の姿があった。

「師匠！」

　叫ぶと同時に師匠に近寄ろうとする。しかし彼の周りを渦巻く炎の海に、青年は近づくことが叶かなわない。すると師匠は、ゆっくりとこちらを見て頷うなずいた。

「巧人、行きなさい」

「なに言ってんだ！　師匠！　早く火を消さなきゃ！」

「私は大丈夫。これしきの炎で死ぬような身体じゃありません。それよりも、巧人はやつらを追いかけなさい。竜槍を取り返すのです。あれは、巧人が持つために在ある武器です。他の誰だれでもない、君だけの武器です」

「でも……」

　言い淀よどむ青年に師匠はやさしくかたりかけた。

「では、君に大事なことを教えておきましょう」

「……え？」

「恐怖との向き合い方です」

　炎に身体を焼かれながら師匠はいつもと変わらない落ち着いた口調で話し出す。

「いいですか。恐怖とは忌き避ひすることではありません。今のあなたを形作った大切な要素です。毎日私の厳しい稽けい古こにも弱音を吐はかない巧人。ごはんを食べおいしいと笑う巧人。今のあなたを作ったのは全ての過去なのです。その中に恐怖という物が巧人を縛り付けるのなら、あなたはそれに近づいてあげてください。それを見つめてあげてください。決して避さけないでいてあげてください。恐怖も、今のあなたを作った大切な心の一つなのですから」

　青年は小さく頷うなずいた。その顔を見た師匠は満足そうに幾いく度ども首しゆ肯こうした。その時、あたりにドラゴンの叫び声が響き渡った。この物音を聞きつけたのだろう。いくつものドラゴンの咆ほう哮こう。地を震ふるわせる足音。風を切る翼つばさの音。

「いけませんね。ドラゴンが騒いでいる」

「師匠は？」

「私はここでドラゴンを押しとどめましょう。このまま放っておけば、南のセントウッドが被ひ害がいを受けることになってしまう」

「でも………」

「巧人、私は君の師匠です。これくらいなんでもありません」

　炎を振り払い、師匠は両手に剣けんを掲かかげた。

「さあ、行きなさい。あなたが戻って来るまで、ここは私がどうにかします」

　力強くそう言う師匠に、青年は頷うなずき返した。

　そして青年は走り出した。

　盗賊たちを追って、全力で走り出した。

　その背中を師匠がジッと見つめていたことを青年は知らない。




　そうして青年は遁とん走そうする盗賊団に追いつくと大声を上げる。

「おい、こら！　その竜槍は俺と師匠のもんだ！　返しやがれ！」

　その声に、その場に居た者たちが一斉に振り返かえった。

　そして盗賊団の頭かしらがしかめっ面をしながら、こちらを見た。

「けっ、ドラゴンにやられたかと思っていれば、なんだ？　てめえあの化け物を置いて逃げてきたのか？」

「うるせえ！　返しやがれ！」

「へへへ、返しやがれたあ、言うようになったじゃねえか。でもよぉ、てめえにそれが出来るか？」

　凶きよう悪あくな笑みを浮かべた盗賊は、その場に居る者たちに、やれ、と指図をする。

　一斉に盗賊たちは青年に向かって刃やいばを向けてきた。

　嘗かつて自分を蹴りまわした男がいた。嘗て自分を斬り付けた男がいた。嘗て食事を与えず目の前で旨うまそうに飯を食っていた男がいた。汚きたない言葉で罵ののしり、唾つばを吐はきかけた者が居た。笑いながらタコ殴りにした者がいた。

　――怖こわい怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い。

　頭の中を埋うめ尽つくしていく恐怖。

　心の奥おく底そこから溢あふれかえる感情。

　それに縛り付けられる身体。

　避け続けてきた恐怖。

　抑え込もうとしてきた恐怖。

　青年はその姿を両の眼まなこで見つめた。

　あの地じ獄ごくの先に師匠がいた。

　師匠と共にした生活があった。

　師匠と共にした食事があった。

　涙の出るような思いがあった。

　――こんなやつらのクソみてえな苦しみのおかげで、師匠との生活が本当に楽しく思えた。

「だああぁぁらああぁぁぁ！」

　青年は鉄パイプを引き抜くと、盗賊に向かい全力で振りかぶる。鉄パイプは目の前の盗賊たちを弾き、叩き伏ふせた。そして竜槍を持つ男に青年は一気に接近すると鉄パイプを振りかざした。

「なに!?」

　ガキンッと金属同士がぶつかり火花を散らす。

「そいつを返せ！」

　青年は盗賊の肩に掛けられた竜槍に手を伸ばした。その瞬間、カッと光が弾けた。




『おまえに凡すべてを見せてやる』




　竜槍の声が耳に響き渡った。同時に青年の脳内に夥おびただしい誰かの記憶が流れ込んでくる。

　――誰だ……この男は？　この娘こは？

　遠い『過去』が脳内を駆け巡ったのは、瞬またたくような僅わずかな間であったに違ちがいない。その中に、師匠によく似た者の姿もあった。遠いどこかの、誰かの記憶。それでも青年は自分がこの世界にやってきた理由のすべてがわかった気がした。

　――そうか……俺おれは……あの娘こを……。

　そう思った瞬間、青年の身体の中の血が沸わき返かえる。体内を巡めぐる巨大なうねり。最初はそれが何なのか解らなかった。ただ次の瞬間には、脳内を閃ひらめく誰かの記憶の欠片かけらと重ね合わさり、すべてを理解した。

　――ああ、そうか。俺はナギ・ニキッシュという人間と同じ身体になったんだ。

　青年がそう理解すると同時に、時間が戻った。




　青年の手の中に納まった竜槍は鮮やかな薄うす緑みどりの光を放っていた。青年は竜槍を真上に向かって振り上あげ、盗賊の山刀を弾いた。

「おい、てめえ師匠の顔が化け物みてえだって言ってたな？」

　青年の言葉に、盗賊は何も答えずその場でたたらを踏んだ。

「じゃあ、おまえも化け物みてえになってみるか？」

　同時に青年は竜槍を一いつ閃せんした。盗賊の顔の前を竜槍が音もなく通り過ぎた。

「…………へ？」

　盗賊が言葉を放ったその口くちの端はが裂さけた。

「らあああああああ！」

　まるで口裂け男のようにパックリと切れた傷口から血が溢あふれだす。

　止まらぬ血に、痛みに、恐怖に、盗賊は絶ぜつ叫きようした。周りで見ていた他の盗賊たちも、その様子に慄おののいたかのように動けず目を見開いた。

　青年は、竜槍を肩に担かつぎ、盗賊に向かって目を眇すがめた。

「……人間は殺しちゃいけねえんだ。それが、人間のなかで生きていくルールなんだ。そう師匠が言ってた。だから早くどっか行ってくれよ……」

　竜槍を肩に抱え青年は盗賊たちを睨にらみ付ける。

「でなけりゃ、俺……おまえらを全力で斬ってやりてえ気持ちになっちまうんだよ」

　青年の身体を包む闘気に、その場が静まり返った。

「早く行けよっ！」

　青年が絶叫するように発した言葉に、その場に居た盗賊たちが全員逃げ出していった。

　少年は奥おく歯ばを噛みしめながら、零こぼれそうになる涙を必死でこらえた。

　盗賊たちが居なくなっても青年は動けずにいた。それが心の中にあった憤いきどおりからなのか、嘗かつての恐怖が甦よみがえったからなのか解らなかった。

　ようやく動けるようになった青年は師匠の元へ走った。

　しかし師匠と別れたその場所に、師匠の姿はなかった。青年は必死になって、竜の巣の中に分け入り、師匠の姿を探し続けた。が、結局どれほど探しても、師匠を見つけることは出来なかった。そんな日々が、幾いく日にちも過ぎていった。青年はただぼんやりとしながら棲すみ家かで師匠の帰りを待ち続けた。

　それでも師匠が帰って来ることはなかった。

　そんな時ふと青年の胸中に、師匠の言葉が甦よみがえった。

『いつか人の元で生きなさい』

　青年は師匠と暮らした隠れ家がの荷物を纏まとめると、南を目指し歩き始めた。







追章　されど目にはいっぱいの思い出







　シェッセはタクトと共に、北を目指し元来た道を歩き続けた。

　谷を登り、あのキャンプの場所を越こえ、ダグジアへと続く橋を渡わたらずに谷沿いに北西の方角へ赴おもむく。

　そんな二人きりの旅路の中、タクトは自分の師匠の事を話してくれた。

「俺は５歳くらいの時に、盗賊に拾われてな……」

　そこから始まったタクトの壮そう絶ぜつな日々。人として扱われない盗賊たちとの生活。そして師匠と彼が呼ぶ者に助けられ、そこからの修行と勉強の毎日。以前彼から聞いた断片的な情報と重ね合わせ、シェッセはタクトの過去を垣かい間ま見みた。

　歩きながら……キャンプの火を見つめながら……食事をしながら……タクトの嘗かつての話を聞いた。

　ただ時折タクトは暈ぼかすように話す部分があった。

　それは竜槍の事についてだった。

　おそらく竜槍に関わることは、なにか言い辛づらい事情がある、ということが分かったのでシェッセは敢あえて問わなかった。

　自分の任務の一端が竜槍の調査であるにも拘かかわらず、そのことが聞けないもどかしさ。

　そんなシェッセの姿に、タクトは嘆たん息そくしながら、

「竜槍の事も聞きたいか？」

　と苦笑いをしながら聞いてきた。

　心の裡うちをすっかり見み透すかされていてシェッセは頷うなずき返かえす。

「竜槍のことはちょっと説明しづらいな。正直あれについてはどこから話していいかわからねえんだ。理解してもらえるかどうかもわからねえ。でも、遠からずシェッセにもわかる事なんだろうとは思う」

　彼はそれ以上、竜槍のことには触れようとはしなかった。

　――遠からずわかるか……。

　不思議な気持ちだった。彼がそう言うのなら、きっとそうなのだとシェッセには思えた。

　彼に対する信しん頼らい感ということだけでなく、なんとなくそうなるんだとわかったような気がしたのだ。

　そうして二人は漸ようやく、竜りゆうの巣すと呼ばれる北方の地にやってきた。

　多くのドラゴンが棲すむと言われ、防衛の要かなめともされるこの地から、セントウッドに向かって多くのドラゴンが流入してくる。

　また南のドラゴンたちや、季節竜もこの地で羽を休めたりするともいう。

　その竜の巣は、切り立った山々に囲まれた擂すり鉢ばち状のカルデラだった。

　広大な擂すり鉢ばちの底は深い森となっており、遠くに朽くち果はてた石の建物もちらほら見える。

　遠い時代の遺跡なのだろうか。だとすれば、ここが竜の巣となるよりも以前に栄えた文明という事なのだろう。

　学術調査がなされていないのは、これだけのドラゴンが闊かつ歩ぽするこの土地に、踏ふみ入ることが出来ないからに違いない。

　タクトはその深い森へと足を踏み入れていく。知ったる土地であるかのように、歩みを進める彼の後ろをシェッセはひたすら付いて行った。

　不思議なことにその間、ドラゴンとは一度も遭そう遇ぐうしなかった。

　タクトがドラゴンとの遭遇を避さけるように歩いているのかとシェッセは思ったくらいだ。

　竜の巣などという名前が嘘うそであるかのように、静かな森の中をひたすら進んでいく。

　降り積もり朽ち果てた落葉の絨じゆう毯たんを踏み、澄すみきった小さなせせらぎを渡り、壮そう木ぼくの根を登り、そうしてようやく目的の場所でタクトが足を止めた。

　それは、どれほどの樹齢かも解らぬほどの大樹の根元だった。

　その根の陰に、大きな洞うろがあった。木の根が絡み合い出来たその洞の中に、彼が求めた者の影があった。

「………師匠」

　タクトがそう語りかけた相手は、あまりに異い形ぎようの姿であった。

　人間ばなれした細く長い手足。

　耳と呼べる部位はただ穴が開いているにすぎなかった。

　その耳まで裂けるように開いた大きな口。

　表情と呼べるものを表現できるとは思えぬその顔。

　どこからどう見てもそれは人ではなかった。

　蹲うずくまるように体を丸め朽ち果てたそれは、細く長い腕も足も、そして身体からださえも金属で出来た人型の何かだった。

　――これがタクトの師匠………。

　人が至いたるような腐ふ敗はいの後はないが、あちこち焼け焦こげ、何かの深い傷跡がありありと見える。そしてその大きな口の顎あごの部分の片方は部品がないのか外れてしまい、だらんとぶら下がっていた。

　タクトが師匠と呼んだ者に近づくとポケットから、あのネジをだした。

　そして顎あごの部分をネジで止めると、労いたわるように回していく。

「ねえ、タクトの師匠って……」

　すると彼は振り向きもせずにポツリと答えた。

「ああ、この人だ」

　その異形の身体の亡なき骸がらを、彼は『人』と言った。

　それが彼とこの師匠の絆きずなであるかのように、タクトの言葉はやさしかった。

　座るように朽ち果てていた師匠を、タクトがそっと横にし寝ねかせた。

　そして弔とむらうように、タクトが彼に向かって手を合わせる。

「師匠、あんたが言うとおり、人の世ってやつを見て来たよ。俺が知らないことがいっぱいあった。思ったより悪い奴やつばっかじゃないってこともわかった。俺の場合、運が悪かっただけなのかもしれねえ。でもそれも含ふくめて、今はよかったと思ってる。それに……この世界に来た理由も見つけた。運命とかそういうんじゃなくて、旨い飯食わせてくれる、そういう相手を見つけた。それって運命より大事なことだって俺は思う。だから、俺はこの世界に来てよかったと思える。それを報告したかった」

　来る途と中ちゆうで摘つんだ白い花を供そなえ、シェッセもタクトの隣となりに並び、彼と同じように手を合わせた。

　彼を育てくれた相手と言葉を交わしたかったが、それは叶わないのだな。そんな思いが過よぎったシェッセは、ふと何かに気が付いた。

　蹲うずくまるように丸まったタクトの師匠は、何かを守っているように見えたのだ。

　シェッセが注意深く、その中心の両の掌てのひらを見ると何かを握っているように見えた。

　まるで大切な物を守るように、蹲りその身体の中心に抱き寄せているようだった。

「ねえ、タクト……なにか手の中にあるよ」

「ん？」

　大事そうに守るように握りしめられた何か。

　タクトがその手を開くと、そこには羊よう皮ひ紙しが丸められ握にぎられていた。

　開くと、その紙には何かが書きつけてある。

　しかしそれをシェッセに読むことは出来なかった。

　そこに書きつけてある文字は、シェッセが知りよう筈はずもない全く違う文明の文字だったからだ。

　タクトはそれをジッと見つめながら、肩かたを落とし頭こうべを垂たれた。

　その背中がシェッセには泣いているかのように見えた。

「………タクト」

「………………」

　タクトは、懐ふところからスキットルを出すと、ふたを開け、師匠に酒をかけていく。

　それから自分もスキットルの酒を口に含み、

「これが、シェッセだ」

　と言った。










　親愛なる幹みき原はら巧たく人とへ




　やあ、巧人。私は君にどうしても謝らねばならないことがあります。

　人を殺す為だけに造りだされた機械の私は、長い時の中で、人の心を理解しようと努めてきました。嘗かつての都と呼ばれたこの場所は、人の考え出した知識がたくさんありました。それをひたすら頭に入れ、人間ならこんな時どんなことを思うのだろう、と考える日々でした。だから私は君に謝らなければならない。私は人の心を解かいするわけでもないのに、人について巧人に沢山の事を教えてきました。そのような偽にせ物ものの言葉が、巧人にとってどれほど役に立ったのか、もう確かめることは出来ないのでしょうね。でもね、私にも３０００年もかけて漸ようやく一つだけ人の気持ちを理解することが出来ました。それは今、こうして自分が滅びることを前にして、巧人と二度と会えないことが悲しいということです。巧人が成長する姿を見届けたい。巧人がどんなことを考えるようになったのか知りたい。巧人が見つけた大切な人と話してみたい。一いつ介かいの父のように、いつか酒を酌み交わしてみたい。死を前にして人の心を教えてくれた巧人に、深く感謝します。ありがとう。







終章　夜が来る前に







　帰還後、幾日か過ぎた頃ころ、シェッセの家に一通の手紙が届いた。

　それはこの度たびのオルファンでの功こう績せきを称たたえ、士し奨しよう祭さいにてシェッセに勲章が授与される、という知らせを伝えるものだった。

　あの後、オルファンでのラデルの一味から、尋じん問もんによって芋いも蔓づる式しきに密売の関係者が続々と逮たい捕ほされ、密売組織の構成図が完成するに至ったのだそうだ。

　それを元に、多くの犯罪者が検挙されているらしい。

　自分がやったことは、ただの突とつ入にゆうの前ぜん衛えいに過ぎない、と思うシェッセには、この評価はいささか過大すぎるように思えた。それでも、日の目を見ることもなく日夜雑務を熟こなし続けていた自分の事を考えると、嬉うれしい気持ちもあったのだった。

　勲章の授与の日取りが手紙には記き載さいされている。

　場所はテューレの王都庁舎前の広場のようだ。

　広大な王都庁舎前の広場はセレモニーや催もよおしものによく使われる。もちろん今回の士し奨しよう祭さいは他の騎き士したちも含めた往年の歴戦の戦士たちの功労を讃たたえるものである。

　――タクトも……来てくれるかな。

　そう思ったシェッセは肉屋での休きゆう憩けいの折りに、なんとなくタクトに話してみた。

「あ、あのねタクト」

「ん。なんだ？」

「えっとね。じ、実は今度、その……騎き士し団だんの功労者に対する授与式があってね」

「おう」

「そ、それで、ボクも勲章をもらえることになって……」

「へえ、めでてぇじゃねえか」

「う、うん。そ、それで、その……タクトも……見に来てくれたら……嬉しいかな……」

　言葉を絞り出すほどにシェッセの声は先細りしていってしまう。

　頭の中では、仕事だから行けない、と言われることも覚かく悟ごしていた。

　俯うつむいてしまった顔を上げられず、シェッセが返答を待っていると、徐おもむろにタクトが立ち上がった。

「そうか、んじゃ店のみんなで見に行くか」

「ほんと!?」

「ああ、いつだ？」

「えっとね………」

　先ほどとは打って変わって、シェッセの声は弾んだ。

　こうして彼と話しているたびに、シェッセは思わず自分の裡うちに芽生えた気持ちを口に出してしまいそうで仕方なかった。その度にそれを押おしとどめる。

　――ただ、もし彼を好きだと、この口が言ってしまったら……。

　それでも構わない、という気がした。きっと口にした後は顔から火が出るほど恥はずかしいに違いない。しかし、その言葉は紛まごうことなきシェッセ自身の気持ちなのだ。

　そんなことを考えながら、シェッセはタクトの横に並び、日にちや場所を確かく認にんしたりしてその日は暮れていった。




　　　　◇◇◇◇




　カティナ・イシュルダールは一歩前に出ると、鋭するどい目つきで射い竦すくめるように彼を見た。

　そんな視線を物ともせず、ウィリー・ウォーレンは書類の続きに目を通していた。

「私がここにいても何も動じないのですね」

「別段、動じる理由はない」

「私がこうして来ることも、全すべて予測済みですか？」

「予測は確定事じ項こうではない。あくまで予測に過ぎない。とはいえ君がここに来ることも、これから話そうとしていることも予測していなかった、というなら嘘になる」

　冷たく言い放つウィリーの言葉にもカティナは動じず、落ち着いた口調で語りだした。

「上官の命令無視、竜りゆう伐ばつ騎き士しの私的出動要よう請せい……十分に査さ問もんを受けるに足ることを私はしました。が、今現在なんのお咎とがめもありません。以前とまったく変わらない」

「それを決めるのは私の仕事だ。カティナ、君の仕事ではない」

「ではあなたは、命令無視をした私には何の罪もないとでもいうのですか？」

「その理由に思い当たっているから、君はここにいるんじゃないのか？」

「ええ、そうです……今回の件についてお話を伺うかがいに来ました」

　淡たん々たんと言うカティナに、ウィリーは資料のページを捲めくり続けた。

「今回の件、全てがあなたの画策したことですね」

「………全てとは、どこからどこまでを指して、そういうのかね？」

「オルファンの捕とり物もの劇から始まり、スサの氷雀竜ラズリオンカの襲撃に至るまで。この全てがあなたの掌てのひらの上で行われていたことだった」

「なんのために？」

「ミキハラタクトの持つ解呪能力を確認するためです」

　ウィリーは息を吐つくと書類から目を上げ僅わずかに笑った。

「……なるほど。さすがは内務部きっての秀才カティナ・イシュルダールだ」

「認めるということですね」

「そのまま認めるのも面白くない。カティナ、君の見解を聞こうか。どのように私が仕組んだと証明する？」

　それに息を呑のみカティナは言葉を続けた。

「最初に、シェッセは身体に影えい響きようのある複合魔ま法ほうの呪のろいを受けました。そして、いつミキハラによって解呪されてもいいように、あなたは私たちに監かん視しを命じた。しかし魔法に無知なミキハラは、無理に解呪しないでも自然崩ほう壊かいをする、という事を聞いて自分の力を使おうとはしなかった」

「ああ。ミキハラはあの力を容易に使おうとはしない。想定内のことだ」

「だからあなたは次の手段に移行した。それが彼かれの恩師である男のネジです」

　先日、カティナはシェッセから今回のミキハラの旅の目的とその顛てん末まつを聞いた。その話と照らし合わせた結果、導き出された推論がこれだった。

　そんなカティナの発言を、ウィリーはあっさりと肯こう定ていするように首しゆ肯こうした。

「そうだ。以前から北方に遠えん征せいする竜伐騎士に探らせ、その証しよう拠こは事前に手に入れ、報告と一いつ緒しよに彼にここに運ばせた。ミキハラには一緒に地図も付けておいてやった」

　カティナが以前ウィリーと話しているとき、フューゴが持ってきた物だろう。

「それにシェッセも随ずい行こうすると？」

「せざるを得ないだろう。ミキハラを探る絶好のチャンスだ」

「そうやって医者の手助けがない場所……つまり王都郊外へおびき出し、返へん年ねん絡らく寿じゆと一緒に込められた痛つう覚かく盤はん枷かを発動させた。シェッセを解呪できるのはミキハラのみ。しかし痛つう覚かく盤はん枷かは解呪の際に痛みが数倍に膨ふくれ上がるというリスクがある。すぐに解呪することは不可能な状じよう況きようだった」

　そこまで話していたカティナを遮さえぎるように、徐おもむろにウィリーが言葉を挟はさみ込こんだ。

「さてそこで問題が生じる。痛つう覚かく盤はん枷かは痛みが引く時間を待ってミキハラの力によって解呪すれば、ミキハラの能力を観測するという目的が達せられる。しかし、どういう訳か頭上からの落石により両者が分断されてしまった……」

「…………ええ」

「カティナ。君はあの不自然な落石も私の仕込みであると考えている、そうだろう？」

「……………はい」

「しかしミキハラタクトの能力を見み極きわめるだけにしては何かがおかしい」

「……はい、その通りです」

「ならば、これは私ではなく、むしろラデル・ジンがシェッセ・リハエルに対して報復措置で行ったと考える方が自然ではないか？」

「いいえ、それは断じて違います。ラデルはシェッセを襲撃できません」

　カティナは断言するように言うと、息を吐かず言葉を続けた。

「ラデル及びその部下たちは王都内で指名手配中です。彼らが王都から出ることは出来ません。そのラデルたちが王都外でシェッセを襲おそうことは不可能です」

　強く言い放つカティナにウィリーは薄うすく笑いながら聞き耳を立てているようだった。

「では、いったい誰がシェッセたちを襲おうとしていたのか……私はそのことに捕らわれていて根本的なことに気が付くことが出来なかった。最もわかりやすいヒントは、それよりも以前に提示されていた。それがシェッセに掛かけられた複合魔法です」

「……………」

「痛つう覚かく盤はん枷かと返へん年ねん絡らく寿じゆの複合固定練成などという複雑で困難な固定魔法を練成して、いったい誰が得をするか、それを考えるべきでした。痛つう覚かく盤はん枷かはそれなりに医い療りよう知識のある練成者がいれば、どうにかなったでしょう。しかし返へん年ねん絡らく寿じゆは単式で練成することすら困難です。それを複合させるとなったら、その難易度は飛躍的に上昇する。しかもその二つを複合させる意味は皆かい無む。そんなことをして得をするのは誰か？　……肉屋の素性を知りたい、あなたしかいません」

　オルファン地区からの報告書にはラデルと何者かが、禁呪法を密売していた、としか報告がなかった。だからカティナはてっきりラデルが国で禁止されている禁呪法を売っていたのだろう、という先入観にとらわれていた。

　実際にラデルはそれまでも、禁呪法を売って儲もうけていたことは事実だ。しかし今回はそれが逆だったに違いない。

　ウィリーの手配した工作員が動いていたことが考えられる。

　そしてラデルに対し、あの禁呪法をシェッセ・リハエルに使用する依頼がなされていたのだろう。金さえ積つめばなんでもするというラデル・ジンだ。おそらくは多額の金に目がくらみ、この無茶ともいえる依頼を受けたのだろう。

　そんな無茶な依頼を引き受けている最中に、偶ぐう然ぜんのようにシェッセが踏ふみ込こんでくる。こんな出来すぎた話に、ラデルは気付きもせず、その偶然に喜び、シェッセに固定練成法をぶつけて逃走した。

　出来すぎていて当然だった。すべてこの男が仕込んだのだから。

　ウィリーは満足そうに頷うなずき、それから口の片方を上げカティナを見た。

「カティナ、素晴らしい推測だ。ただ君は根本的な間ま違ちがいをしている。だから不自然な落石と氷雀竜ラズリオンカという矛盾で推理は行き詰ってしまっている。いやそれだけではない、目的が逆転してしまっていると言ってもいい」

「………根本的な間違い？」

「そうだ。最初、竜伐騎士２名がリハエルを監視したのは、ミキハラに不用意にリハエルを解呪させないため」

　カティナはウィリーの言っている意味が解わからなかった。すべてはミキハラがシェッセの呪いを解呪する瞬間を観測するためだったのではないのか？

「そして都外におびき出したキャンプ。君が痛つう覚かく盤はん枷かのリスクを説明することを、私が予測できないとでも思うかね？　ミキハラが解呪できる、と言えば君がすぐに止めに入り危険だからやめろと釘くぎをさす。それを確認して落石を発生させ、意図的に君たちを分断する。君から痛つう覚かく盤はん枷かを解呪するリスクを知ったミキハラは、決して単独で解呪をしようとはしない。彼がリハエルを大切に思っているならね」

「では………何のために？」

「簡単なことだ。私の目的はミキハラの能力を見極める為ためではない。私の目的は、最初からミキハラの血のサンプルを回収することにあった」

　カティナは驚きよう愕がくした。

　つまりこの男は、スサに至るまでのどこかでミキハラの力を観測しようとしていたのではなく、最初からスサでミキハラの血を手に入れようとしていたのだ。観測することなど端はなから頭になどなかった。

「ミキハラの血のサンプルを手に入れる為ためには、幾いくつかの条件がいる。まず人だ。ミキハラ、リハエルはもちろんだが、それを持って帰るカティナ、君がいないといけない。そして場所。医療機関がなく、それでいて個室がある場所が必要だった。ミキハラと君たちを別々にしなければ、君はミキハラに血のサンプルを取り上げられる可能性があった。その全てを収束させたのがスサだ。そこへ誘導するための、複合魔法であり、落石であり、氷雀竜ラズリオンカだった」

「………あなたはミキハラの能力には気付いていたのですか？」

「確信に近い予測はたっていた。しかしそれでは足りない。彼に解呪能力があるかどうか確証を得る必要が絶対的にある」

「何の為に？」

「ミキハラタクトが何者であるか知るためだ。君も目視した通り、彼の血でリハエルの呪いは解呪された。それはつまりどういうことかわかるだろう？」

　カティナは答えず、ただ息を呑み口を噤つぐんだ。

「呪いと呼ばれるものが、いったい何で出来ているのか考えればすぐにわかる事だ。あれもまた魔ま力りよくを練成し固定化されたもの。つまりは練成魔法に他ほかならない。それを解除できる力を持っているのは、練成分解物質のみ」

　そう、あの時カティナの魔ま法ほう装そう飾しよく品ひんが壊こわれたのと同じことが、シェッセの身体の中で起こっていたのだ。

「つまりミキハラタクトの血は、ドラゴンと同じ血……竜りゆう人じんナギの血だ」

　この世を混沌に陥おとしいれた竜人ナギ。つまりミキハラタクトはナギの生まれ変わりだということ。だとすれば、ルシーニアの生まれ変わりの可能性のあるシェッセにとって、これほどの悲劇はあるだろうか？

　――やはりあの二人を絶対に一緒にいさせてはならなかった。

　どうしてもっと早く進言しなかったのか、とカティナは頭を抱かかえた。

　そんなカティナの反応を見越していたかのようにウィリーは薄く笑う。

「そしてナギの血は、他の重要な使い道がある」

「他の……使い道？」

「本当の歴史を……本来残されるべき歴史を記した記録書への鍵かぎとなる」

「……………」

　ウィリーはその手をカティナに向かい差し出した。

「さあ、カティナ。君の持っているミキハラの血のサンプルをこちらへ」

　カティナは身構えた。この男が信用に足るべき男か否いなか。それを見極めねばならない。

　そんなこちらの視線を押し返すように、ウィリーは一寸も動かずに圧あつ迫ぱく感を滾たぎらせる。

「カティナ、君は多くの真実を知ってしまった。騎士団を辞めることなど到とう底てい許されない。残念ながら君は私の下でまだ働いてもらうことになる」

「……断るとしたら？」

「この場で私を殺す以外に君に生存の道はない」

　緊きん張ちようが立ち込め、僅わずかな沈ちん黙もくが訪れた。

「あなたがした行こう為い……禁呪法の売買、及び人じん為い的てき使用、氷雀竜ラズリオンカをスサへ差し向ける算段……どのような理由があろうと、それらの行為は犯罪です」

「君は聡明であるにも拘かかわらず、どうやらまだ状況が見えていないようだ」

　言葉とは裏腹にウィリーの表情に呆あきれたような様子はない。ただ冷静に訥とつ々とつと言葉を紡いだ。

「君が考えているより事は既すでに逼ひつ迫ぱくしている。ミキハラとリハエル、両者が本物のナギとルシーニアの生まれ変わりであるか確認する行為は、この国……いや、全世界の命運を握っているともいえる」

　一いつ瞬しゆん、ウィリーの顔にまるで疲つかれたような陰かげりが見えた気がした。

「……もう綺麗ごとを言っていられるほど、人類に余よ裕ゆうは残されていない」

　ウィリーの鋭い眼まな差ざしが向けられる。カティナは覚悟を固めねばならない、と察した。ただ最後に一つだけ、この答えを聞いておかねば、彼の下で働くことなどできぬだろう。

　だからカティナはその問いを口にした。

「………ひとつ確認させていただきます。あなたは本当にスサを見捨てる気でしたか？」

「諄くどいな。あの時も言ったはずだ。一人でも多く救いたいのなら、少ない犠ぎ牲せいを覚悟しろ」

「疑問点があります」

「なんだ？」

「氷雀竜ラズリオンカの到とう着ちやくが何な故ぜか私の計算より遅おくれていました。私たちが駆かけつけた時には、スサの民たみと氷雀竜ラズリオンカがぶつかる寸前だった。しかし私の計算が正しければ、竜伐騎士の二人とあそこに到着した時には、スサの民は全員死んでいてもおかしくなかった」

「…………」

「後でガランさんとリタさんから聞きました。氷雀竜ラズリオンカが第二段階の攻こう撃げきに移るのが早すぎだったそうです」

　ウィリーは答えようとしない。カティナはそれを確認すると言葉を継いだ。

「考えられるのは、氷雀竜ラズリオンカはその前にどこかで戦せん闘とうをしていたということ。つまり何者かが氷雀竜ラズリオンカの足止めをしていた。上位二等種を２匹ひきも相手にして、足止めができる人間は王都の中でも二人くらいでしょう。ミキハラタクトとフューゴ・シェーンヴェルグ様です。本人に聞けば分かることですが……」

「もういい」

　カティナの言葉をウィリーは静かに制し、小さく溜息を吐ついた。

「君を少し見くびりすぎたか………」

「そもそも二人の竜伐騎士をイシュアー地区の駐ちゆう屯とん所じよに待機させ、ギリギリのところで氷雀竜ラズリオンカ討伐の招集をかけたのは何故ですか？　――お答えください。私は真実を知りたいだけなんです」

　部屋の中に緊迫感が満ちた。カティナはウィリーがその問いに答えるのを待った。

「私はただの騎士だ。騎士の仕事は一人でも多くの人間を救うことにある。その際に犠牲を求められるというのなら、私は迷わず最も多く人を救う道を選択する。ただそれだけのことだ」

　ウィリーはゆっくりと立ちあがり、ピンと伸ばされた背筋をカティナに向ける。

「真実を知ることに覚悟はあるな？」

　そう言ってウィリーは引き出しから一冊の革かわ張りの本を取り出した。

　覚悟を決める時だった。

　自分がするべきこと。騎士として生きるのなら、既すでにわかっていたのかもしれない。

「………はい」

　そう答えると、カティナはミキハラタクトの血が付いた手拭いを差し出した。

　ウィリーはそれを受け取り、片手で魔ま方ほう陣じんを描くとその場に『水』を練成し、手拭いの中にあるミキハラタクトの血を溶いていく。

「竜人ナギという人物がいったいどんな人間であったか。古代、ドラゴンがどのようにしてこの地に生まれたのか」

「……それは？」

「王家に所蔵されていた神話の時代の遺物だ。どうにか王族たちを欺あざむいて、手に入れることが出来た。いずれバレるのも時間の問題だが、その前にことは動き出すだろう」

　彼の言っていることが本当であれば、ウィリー一人の首では済まされない事態だ。だからこそ先ほどウィリーの言った「事は既すでに逼ひつ迫ぱくしている」という言葉が重みを増した。

「この書を読み解くためには、これを書いた本人と同じ血を持つミキハラの血が必要だった。全てのドラゴンのオリジナルと呼ばれる彼の血を以もつてしか、この書物を読むことは罷まかりならない……それがナギの残した記録だ」

　練成分解物質が魔力と反応し、バチバチと音を立てる。すべてが反応を終えるよりも早くウィリーの手は繊細に動き、赤く濁にごった水は魔方陣を描いていく。そしてその魔法陣は革張りの本の上に舞い降りると同時に、固く閉じられた本のページが次々に開いていく。

　そしてそのページからは無数の古代文字が溢あふれだし羅列され、何かの文を形成していく。

　部屋の中を猛スピードで埋うめ尽つくしていく文字たち。

　カティナはその文字に目を見張った。

　――読める……何な故ぜ……？

　知りよう筈はずもない古代の文字は、感情を有するかのようにカティナの中へと入ってくる。古代文字の向こうに人や風景が透すけて見えてくるかのようだった。自分の知らない時代の、知らない歴史が紐ひも解とかれていく。

　その時、同じように目を見張っていたウィリーが徐おもむろに呟つぶやいた。

「そうか……これが本来のドラゴンの在り方だったのか………」




　　　　▼　▼　▼




「ようやく時が満ちたね」

　アステイリアは立ち上がりその場にいる者たちを見回す。

　巨きよ大だいな部屋の中には二つの魔方陣が描かれている。随ずい所しよに無数の竜仙華カラフが配置され、それぞれが光を放っていた。その中心には一ひと際きわ大きな竜仙華カラフが配置されている。

　先日王都内に運び込まれた竜仙華カラフ。これを以もつてしか召しよう喚かんの叶かなわない上位竜の召喚が、今行われようとしていた。

「断罪の時は来た！　人という業深き生物に鉄てつ槌ついを下す時だ！　それは３０００の時世を越え到とう達たつした我らが悲願の日だ！　さあ、終マダル・焉ジユのーウ竜ルカを呼び覚ます為ため、朱竜イチカと翠竜トカカの召喚の儀を始める！」

　その場にいた者たちはジッとアステイリアの声に耳を傾けながら静かに熱を帯び始めていた。全ての終しゆう焉えんが訪れることに歓喜するように奮える手を固く握っていた。

「さあ、始めよう。ドラゴンを本来の在り方に戻もどすために」




　　　　※※※※




　シェッセにとっての晴れの舞台、士し奨しよう祭さいの日がやってきた。

　壇だん上じように上がり、衆目に目を移す。

　広場は祭りのような騒さわぎで、王都を守った英えい雄ゆうを一目見ようと、見物客が押しかけていた。見渡す限りの人だかり。シェッセはタクトがどこにいるのか、必死で壇上から探すも、すぐに見つけられるような状況ではない。

　――タクトは……どこにいるのかな……。

　それでもよく目を凝らすと、ラザに肩かた車ぐるまされたリュカの頭がぴょこんと突つき出ていた。さらにその隣にはオルバ、そしてクーミェの姿も見える。肉屋フランシーヌの皆が来てくれている。そう思ったシェッセは必死でタクトの姿も探すが、その周りに彼はいなかった。

　――………タクト。

　心の中で、彼の名前を必死で呼んだ。

　もし彼が来てくれなかったら……そう考えるといてもたってもいられない気持ちになる。シェッセは薄く唇くちびるを噛み、顔を俯うつむけた。

　間もなく授賞式が始まろうとしていた。




　　　　○○○○




　オルファン地区の外れ、イオ地区との境には木々が茂しげる大きな森があった。

　手入れのされていない森は木々が鬱うつ蒼そうと茂り、下草は伸び放題となっていた。昔あったであろう歩道も草や木の根が手を伸のばし、今は見る影かげもない。

　その奥おくに、小さな小屋があった。

　かなり古い建築様式で造られたその小屋は、その昔は炭焼き小屋として使われていたものだろう。その小屋の中に人の気配があった。

　ラデル・ジンとその部下３人が、指名手配を逃れここに潜んでいたのだ。

　ラデルは長弓の矢に毒を塗ぬり、そこに魔力を練成していた。

「遍あまねく世界を統すべる源よ、我を貶おとしめし者を呪い賜たまえ。滅びよりも惨めな生を与え賜え。死せるより耐え難い苦痛を与え賜え。この一矢は、彼かの者へ迷わず飛び、この願いをば、聞き届けよ。忌いみ仇がたきの名はシェッセ・リハエル」

　魔方陣が展開し、毒矢に術式が付加されていく。遠えん距きよ離り間で敵に矢を命中させる古い形式の魔力練成法である。遠距離と言ってもその有効範囲は、大まかに一キロほどの距離ではあるが、男にとってはそれだけの距離から飛ばせれば問題はない。

　準備が整うと同時に、四人は立ち上がり、出立しようとした。

　が、入り口に向かったラデルたちは、思わず足を止めその場で固まった。入り口にぼんやり眼まなこで腕うでを組んでその様子を見ていた人間がいたからだ。

「おう、相変わらずやることがしょぼいな、おまえらは」

　その男は吐き捨てるようにそう言った。ラデルは脂あぶら汗あせを滲にじませながら闖ちん入にゆう者しやに向かう。

「……なんでここに人がいるとわかった」

「んなもん、てめえらが昔、オルファンにある隠かくれ家がのこと話してたからに決まってんだろうが。なんかあったら、ここに隠れればみつからねえ、ってよく話してたじゃねえか」

　昔、という言葉にラデルは焦あせり、そしてその青年の顔をようやく思い出した。

「まさか、てめえ、タクトか……？」

　昔、まだ幼いころに拾ったガキが、成長して自分の前に姿を現した。

　ラデルは縫ぬい目の跡が残る口くちの端はに手を触ふれた。傷口が疼うずいて仕方なかった。

　するとタクトは鼻で笑い睨にらみ付つける。

「しっかり残ってるじゃねえか、俺おれにやられた跡が」

「あの情けねえくそガキが、今更のこのこと出てくるとは……」

「なさけねえのはどっちだ？　自分の組潰つぶされて逆さか恨うらみってことだろ。そんでシェッセの晴れの日にみんなの前でひでぇ目に遭あわそうって腹か。かわんねえな、ほんとに」

　タクトの言葉にラデルはその場に唾つばを吐はいた。

「粋いきがるようになったじゃねえか。おまえ、俺に逆らえるようにでもなったのか？」

　ラデルには確信があった。盗とう賊ぞくを長くやれば、盗賊としての人の育て方が身に付く。その最たる重要事項は、一番初めに気を失うまで痛めつけ、相手に恐きよう怖ふを与あたえること。幾いく度ども幾度もそれを繰くり返かえし、心を破壊すること。そうすれば、自分を前にしたものは、みな一様に竦すくみあがり身体は動かなくなる。自分に逆らえる者はいなくなる。それがラデルが盗賊として身に付けた処しよ世せい術じゆつだった。

　――だからあの時だって、こいつは俺を殺せなかった。

　顔に傷を残されたものの、しかし最後は臆おくしたのだ。その自信があったラデルは、懐ふところから剣けんを抜ぬくと同時に、全力でタクトに斬きり付ける。

　が、タクトは腰こしに差した鉄パイプでそれを受け止めた。

　ガギィッ、と音を立て火花が散った。しかしそれくらいでラデルが怯ひるむことはない。すぐさまもう片手の拳こぶしをタクトの頬ほおに打ち込んだ。

　タクトは微び動どうだにせず、そのパンチをまんまと頬に受けた。

　――やはり、手向かうことは不可能。そう仕込んだんだ。出来るわけがない。

　しかしそのパンチを受けたタクトの目が、ギロリとラデルに向けられた。

「……俺はこんなパンチに怯おびえてたのか」

　呆あきれたように言うとタクトは片手で、頬に抉えぐりこまれたラデルの手首を握る。

「あぎぎぎぎ！」

　ものすごい握力で掴まれたかと思うと、軽々とその腕を返し固められた。

「おいてめえら、全員よおく聞けよ」

　ドスを利かせたタクトの声に、その場にいた者が全員凍りつく。

「二度とシェッセに手を出そうなんて考えんじゃねえ」

　そう言った瞬しゆん間かんにタクトはラデルの固めた腕をバキッとへし折り、鋭い視線を泳がせた。その形相にラデルの部下たちは竦すくみあがり誰だれ一ひと人り動くことが出来なかった。




　それはちょうどシェッセの勲章授与の時のことだった。

　控ひかえにいた騎士たちが、何かざわざわしていたのが、シェッセの目に留まった。

　なにごとかと気もそぞろになっていると受賞台に、一人の騎士が上がってきた。

「先に述のべた、オルファン地区での捕り物に関して、続報が入りました。シェッセ・リハエルの捕らえたラデル一家の逃走していた最後の４人、ラデル・ジンとその部下３名が先ほどオルファン地区の駐在で捕ほ縛ばくされたそうです」

「え!?」

　その報告に、広場にいた者たちは沸き立った。シェッセは驚おどろきと同時に、安あん堵どの気持ちもあった。

　報告によると、先ほどオルファン地区の外れにある駐在所でラデルが捕縛され、本人かどうかが確認されたそうである。

　しかもラデルの懐ふところには遠距離間の的中魔法が掛けられた毒矢入っていたらしい。しかも術式を確認した騎士の話では、それはシェッセを射ようと練成されていたというのだ。

　ただ不審な点とすれば、ラデルたちが駐在所の前にボコボコにされて倒たおれていたことである。いったいどこの誰だれがそんなことをしたのか、オルファンの騎士はわからない、と言ったそうだ。

　後で騎士の一人が言っていたのは、金さえ積めばなんでもするルール感のないラデルのやり方に業ごうを煮にやしたマフィアたちに制裁を受けたのではないか、ということだった。

　たとえマフィアと言えども、滅め茶ちや苦く茶ちやな犯罪者だけの集団であれば騎士団が容赦なく取り潰している。あくまであの地区での均きん衡こうを保つために一役買っているのがマフィアの存在意義ともいえる。だからこそ、金の為なら手段もルールも関係ないと、のし上がってきたラデルをオルファンのマフィアが吊し上げてもおかしくないと言えるのだ。

　こうして無事ラデル一家捕縛の件が全て終わったことが告げられ、授賞式は閉幕した。

　しかし本来であるのなら、もっと嬉しそうな顔をすべきなのに、シェッセの顔は沈んでいた。終わったあと、フランシーヌの面々に挨あい拶さつをしに行くと、みな一様に祝福の言葉を投げかけてくれた。

　シェッセはどう聞いていいのか解らなかったが、勇気を出してタクトのことを問うてみた。

「ねえ、その………タクトは？」

　するとクーミェがプンスカしだし、腕を組んだ。

「タクトさんったら、朝から用事があるって出てったきり帰ってこないんですよ。私たちも待ってたんですけど、授賞式に遅れちゃうからって、結局タクトさん抜きで来たんです」

　いったいどんな用事だろうか？

　朝からとなると、なにか遠くまで出かけねばならないようなことがあったのかもしれない。それは彼にとってとても重要なことなのかもしれない。

　――ボクよりも……？

「うああああ、何考えてんだボクは!?」

「??」

　不思議そうな顔をするクーミェたちをごまかしながら、シェッセは心を落ち着ける。

　自分の心がずいぶんとわがままなことを考えるようになってしまい、シェッセは困こん惑わくした。まさか自分の心の裡うちに、彼を独占したいような気持ちが芽生えるなんて、思いもよらなかった。

　それからフランシーヌの面々とは、挨拶をして別れた。

　これから急いで家に帰らねばならない。

　それなのにシェッセはその場から動くことが出来なかった。まだシェッセの中で彼を待っていたいという気持ちがあったからだ。待っていたら来てくれるんじゃないか、そうどこか期待してしまう。

　気が付くと日は西の空に傾かたむきかけていた。橙だいだい色に染まる空を眺ながめていたシェッセは顔を俯うつむかせる。もう帰らねば、と思いながら立ち上がろうと顔を上げた。

　その視線の先にタクトがいた。

　肩かたで息をしながら、顔中汗だくになった彼が立っていた。

「………………」

　シェッセは何も言えず、しかし立ち上がると同時に彼に駆け寄よった。

「……わるい、遅おそくなっちまって」

「ううん」

　シェッセは首を横に振ふる。

　ふと見上げた彼の頬ほおに血が滲にじんでいる。誰かに殴なぐられたのだろうか？

「きず」

「ん？」

「顔……どうしたの？」

　するとタクトはしばらく困ったような顔をして、頬を掻かいた。

「あー……その、ケンカだ」

「わざわざ朝から？」

　そう問うと、タクトはさらに困ったような顔になる。

「ああ………その………まあ、そんなとこだ」

「ふぅん………ちょっと待ってて」

　シェッセはそう言って、近くの噴水でハンカチを濡らしタクトの下に戻った。

「おい、なんだよ」

「ジッとしてて」

　ハンカチで傷を冷やす間、タクトはただ黙だまってむず痒かゆそうな顔をしていた。

　ふとタクトと目が合う。心の奥が疼いた。彼への気持ちが噴き出しそうになる。その気持ちが口から出そうになるたびに、恥ずかしくて、嬉しくて、淡あわくて、締め付けられて、どうしようもない気持ちになった。幾度もそれを我が慢まんしてきた。我慢するたびに、思いが強くなっていくのがわかっていた。

　そんなシェッセにとって今、この瞬間、間近にある彼の顔を前に、口は無意識に動き出してしまう。

「あのね………ボク……」

　そこまでシェッセが言いかけた時、後方で何者かが大声を放った。

「シェッセ！」

「…………え!?」

　咄とつ嗟さに振り返ったシェッセの眼に、緊迫した表情のカティナの姿が目に入った。

　その次の瞬間だった。カティナの傍かたわらをすり抜けて、途と轍てつもないスピードでこちらに突進してくる長身の騎き士しの姿。手にある凶器が藍あい色いろに染まる空の残ざん照しように反射する。

　シェッセの頭の中を混乱が埋うめ尽つくしていく。それでも鍛錬された身体は、思考よりも早く反応し帯たい剣けんの柄つかを握にぎると同時に抜刀。が、抜き打ちざまに翻ひるがえした帯剣は、轟ごう音おんを立てて切り上げる騎士の長剣に跳ね上げられた。

　そうして目の前に躍り出た騎士はこちらに笑いかけると同時に、シェッセに剣を突き立てんと大きく振りかぶる。

　――かわしきれない！

　そう思った瞬間、シェッセの身体を何者かが後ろへと引き寄せ抱き込んだ。

　タクトだった。庇かばうように、タクトはシェッセを抱き寄せ突き付けられる剣に背を向ける。鈍い肉を割く音がシェッセの耳じ朶だに届いた。

「……くはっ」

　タクトの背には深々と長大な刀身が突き立てられていた。シェッセは声も出せなかった。

　長身の騎士はタクトの背に差し込んだ長剣を抜こうともせず、つまらなそうな顔をする。

「……騎士としてはこういう勝ち方は、やっぱりつまらないな」

　長身の男はそう言うと、ようやくタクトの背に突き立てた剣を抜いた。

　タクトの身体が力なくシェッセの腕をすり抜け頽くずおれていく。

　瞬またたくような僅わずかな間の中で起こったことを、シェッセは何一つ認にん識しきすることが出来なかった。ただその場に倒れ込み動かぬタクトの姿に、気が付くと叫さけび声を上げていた。

「タクト―――っ！」

　タクトに覆おおい縋すがろうとするシェッセを、咄とつ嗟さにカティナが止めに入り引き離した。

「ダメだ！　彼の血に触ふれてはならない！」

　それでもカティナの腕を振り払おうとシェッセは必死にもがいた。

　そんな傍かたわらで、タクトに剣を突き立てた長身の騎士はこう言った。

「へえ、これがナギの生まれ変わりか……」

　最初は何を言っているのかわからなかった。

　俄にわかに集まってきた騎士たちに抱えられ、タクトが連れて行かれてしまう。

　深い傷を負った彼が自分の前から姿を消してしまう。それなのに、男の言葉がシェッセの心臓を締め付けていく。

　――ナギ……タクトが……ナギの……生まれ……変わり………………。

　呆ぼう然ぜん自じ失しつとなったシェッセの身体から力が抜け、その場に膝ひざをつく。

　それ以上何も考えられなかった。ただ中空を見つめていたシェッセの眼から、ポロ……ポロ……と涙なみだが溢あふれだし、気が付くとまるで何かが決壊したかのように頬ほおを濡らした。

「……タクト……タクト。タクト、タクトタクトタクト、たくとっ！」

　彼の名を叫ぶ。幾度も叫ぶ。幾度も幾度も叫ぶ。

　霞かすむ宵よい闇やみに包まれながら、シェッセは子供のように、ただひたすら泣き声を上げた。




《おわり》
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あとがき







　このたびは拙せつ著ちよをお手にお取りいただき誠にありがとうございます。

　お久しぶりでございます。内うち堀ぼり優ゆう一いちでございます。

　動物性タンパク質ライトノベル『吼ほえる魔ま竜りゆうの捕喰作法バルバクア』４巻をお届けいたします。

　みなさまのおかげで、このシリーズもここまで続刊させていただける流れとなりました。このことには本当に感謝の言葉もないほどでございます。

　本当にありがとうございます！




　さて前回に引き続きまして、なんかよくわかんない肉食べよーぜ企画、を続けたいかと思います。略した方がいいですか？　ひらがな４文字くらいに略して、ちょっと前のアニメっぽい感じに『！』マークとかつけましょうか？

　……そういう配はい慮りよはいりませんね。やめておきましょう。

　前回が鹿しかでしたので、今回はイノシシで、次回が蝶ちよう々ちようあたり……ということはございません。今回は南の島の有ゆう袋たい類るいカンガルーをいただいてきました。

　あの愛くるしい生き物カンガルーでございます。

　前回どの部位かもよくわからないお吸い物で、たいへんなことになりました。なので、今回はものすごくわかりやすい感じにしたいなと思い、カンガルーのもも肉のから揚げと、もも肉のステーキです。

　ももばっかりです。あの強きよう靭じんな蹴けりを繰り出すと言われている、もも肉でございますね。

　さて、まずはから揚げをば。

　これはうまい！　文句なしでうまい！

　あれなんです。脂あぶらが少ないんですね。赤身がほとんど。だが、それがいい。

　年のせいなのか脂がだんだんダメになってきたというのがあるので、こういうあっさりなお肉が大好きです。よかった今回は、おいしいお肉で。

　さてお次が、カンガルーのステーキでございます。

　口に入れますと、素そ朴ぼくな味わいでいつまでたっても口の中に残ります。

　なんていうか………ボソボソしてるのに固ってえっ！

　味はいいんですが、すごい固かった………。最初の一口目を咀そ嚼しやくしているうちに、どんどん時間が経たっていくのですよ。

　ちなみにわたくしは肉の焼き方はレアくらいが好きです。そんなわけで、お店の方に「焼キ方、ドスル？」とカタコトで聞かれ、「レアで！」とお願いしたのですが………おやおや、不思議なことに中までしっかり火が通っておりますよ。これはどうしたことだろう？

　わたくしが一口目をモシャモシャ咀嚼しているうちに、鉄板の熱が浸しん透とうしたのでしょうか？　不思議でなりませんね。

　さて今回はすごいことに、あとがきを５ページもいただけました。

　担当さんからお電話で、

「あとがきなんですが、５ページと７ページ、どっちがいいですか？」

　と聞かれて、ビビりのわたくしは迷わず５ページを選んでしまった訳なのです。

　そんなわけで、今回はもう少しページがございますので、急きゆう遽きよ、近所のカエルを食べさせてくれるという店にも行ってきました。カエルでございます。まあ、カエルはヨーロッパでもアジアでもよく食べられている物なんで、そんなにハードルは高くないだろうと、わたくし思う訳です。そう自分に言い聞かせるわけです。

　お店に着きますと、いけすにはでっかいカエルがぴょこぴょこしていました。あわせてぴょこぴょこ三ぴょこぴょこどころではない数がぴょこぴょこしておりました。

　いやあ、あれはなんとも食欲を………やっぱりそそりませんね。

　友達の話だと、店によっては活いけ造づくりとかあるらしいんですけど、そういうハードなのはやめておきます。

　あくまでおいしくお肉をいただくことが、このバルバクアシリーズと内堀のテーマなので！　ゲテモノを食べるわけではありませんからね。

　ということで「無ぶ難なんなカエル料理はなんですか？」と店員さんに聞いたところ、唐揚げとバターソテーだそうでございます。またしても唐揚げ……。

　では順番にいただきます。カエルの唐揚げはよく鶏とり肉にくに似ていると聞きますが……うん、鶏肉っぽいです。おいしいです。そしてカンガルーの唐揚げより柔らかいです。唐揚げって外れがないですね。

　それからバターソテーですね。これはフランスの郷きよう土ど料理を元に日本向けにしてあるらしいのです。ニンニクの匂いがとてもおいしそうです。バターの香りもたまりません。お肉も外はパリッと中はふっくらでございます。これはいい酒のつまみです。ビールがあれば最高です。でも確実に、唐揚げとバターソテーにビールのコンボは、三み十そ路じの肉体には危険極まりありません。どうなってしまうかは皆様のご想像にお任せいたします。

　ヒントは『ピザ』……………もうお分かりですね。




　さてここからは謝しや辞じをば。

　毎回毎回、しめきりを微び妙みように過ぎるわたくしにも変わらず接して下さる担当の中川様、いつもありがとうございます。さらに、今回もチビシェッセという限りなく新キャラくさいポジションを可愛らしく描いてくださった真ま琉る樹き様、毎回上がって来るイラストがわたくしの生きる希望でございます。そしてわたくしのヘタクソ地図を素す敵てきにデザインして下さるデザイナー様、編集部の皆様、出版流通に関わる全てのみなさまに心より御礼申し上げます。




　そしてなによりも、毎回この本を手に取って下さるみなさまに重ねて御礼申し上げます。

本当にありがとうございます！

　どうにかこの物語もみなさまのおかげで、一区切りまで辿たどりつくことが出来そうでございます。このことには先にも申し上げましたが、感謝してもし足りない気持ちでございます。

　どうかシェッセとタクトの物語に、最後までお付き合いいただければ幸いでございます。

　それでは、次巻にてお会いいたしましょう。




二〇一二年　十二月吉日　内堀優一
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

内堀優一先生／真琉樹先生
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